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1

NetVault Bare Metal Recovery Plug-    
in の概要

• NetVault Bare Metal Recovery Plug-in ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Bare Metal Recovery Plug-in ：

概要
Quest® NetVault® Bare Metal Recovery プラグイ ンによ り、 不具合のあるデ ィ スク ・ ド ラ イブのリ カバリやリ ス

ト ア操作にかかる時間が短縮されます。 既存のバッ クア ッ プ ・ ルーチンの延長と し て、 オン ラ イ ンによるパー
テ ィ シ ョ ンのフル ・ バッ クア ッ プや、 オフ ラ イ ンによるブロ ッ ク ・ レベル ・ バッ クア ッ プをスケジュールする こ
と もできます。 また、 サーバーに障害が発生し た場合など、 付属の最小機能 OS を使用し て、 機能し ていない

OS を含むシステムを リ カバリする こ とができます。 リ ス ト アできる状態になったら、 Quest NetVault Backup
（NetVault Backup） Web ベース ・ ユーザ ・ イ ン ターフ ェ イス （WebUI） を使用し て、 最新のシステム ・ イ メ ー

ジにリ ス ト アできます。 NetVault Bare Metal Recovery では、 人的操作への依存とデ ィ スクのリ ビルド ・ タ スク

でよ く ある手探り での作業を低減する こ とによ り、 RTO （Recovery Time Objectives ： リ カバリ時間目標） や

SLA （Service Level Agreement ： サービス品質保証制度） の要求に応える こ とができます。 オペレーテ ィ ング ・

システム、 ネ ッ ト ワーク設定、 システム設定、 アプ リ ケーシ ョ ン、 デ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ンやデータのリ カバ
リ を含む、 システム ・ リ カバリの自動化によ り、 NetVault Bare Metal Recovery はデ ィ スクのリ ビルド を確実に

完了させます。

主な利点
• ベア ・ メ タル ・ リ カバリ を高速化し、 ダウン タ イムを最小化 ： 従来のベア ・ メ タル ・ リ カバリ には、 丸

一日かかる こ と もあり ま し た。 NetVault Bare Metal Recovery を使用する こ と で、 デ ィ スクのリ ビルド

は、 数時間のタ スク まで軽減する こ とができ、 これによ り ダウン タ イムを最小限に食い止め、 生産性を
向上させる こ とができます。 NetVault Bare Metal Recovery は、 オペレーテ ィ ング ・ システム、 ネ ッ ト

ワーク設定、 システム設定、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ バイナ リ、 デ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ンやデータの保護
を提供し ます。 NetVault Bare Metal Recovery では、 パーテ ィ シ ョ ン ・ レベルまで保護を提供する こ とに

よ り、 オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プの可能性を広げ、 保護済みシステムはオン ラ イ ンにしつつ、 オフ ラ イ
ンによるブロ ッ ク レベル ・ バッ クア ッ プを実行する こ と もできます。 NetVault Bare Metal Recovery は、

付属する Plug-in Offline Client 最小限の OS を使用し て、 機能し ていない OS を含むシステムを リ カバリ

する こ とができます。 NetVault Bare Metal Recovery は、 従来のデ ィ スクのリ ビルド と リ ス ト アに必要

だった手動による操作時間を大幅に低減し、 RTO の高い要求に応えます。
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• 人的操作を低減し リ スク を回避 ： ベア ・ メ タル ・ リ カバリ に関連する特有の問題と し て、 リ カバリ を 1
度で確実に完了させるために多 く の情報が必要である点があげられます。 た と えば、 典型的なベア ・ メ
タル ・ リ カバリ には、 16 またはそれ以上の手順が必要で、 かつユーザーへの影響を最小限にするため、

それらの値は正確を期す必要があり ます。 NetVault Bare Metal Recovery は、 定期的にスケジュールされ

たオン ラ イ ンあるいはオフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行し ながらパーテ ィ シ ョ ン ・ レベルでの保護を可
能にする こ と で、 必要な手順を管理し、 手探り による作業を解消し て変更に即座に対応し、 サーバーの
設定を修正し ます。

• ビジネス継続性を確保 ： NetVault Bare Metal Recovery は、 高いレベルの保護を提供し、 ビジネスの継続

性を確実に強化し ます。 NetVault Bare Metal Recovery は、 幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault 
Backup との統合を有効に活用し ます。 NetVault Bare Metal Recovery は、 重要なシステム設定が定期的

に取得され、 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ に備えてオフサイ ト に保存されている とい う安心感を提供し ます。
さ らに、 Quest NetVault Backup プラグイ ン と併用する こ と で、 NetVault Bare Metal Recovery は包括的

なデータ保護戦略を確実に実行する こ とができます。

機能概要
• オン ラ イ ンによるパーテ ィ シ ョ ンのフル ・ バッ クア ッ プ

• オフ ラ イ ンによるブロ ッ ク レベル ・ バッ クア ッ プ

• Windows ボリ ューム ・ シャ ド ウ ・ コ ピー ・ サービス （VSS） ベースのバッ クア ッ プ

• Linux プラ ッ ト フ ォームにおける起動イ メ ージおよびシステム ・ イ メ ージの保護

• OS が構成されていないマシンのリ カバリ

• 付属の最小限 OS から起動し た リ カバリの開始

対象ユーザー
Plug-in Offline Client または Plug-in Live Client は、 システム管理経験を持つユーザが使用する こ と をお勧め

し ます。 日常的なバッ クア ッ プにはこのレベルの知識は必要と な り ませんが、 各プ ラグイ ンの初期設定、 対象と
なる NetVault Bare Metal Recovery Client の設定、 リ ス ト アには、 管理者レベルの知識が必要と な り ます。

参考資料
以下のド キュ メ ン ト も利用可能です。

• Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サーバーおよ

びク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup の使用方

法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents/ からダウンロー ド できます。
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NetVault Bare Metal Recovery   
システム構築例

• NetVault Bare Metal Recovery コ ンポーネン ト

• NetVault Bare Metal Recovery システム構築シナリ オ

NetVault Bare Metal Recovery
コ ンポーネン ト
NetVault Bare Metal Recovery に含まれる 2 つのコ ンポーネン ト （プ ラグイ ン） は、 それぞれ専用形式のデ ィ ザ

ス タ ・ リ カバリ （DR） バッ クア ッ プを提供し ます。 また、 第 3 のコ ンポーネン ト は、 対象と なる NetVault Bare 
Metal Recovery Client でバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア準備を行う ための基本 OS と し て機能し ます。

NetVault Bare Metal Recovery には、 以下のテ クニカル ・ コ ンポーネン ト が含まれます。

• Plug-in Offline Client for x86/x86-64 Client

• Plug-in Live Client for Windows

• Plug-in Live Client for Linux

• Plug-in Server

以下の ト ピ ッ クでは、 これらの各コ ンポーネン ト について概説し ます。

Plug-in Offline Client コ ンポーネン ト
Plug-in Offline Client は、 ブロ ッ ク単位のバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア技術を利用し てシステムを リ カバリ し ま

す。 この処理では、 ターゲッ ト ・ システムがオフ ラ イ ンにな り、 使用不可にな り ます。 この手順は、 以下の場合
に使用し ます。

• バッ クア ッ プ ： ［オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ］ は、 ターゲッ ト ・ システムのすべての要素 （OS、 アプ リ

ケーシ ョ ン、 システム設定） をバッ クア ッ プ し ます。 この手順は、 NVBU サーバーと し て使用準備がで

きた設定済みの新しいシステムに適し ています。

• リ ス ト ア ： ［オフ ラ イ ン ・ リ ス ト ア］ は、 OS が機能し な く なったマシンを、 以前の構成状態に リ カバリ

する場合に使用し ます。
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Plug-in Live Client for Windows コ ンポーネン ト
Plug-in Live Client for Windows を使用する と、 システムをオン ラ イ ンでアク テ ィ ブにし たままシステム全体を

バッ クア ッ プ （オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行） する こ とができます。 リ カバリが必要な場合は、 Plug-in 
Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し、 データ を リ カバリ し ます。

つま り、 オフ ラ イ ン ・ リ ス ト アを行う必要があり ます。

Plug-in Live Client for Linux コ ンポーネン ト
Plug-in Live Client for Linux を使用する と、 システムをオン ラ イ ンでアク テ ィ ブにし たまま Linux システム全体

をバッ クア ッ プ （オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行） する こ とができます。 Plug-in Live Client for Linux は、

Storix （サー ドパーテ ィ 製 DR 起動ユーテ ィ リ テ ィ ） を使用し て、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery 
Client を起動し、 データ を リ カバリ し ます。 つま り、 オフ ラ イ ン ・ リ ス ト アが必要です。

Plug-in Server コ ンポーネン ト
Plug-in Server は NetVault Backup Server 内にあり、 Plug-in Offline Client または Plug-in Live Client を使用し て

ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト のバッ クア ッ プ と リ カバリ を可能にし ます。

VaultOS コ ンポーネン ト
Plug-in Offline Client には、 VaultOS と し て知られている コ ンポーネン ト が含まれます。 VaultOS は、 ターゲッ ト

の DR ク ラ イアン ト ・ システムを起動するための最小限の OS です。 使用し ているプ ラグイ ンに応じ て、 ター

ゲッ ト の DR ク ラ イアン ト ・ システムでバッ クア ッ プまたは復元の準備を行います。 この最小限の OS は、 ター

ゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を起動し、 対応するすべてのデバイス ・ ド ラ イバをロー ド し て、 そのハー ド ・ ド ラ イブを
バッ クア ッ プまたはリ ス ト アに適し た状態に維持し ます。

VaultOS には 2 つのバージ ョ ンがあ り ます。 1 つは Linux ブー ト ・ ローダを、 も う 1 つは Windows PE
（Windows プレ イ ンス ト ール環境） をそれぞれ使用し ます。 従って、 選択し たバージ ョ ンによ って、 Plug-in 
Offline Client で利用可能な機能も異な り ます。

VaultOSコンポーネントに関する重要な注意事項

以下にリ ス ト された VaultOS に関する注意事項をよ く 確認する必要があり ます。 なお、 使用中の VaultOS が

Linux ベースか Windows PE ベースよ って各々注意事項が異なる点に注意し て く だ さい。

• Plug-in Offline Client および Plug-in Live Client の各バージ ョ ンは、 それぞれ専用形式の VaultOS を備えて

います。 た と えば、 Plug-in Live Client for Linux のシステムでは、 このプラグイ ン専用形式の VaultOS が

使用されます。 このコ ンポーネン ト の設定および使用についての詳細は、 本書の該当する ト ピ ッ ク を参
照し て く だ さい。

• Physical-to-virtual （P2V） リ ス ト アおよび類似し ないハー ド ウ ェ アへのリ ス ト アは、 Windows PE ベース

Plug-in Offline Client を使用する場合に限りサポー ト されます。
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NetVault Bare Metal Recovery システム

構築シナ リ オ
この ト ピ ッ クでは、 以下の NetVault Bare Metal Recovery 製品のシステム構築シナ リ オについて詳し く 説明し ま

す。

• Windows ベースの NetVault Backup Server の展開を使用し た Plug-in Offline Client Only x86/x86-64 Client

• Linux ベースの NetVault Backup Server の展開を使用し た Plug-in Offline Client Only x86/x86-64 Client

• Windows ベースの NetVault Backup Server 展開を使用し た Plug-in Live Client for Windows

• Linux ベースの NetVault Backup Server 展開を使用し た Plug-in Live Client for Windows

• Linux ベースの NetVault Backup Server 展開を使用し た Plug-in Live Client for Linux

• Windows ベースの NetVault Backup Server 展開を使用し た Plug-in Live Client for Linux

• Linux ベースの NetVault Backup Server 展開を使用し た Plug-in Live Client for Windows および Plug-in 
Live Client for Linux

• Windows ベースの NetVault Backup Server 展開を使用し た Plug-in Live Client for Windows および Plug-in 
Live Client for Linux
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Windows ベースの NetVault Backup Server の

展開を使用し た Plug-in Offline Client Only 
x86/x86-64 Client
このシナリ オは、 Windows ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Intel x86 Client のオフ ラ イ ンま

たはコールド ・ バッ クア ッ プを実行する場合に適し ています。

こ こでは、 Windows ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Serverfor Windows コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされてお り、 Plug-in Offline Client が Intel x86 Client のバッ クア ッ プ と リ カバリの実行に使用されていま

す。

図 1. Windows ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal Recoveryfor Offline Only x86/x86-64 Client

詳細は、 「Plug-in Offline Client について」 を参照し て く だ さい。
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Linux ベースの NetVault Backup Server の展開

を使用し た Plug-in Offline Client Only x86/x86-
64 Client
このシナリ オは、 Linux ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Intel x86 Client のオフ ラ イ ンまた

はコールド ・ バッ クア ッ プを実行する場合に適し ています。

こ こでは、 Linux NetVault Backup Server に Plug-in Server for Linux コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされてお り、

Plug-in Offline Client が Intel x86 Client のバッ ク ア ッ プ と リ カバリの実行に使用されています。

図 2. Linux ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal Recoveryfor Offline Only x86/x86-64 Client

詳細は、 「Plug-in Offline Client について」 を参照し て く だ さい。
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Windows ベースの NetVault Backup Server 展開

を使用し た Plug-in Live Client for Windows
このシナリ オは、 Windows ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Windows ク ラ イアン ト のオン

ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行する場合に適し ています。

こ こでは、 Windows ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Server for Windows コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされてお り、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各 Windows ク ラ イアン ト に、

Plug-in Live Client for Windows がイ ンス ト ールされています。

また、 このシナリ オでは、 Windows ク ラ イアン ト のリ カバリの実行に Plug-in Offline Client が使用されます。

図 3. Windows ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client for Windows

詳細は、 「NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Windows の使用」 を参照し て く ださい。
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Linux ベースの NetVault Backup Server 展開を

使用し た Plug-in Live Client for Windows
このシナリ オは、 Linux ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Windows ク ラ イアン ト のオン ラ イ

ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行する場合に適し ています。

こ こでは、 Linux ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Server for Linux コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールさ

れてお り、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各 Windows ク ラ イアン ト に、 Plug-in Live 
Client for Windows がイ ンス ト ールされています。

また、 このシナリ オでは、 Windows ク ラ イアン ト のリ カバリの実行に Plug-in Offline Client が使用されます。

図 4. Linux ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client for Windows

詳細は、 「NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Windows の使用」 を参照し て く ださい。
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Linux ベースの NetVault Backup Server 展開を

使用し た Plug-in Live Client for Linux
このシナリ オは、 Linux ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Linux ク ラ イアン ト のオン ラ イ ン

またはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行する場合に適し ています。

こ こでは、 Linux ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Live Client for Linux、 Linux サーバー ・ コ ンポーネ

ン ト がイ ンス ト ールされており、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各 Linux ク ラ イアン

ト に、 Plug-in Live Client for Linux、 Linux ク ラ イアン ト ・ コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされています。

図 5. Linux ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal RecoveryClient for Linux

詳細は、 「NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Linux の使用」 を参照し て く だ さい。
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Windows ベースの NetVault Backup Server 展開

を使用し た Plug-in Live Client for Linux
このシナリ オは、 Windows ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Linux ク ラ イアン ト のオン ラ イ

ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行する場合に適し ています。

こ こでは、 Windows ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Live Client for Linux、 Windows サーバ ・ コ ン

ポーネン ト がイ ンス ト ールされており、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各 Linux ク ラ

イアン ト に、 Plug-in Live Client for Linux、 Linux ク ラ イアン ト ・ コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされています。

図 6. Windows ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client for Linux

詳細は、 「NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Linux の使用」 を参照し て く だ さい。
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Linux ベースの NetVault Backup Server 展開を

使用し た Plug-in Live Client for Windows および
Plug-in Live Client for Linux
このシナリ オは、 Linux ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Linux ク ラ イアン ト および

Windows ク ラ イアン ト のオン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行する場合に展開されます。

こ こでは、 Windows ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Live Client for Linux、 Windows ベースのサー

バー ・ コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされており、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各
Linux ク ラ イアン ト に、 Plug-in Live Client for Linux、 Linux ベースのク ラ イアン ト ・ コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされています。

さ らに、 Linux ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Server for Linux コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされ

てお り、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各 Windows ク ラ イアン ト に、 Plug-in Live 
Client for Windows がイ ンス ト ールされています。

また、 このシナリ オでは、 Windows ク ラ イアン ト のリ カバリの実行に Plug-in Offline Client が使用されます。

図 7. Linux ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client for Windows および NetVault 
Bare Metal Recovery Client for Linux

詳細は、 「NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Windows の使用」 および 「NetVault Bare Metal 
Recovery Plug-in Live Client for Linux の使用」 を参照し て く だ さい。
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Windows ベースの NetVault Backup Server 展開

を使用し た Plug-in Live Client for Windows およ

び Plug-in Live Client for Linux
このシナリ オは、 Windows ベースの NetVault Backup Server が構築されてお り、 Linux ク ラ イアン ト および

Windows ク ラ イアン ト のオン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行する場合に適し ています。

こ こでは、 Windows ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Live Client for Linux、 Windows ベースのサー

バ ・ コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされており、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各
Linux ク ラ イアン ト に、 Plug-in Live Client for Linux、 Linux ベースのク ラ イアン ト ・ コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされています。

さ らに、 Windows ベースの NetVault Backup Server に Plug-in Server for Windows コ ンポーネン ト がイ ンス ト ー

ルされてお り、 オン ラ イ ンまたはホ ッ ト ・ バッ クア ッ プで保護する対象の各 Windows ク ラ イアン ト に、 Plug-in 
Live Client for Windows がイ ンス ト ールされています。

また、 このシナリ オでは、 Windows ク ラ イアン ト のリ カバリの実行に Plug-in Offline Client が使用されます。

図 8. Windows ベースのサーバを使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client for Windows および NetVault 
Bare Metal Recovery Client for Linux

詳細は、 「NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Windows の使用」 および 「NetVault Bare Metal 
Recovery Plug-in Live Client for Linux の使用」 を参照し て く だ さい。
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3

Plug-in Offline Client について  

• Plug-in Server ： 概要

• Plug-in Server のイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール

• Plug-in Offline Client で使用するための Plug-in Server の設定

• Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動

• Plug-in Offline Client を使用し たデータのバッ クア ッ プ

• Plug-in Offline Client を使用し たデータの復元

Plug-in Server ： 概要
Plug-in Server は NetVault Backup Server 内にあ り、 Plug-in Offline Client を使用し て、 ターゲッ ト ・ ク ラ イア

ン ト のバッ クア ッ プ と リ カバリ を可能にし ます。 Plug-in Server を正し く 設定し て使用するには、 以下に示す順

序で手順を実行する必要があり ます。 以下の表に、 Plug-in Server 環境の設定方法の概略を示し ます。

• 必要なコ ンポーネン ト ：

▪ Plug-in Server および Plug-in Offline Client がある こ と を確認し ます。

▪ ハイブ リ ッ ド ・ バージ ョ ンの NetVault Backup を使用し ている Pure 64-bit Linux サーバーにハイ

ブ リ ッ ド ・ バージ ョ ンの Plug-in Server を イ ンス ト ールする場合は、 最初に zlib.i686 フ ァ イルを

イ ンス ト ールする必要があり ます。 これを行う には、 次のコマン ド を実行し ます。 yum install 
zlib.i686

• イ ンス ト ール ： Plug-in Server を NetVault Backup Server にイ ンス ト ールし ます。

• 設定 ： Plug-in Server の設定

▪ Plug-in Offline Client 起動システムを書き込み可能な CD などに作成し ます。

▪ 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を NetVault Backup Server 上の Plug-in Server に

追加し ます。

• バッ クア ッ プ ： 目的の NetVault Bare Metal Recovery Client マシンのオフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行し

ます。

▪ Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client システムを起動

し ます。

▪ NetVault Backup Server で、 バッ クア ッ プ対象のデータ （パーテ ィ シ ョ ン、 ド ラ イブ、 ボリ ュー

ムなど） を選択し て、 NetVault Bare Metal Recovery Client のバッ クア ッ プを管理し ます。

重要 ： バッ クア ッ プ用に大規模セク ターの 4K Windows ド ラ イブを対象にする場合、 EFI パーテ ィ

シ ョ ンのサイズは 256 MB よ り も大き く する必要があ り ます。 詳細については、
https://docs.microsoft.com/en-us/windows-hardware/manufacture/desktop/configure-uefigpt-based-
hard-drive-partitions を参照し て く だ さい。
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• リ ス ト ア ： 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client へのオフ ラ イ ン ・ リ ス ト アを実行し ます。

▪ Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client システムを起動

し ます。

▪ NetVault Backup Server で、 DR バッ クア ッ プに含まれるデータ を選択し、 ターゲッ ト の NetVault 
Bare Metal Recovery Client へのリ ス ト アを管理し ます。

Plug-in Server のイ ンス ト ールと

アン イ ンス ト ール
この ト ピ ッ クでは、 Plug-in Server を正し く イ ンス ト ール、 およびア ッ プグレー ド、 またはアン イ ンス ト ールす

るために必要な手順について説明し ます。

• Plug-in Server のイ ンス ト ールの前提条件

• Plug-in Server のイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• Plug-in Server の削除

• Plug-in Server のア ッ プグレー ド

Plug-in Server のイ ンス ト ールの前提条件
Plug-in Server を イ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド する前に、 以下の点を確認し、 必要に応じ て適切な措置を

取って く だ さい。

• Plug-in Server コ ンポーネン ト の互換性 ： Plug-in Server が正常に動作するためには関連するすべてのコ

ンポーネン ト が適切なバージ ョ ンである必要があり ます。 つま り、 Plug-in Server のバージ ョ ン 「X」 は

それに適し たバージ ョ ンの Plug-in Offline Client でのみ動作し ます。 互換性についての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup 互換性ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• 既存の Plug-in Server のバッ クア ッ プ （ア ッ プグレー ド する場合のみ） ： このプラグイ ンの旧バージ ョ ン

で実行し たバッ クア ッ プは、 最新リ リースのプ ラグイ ン と互換性がない場合がある こ とに注意し て く だ
さい。 最新バージ ョ ンにア ッ プグレー ド する前に、 互換性の詳細について 『Quest NetVault Backup 互換

性ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Plug-in Server を イ ンス ト ールする前に、 以下の条件を満たし ている こ と を確認し ます。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ アのサーバ ・ バージ ョ ンが 1 つ以上のマシンにイ ンス ト ールされている こ

と。

• NetVault Bare Metal Recovery Client マシン （バッ クア ッ プやリ ス ト アの対象） に、 サポー ト されている

Intel x86 ベースの OS がイ ンス ト ールされている こ と。

Plug-in Server のイ ンス ト ールまたはア ッ プグ

レー ド
Plug-in Server を NetVault Backup Server にイ ンス ト ールする必要があり ます。

1 NetVault Backup Server と し て機能するマシンで、 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管

理］ ページにアクセス し ます。
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▪ ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

c 次のページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し ます。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 NetVault Backup Server があるマシンを選択し て、 ［管理］

を ク リ ッ ク し ます。

c ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ま

す。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはオペレーテ ィ ング ・ システムによ って

異な り ます。

3 drc-x-x-x-x.npk とい う名前のフ ァ イル （xxxx はバージ ョ ン番号およびプ ラ ッ ト フ ォームを示し ます） を

選択し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

Plug-in Server の削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 NetVault Backup Server または利用可能な NetVault Backup 異機種混合

ク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 Plug-in Server
（VaultDR APM とい う ラベル付き） を選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク

リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の OS と プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を 1 つのみ選択できます。

重要 ： Quest NetVault Backup イ ンス ト ール CD を使用し てプ ラグイ ンを UNIX システムにイ ンス

ト ールする場合、 デ ィ スクにアクセスするために CD ド ラ イブをマウン ト する必要がある場合があ

り ます。 ド ラ イブのマウン ト 方法については、 関連する OS のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

NetVault Bare Metal Recovery の他のイ ンス ト ール手順でフ ァ イル ・ アクセスが必要な場合も、 同

様にマウン ト する必要があり ます。
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Plug-in Server のア ッ プグレー ド
1 前のバージ ョ ンの Plug-in Server をアン イ ンス ト ールし ます。

詳し く は、 Plug-in Server の削除を参照し て く ださい。

2 最新バージ ョ ンの Plug-in Server を イ ンス ト ールし ます。

詳し く は、 Plug-in Server のイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド を参照し て く だ さい。

Plug-in Offline Client で使用するための

Plug-in Server の設定
次の Plug-in Server の設定手順では環境設定を行います。 この設定手順は、 以下の 2 つの基本手順で構成されま

す。 以下の ト ピ ッ クでは、 これらの手順を完了するために必要な手順について詳し く 説明し ます。

• Plug-in Offline Client 起動システムの作成

• NetVault Bare Metal Recovery Client の Plug-in Server への追加

Plug-in Offline Client 起動システムの作成
Plug-in Server を使用する前に、 Plug-in Offline Client 起動システムを作成し ます。 この最小限の OS は、 ター

ゲッ ト ・ マシンのハー ド ・ ド ラ イブではな く 、 メ モ リ にロー ド されます。 このプロセスによ り、 ハー ド ・ ド ラ イ
ブを、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト アに適し たイ ンアク テ ィ ブ （オフ ラ イ ン） 状態にし ます。 Plug-in Offline Client
は、 書き込み可能 CD-ROM に作成し ます。 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用するユニバーサル ・ シ リ

アル ・ バス （USB） デバイスなど、 別のデバイス上の Plug-in Offline Client バイナ リ と一緒に LiveCD から起動

する こ と も可能です。 このプロセスについての詳細は、 LiveCD を利用し たデ ィ ザス タ ・ リ カバリ用デバイスの

作成を参照し て く だ さい。

Linux ベースの起動システムの作成

この手順を行う には以下のアイテムが必要と な り ます。

• VaultOS ISO イ メ ージ — ダウンロー ド し て入手可能

• 書き込み可能な DVD/CD ド ラ イブ

• 空の DVD/CD

• DVD/CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア

1 QuestWeb サイ ト から、 Plug-in Offline Client、 VaultOS をダウンロー ド し ます。

2 このフ ァ イルの名前と保存場所を メ モ し ます。 た と えば、 \home\vaultos_x86_vxxx.zip の xxx はソ フ ト

ウ ェ アのバージ ョ ン番号を示し ます。

3 空の CD を書き込み可能ド ラ イブに挿入し ます。

4 「vaultos_x86_vxxx.iso」 フ ァ イルを使用し て CD 作成ソ フ ト ウ ェ アで CD を作成し ます。

この手順について詳し く は、 CD 作成ソ フ ト ウ ェ アのド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

メ モ ： この手順を開始する前に、 このマシンで実行中のアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了する こ と をお勧め
し ます。
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WindowsPE ベースの起動システムの作成

Windows システム上でこのプロセスを完了するには、 以下の条件に適合する必要があ り ます。

• Windows アセス メ ン ト & デプロ イ メ ン ト ・ キッ ト  (ADK) for Windows 8 - ダウンロー ド し て入手可能

• Windows Server 2008 R2 以降

• 「NetVault Bare Metal Recovery ISO Builder for Plug-in Offline Client for Windows」フ ァ イル — Quest 
NetVault Backup イ ンス ト ール CD に含まれているか Quest Web サイ ト からダウンロー ド可能

• 書き込み可能な DVD/CD ド ラ イブ

• 空の DVD/CD

• DVD/CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア

1 以下のリ ン クから Windows ADK for Windows 8 をダウンロー ド し ます。 http://www.microsoft.com/en-
us/download/details.aspx?id=30652

2 Windows Server 2008 R2 以降のシステムに Windows ADK を イ ンス ト ールし ます。

デフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ （C:\Program Files (x86)\Windows Kits\8.0） または他のデ ィ レ ク ト リ を選択す

る こ とができます。

3 Windows ADK マシンに 「NetVault Bare Metal Recovery ISO Builder for Plug-in Offline Client for 
Windows」 フ ァ イルを解凍し ます。

この手順によ り、 「nvbmrisocreate.exe」 と 「nvbmriso.pkg.」 の 2 フ ァ イルが作成されます。

4 ISO イ メ ージを作成するパスが存在するか確認し ます。

次の手順を実行する際、 デ ィ レ ク ト リが作成されていないと、 ISO イ メ ージが作成されないこ とに注意

し て く だ さい。

5 Windows PE ISO イ メ ージを作成するには、 解凍し た 「nvbmrisocreate.exe」 フ ァ イルを含むデ ィ レ ク

ト リ に移動し、 以下のコマン ド を入力し てから、 Enter キーを押し ます。

以下のリ ス ト では、 指定可能な各オプシ ョ ンを説明し ます。

▪ /TYPE ： Plug-in Offline Client の以前のバージ ョ ンで作業し ている場合は、 Windows Automated 
Installation Kit （AIK） 用に WAIK と入力し ます。 6.1 以降のバージ ョ ンを使用中の場合は、 ADK
と入力し ます。

▪ /PKG ： 個別にダウンロー ド し た Plug-in Offline Client .pkg フ ァ イルへのフル ・ パス と フ ァ イル名

を入力し ます。

▪ /DIR ： Windows AIK または ADK デ ィ レ ク ト リ位置までのフル ・ パスを入力し ます。

▪ /OUT ： 作成された起動可能な ISO イ メ ージまでのパスを入力し ます。

▪ /ADDDRV ： ダウンロー ド し たデバイス ・ ド ラ イバの保存先へのフル ・ パスを入力し ます。

▪ /BIT:32 ： 32 ビ ッ ト ・ バージ ョ ンの Windows PE で使用できるよ う に VaultOS の後方互換性のあ

るバージ ョ ンを作成する必要がある場合、 このオプシ ョ ンを入力し ます。

メ モ ： この手順を開始する前に、 このマシンで実行中のアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了する こ と をお勧め
し ます。

重要 ： また、 Windows ADK のイ ンス ト ール時に Microsoft .NET Framework がまだイ ンス ト ールさ

れていなければ、 同時にイ ンス ト ールされます。 .NET Framework がイ ンス ト ールされたら、 シス

テムは自動的に再起動し ます。
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例 ：

nvbmrisocreate /TYPE:ADK
/PKG:"<pathToFile>\nvbmriso.pkg"
/DIR:"C:\Program Files (x86)\Windows Kits\8.0"
/OUT:"C:\temp\bmr.iso"

6 空の CD を書き込み可能ド ラ イブに挿入し ます。

7 ステ ッ プ 5 で作成し た 「bmr.iso」 フ ァ イルを使用し て CD 作成ソ フ ト ウ ェ アで CD を作成し ます。

LiveCD を利用し たデ ィ ザス タ ・ リ カバリ用デバイスの作成

LiveCD とは、 ハー ド ・ ド ラ イブにイ ンス ト ールする必要な く CD から起動できる OS です。 このツールによ り、

デ ィ スクの OS を使用する こ と な く DR を開始する こ とができます。 Plug-in Server は、 3.0 以前のバージ ョ ンの

プロ ト コルを使用する USB デバイス （RescueUSB） やその他の CD （RescueCD） のよ う な別のデバイス上の

VaultOS と一緒に LiveCD から起動する こ と も可能です。

RescueCD または RescueUSB デバイスの作成には、 以下のアイテムが必要です。

• 「drdaemon」 と 「vaultdr_client.sh」 フ ァ イル - ダウンロー ド し て入手可能。

• drdaemon と vaultdr_client.sh フ ァ イルを保持するのに十分な空き容量がある USB ポー ト と USB デバ

イス （1 MB 必要）。

— または —

• 空の CD と書き込み可能 CD ド ラ イブ。

1 QuestWeb サイ ト から、 Plug-in Offline Client、 VaultOS をダウンロー ド し ます。

2 このフ ァ イルの名前と保存場所を メ モ し ます。 た と えば、 \home\vaultos_x86_vxxx.zip の xxx はソ フ ト

ウ ェ アのバージ ョ ン番号を示し ます。

3 空の CD を書き込み可能ド ラ イブに挿入し ます。

4 「vaultos_x86_vxxx.iso」 フ ァ イルを使用し て CD 作成ソ フ ト ウ ェ アで CD を作成し ます。

この手順について詳し く は、 CD 作成ソ フ ト ウ ェ アのド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

LiveCD からの起動についての詳細は、 LiveCD を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動するを参

照し て く だ さい。

メ モ ： RescueCD と LiveCD を使用するには、 対象と なるシステムに 2 つの CD ド ラ イブが必要にな り ま

す。
Quest NetVault Bare Metal Recovery 12.4 ユーザーズ ・ ガイ ド      

Plug-in Offline Client について  
24



NetVault Bare Metal Recovery Client の Plug-in 
Server への追加
バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行する際に NetVault Bare Metal Recovery Client マシンに正し く アクセスする

には、 NVBMR Client マシンを Plug-in Server に追加し ます。 最初の NetVault Bare Metal Recovery Client を

NetVault Backup Server に追加し た後、 さ らに他のク ラ イアン ト を追加するには、 以下の手順を繰り返し ます。

1 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ま

す。

2 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 NetVault Backup Server （Plug-in Server がイ ンス ト ールさ

れているサーバー） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 Plug-in Server （「VaultDR APM」 とい う ラベル付き） を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから

［ク ラ イアン ト 追加］ を選択し ます。

5 ［Bare Metal Recovery Plug-in Offline Client の追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 以下の

フ ィ ールド に値を入力し てク ラ イアン ト を追加し ます。

▪ ［ク ラ イアン ト 名］ ： 目的の NetVault Bare Metal Recovery Client の名前。 NetVault Backup がネ ッ

ト ワーク をスキャ ン し、 NetVault Bare Metal Recovery Client と し て追加可能なシステムを検索し

て表示するため、 ド ロ ッ プダウン ・ メ ニューから選択できます。

▪ ［ア ド レス］ ： 追加するマシンを示す IP ア ド レスまたは対応するネ ッ ト ワーク名のア ド レスのリ ス

ト を カ ンマで区切って入力し ます （例 ： 10.55.55.1、 Server_1、 10.55.55.2）。

▪ ［ポー ト 番号］ ： drdaemon の起動に使用されるポー ト （例 ： 15555）。 デフ ォル ト の値は 「10000」

です。

6 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト がサーバーに正常に追加される と、 メ ッ セージが表示されます。

7 すべての NetVault Bare Metal Recovery Client を追加し終えるまで、 上記の手順を繰り返し ます。

既存の NetVault Bare Metal Recovery Client の編集

NetVault Bare Metal Recovery Client を NetVault Backup Server に追加し た後に、 必要に応じ て追加時に行った

設定を編集する こ とができます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 NetVault Backup Server （Plug-in Server がイ ンス ト ールさ

れているサーバー） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 VaultDR APM とい う ラベル付きの Plug-in Server アイ コ ンを展開するには、 これをダブルク リ ッ ク し ま

す。

5 目的の NetVault Bare Metal Recovery ク ラ イアン ト を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［ク

ラ イアン ト の編集］ を選択し ます。

6 ［Bare Metal Recovery Plug-in Offline Client の編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 以下の

フ ィ ールド で値を更新し ます。

▪ ［ク ラ イアン ト 名］ ： このフ ィ ールド には、 選択し たク ラ イアン ト に設定されている名前が表示さ
れます。 変更し た場合、 この NetVault Bare Metal Recovery Client は変更後の名前で NetVault 
Backup に表示されます。
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▪ ［ア ド レス］ ： このフ ィ ールド には、 このク ラ イアン ト に設定されている IP ア ド レスが表示されま

す。 この値を完全に変更し た り、 他のア ド レスを追加する こ とができます。 ア ド レスを追加する
場合は、 カ ンマで区切って入力し ます。

▪ ［ポー ト 番号］ ： このポー ト は drdaemon の起動に使用し ます （例 ： 15555）。 デフ ォル ト の値は

「10000」 です。

7 変更を保存し、 このダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Bare Metal Recovery Client の削除

以前に追加された NetVault Bare Metal Recovery Client を NetVault Backup Server から削除する必要がある場合

には、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 NetVault Backup Server （Plug-in Server がイ ンス ト ールさ

れているサーバー） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 Plug-in Server （VaultDR APM とい う ラベル付き） をダブルク リ ッ ク し ます。

5 目的のク ラ イアン ト を選択し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［ク ラ イアン ト の削除］ を選択し ます。

6 確認用のダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Offline Client を使用し た

NetVault Bare Metal Recovery Client の

起動
Plug-in Server を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client をバッ クア ッ プまたはリ ス ト アするに

は、 システムをオフ ラ イ ンにし、 必要なコ ンポーネン ト と と もに起動し ます。 これを行う には、 Plug-in Offline 
Client 起動システム （Plug-in Offline Client 起動システムの作成の手順で作成し た メ デ ィ ア） を使用し て NetVault 
Bare Metal Recovery Client マシンを起動し ます。 この起動システムは、 ソ フ ト ウ ェ アを NetVault Bare Metal 
Recovery Client のハー ド ・ ド ラ イブにイ ンス ト ールするのではな く 、 最小限の OS を NetVault Bare Metal 
Recovery Client のメ モ リ にロー ド し ます。 OS を メ モ リ にロー ド する こ とによ り、 ハー ド ・ ド ラ イブを、 バッ ク

ア ッ プまたはリ ス ト アに適し たイ ンアク テ ィ ブ （オフ ラ イ ン） 状態にし ます。

Plug-in Offline Client を使用し た起動
この手順は、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client にイ ンス ト ールされたネ ッ ト ワーク ・ デバイスの

設定を伴います （デバイスを使用し てシステムへアクセスできるよ う にシステムの NIC/SCSI カー ドのド ラ イ

バ ・ ソ フ ト ウ ェ アを メ モ リ にロー ド し ます）。

Plug-in Offline Client での起動ルーチンは、 以下の 2 つの手順で構成されます。 さ らに、 Windows PE ベースの

設定を使用する際に Windows PE イ メ ージ上でネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イバを使用できない場合、 次のいずれかの手

順を使用し て Windows PE に ド ラ イバをロー ド できます。

重要 ： この手順を開始する前に、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client の起動順序を確認し ま

す。 この手順を正常に実行するには、 マシンの CD ド ラ イブを最初の起動ソースに設定する必要があ り ま

す。
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Plug-in Offline Client for Linux での Windows Server 2012
ベース仮想のマシンの使用
VMware 仮想マシン （VM） が Windows Server 2012 または 2012 R2 ベースであり、 Plug-in Offline Client for 
Linux を使用する場合、 E1000 アダプ タ を使用するには、 VMware 設定フ ァ イルを更新し ます。

1 VMware 設定フ ァ イルを見つけて開きます。

このフ ァ イルは、 仮想マシンを作成し たデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 例 ： C:\Documents and Settings\My 
Documents\My Virtual Machines\<machine>\*.vmx

2 E100OE エン ト リ を見つけて、 E1000 に変更し ます。

3 .vmx フ ァ イルを保存し て閉じ ます。

NetVault Bare Metal Recovery Client のネ ッ ト ワーク情報の

収集
最初の手順では、 起動ルーチンで使用するネ ッ ト ワーク関連情報を NetVault Bare Metal Recovery Client から収

集し ます （例 ： NIC および SCSI イ ン ターフ ェ イスの値）。 この要件には以下の値が含まれます。

• IP ア ド レス

• ネ ッ ト ワーク ・ マスク

• ゲー ト ウ ェ イ

以下の ト ピ ッ クでは、 これらの必要な値を取得するための手順の例を、 対象と なる NetVault Bare Metal 
Recovery Client で実行されている OS ご とに示し ます。

Linux ベースの NetVault Bare Metal Recovery Client の情報の収集

1 NetVault Bare Metal Recovery Client にローカルでログイ ン し、 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンを開始し ます。

2 プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

ifconfig
3 表示される内容のう ち、 IP ア ド レスおよびネ ッ ト ワーク ・ マスクの値を メ モ し ます。

4 プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

route
5 表示される内容のう ち、 ゲー ト ウ ェ イの値を メ モ し ます。 コマン ド が発行される と、 この値はデフ ォル

ト 値と し て表示されます。

Windows ベースの NetVault Bare Metal Recovery Client の情報の収集

1 Windows NetVault Bare Metal Recovery Client にローカルでログイ ン し、 コマン ド ・ プロンプ ト ・ セ ッ

シ ョ ンを開始し ます。

2 プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

ipconfig
3 表示される内容のう ち、 IP ア ド レス、 サブネ ッ ト ・ マスク （ネ ッ ト ワーク ・ マスク）、 およびデフ ォル

ト ・ ゲー ト ウ ェ イの値を メ モ し ます。

重要： 対象となるNetVault Bare Metal Recovery Clientに複数のNIC/SCSIデバイスが設定されている場合、

Questでは、各デバイスについて上記の情報を収集することをお勧めします。Plug-in Offline Client起動

ルーチンでは、これらのデバイスをすべて認識し、この情報を使用して各デバイスを個別に設定する必要
があります（使用上、正しく設定する必要があるデバイスは1つのみです）。
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関連するネ ッ ト ワーク情報をすべて メ モ し たら、 次の ト ピ ッ ク 「Windows PE ベース Plug-in Offline Client を使

用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動」 で示すよ う に、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery 
Client を起動する こ とができます。

Linux ベースの Plug-in Offline Client を使用し た NetVault 
Bare Metal Recovery Client の起動

関連するネ ッ ト ワーク情報をすべて メ モ し たら、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動できま

す。

1 NetVault Bare Metal Recovery Client の電源を切り、 VaultOS CD を挿入し ます （USB ポー ト で接続され

ている場合、 ポー ト で 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する必要があ り ます）。

再起動する と、 約 5 秒後に起動プロンプ ト が表示されます。

2 Enter キーを押すとすぐにシーケンスが開始されます。

各種アプ リ ケーシ ョ ンがシステム ・ メ モ リ にロー ド される際に一連のダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され
ます。 最初のロー ド ・ シーケンスには数分かかる こ とがあ り ます。 その間、 画面には何も表示されませ
ん。

デフ ォル ト では、 IPv4 （Internet Protocol version 4） および IPv6 の設定に DHCP （Dynamic Host 
Configuration Protocol） が使用されます。 ネ ッ ト ワーク設定を変更する場合は、 次の手順を完了し て く だ

さい。

a デスク ト ッ プ上にある NetCFG アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

b ［ネ ッ ト ワーク接続］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら変更する接続を選択し、 ［編集］ を ク
リ ッ ク し ます。

c ［Ipv4 設定］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［方法］ リ ス ト で ［手動］ タ ブを選択し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し

て、 IP、 ネ ッ ト マスク、 ゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レスを該当する フ ィ ールド に入力し ます。 ［DNS
サーバー］ フ ィ ールドは空白のままにし ます。

d ［Ipv6 設定］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［方法］ リ ス ト で ［手動］ タ ブを選択し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し

て、 IP、 プレ フ ィ ッ クス、 ゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レスを該当する フ ィ ールド に入力し ます。 ［DNS
サーバー］ フ ィ ールドは空白のままにし ます。

e 完了し たら、 ［保存］ を ク リ ッ ク し て ［ネ ッ ト ワーク接続］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに戻り、 ［閉じ
る］ を ク リ ッ ク し し ます。

これで、 ク ラ イアン ト でバッ クア ッ プまたはリ ス ト アの準備が整います。

Windows PE ベース Plug-in Offline Client を使用し た

NetVault Bare Metal Recovery Client の起動

標準の Plug-in Offline Client CD を使用し て起動するには以下の手順に従います。

1 NetVault Bare Metal Recovery Client の電源を切り、 Plug-in Offline Client CD を挿入し ます （USB ポー ト

で接続されている場合、 ポー ト で 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する必要があ り ます）。

OS が起動し たら、 NetVault Bare Metal Recovery の GUI （グラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス）

が表示されます。

2 ［BMR Network Configuration］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し

ます。

重要： バックアップおよびリストア操作中に使用できるネットワーク・インターフェイスは
1つだけです。
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▪ ［Use DHCP］ （推奨） ： ネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イスの設定に DHCP （動的ホス ト 設定プロ ト

コル） を使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Use Static IP Address］ ： 特定の IP ア ド レスを入力するには、 このオプシ ョ ンを選択し てから

［IP Address］、 ［Subnet Mask］、 および ［Default Gateway］ フ ィ ールド にア ド レスを入力し ま

す。

3 設定情報を送信するには、 ［Config］ を ク リ ッ ク し ます。 確認メ ッ セージが表示されたら ［OK］ を ク

リ ッ ク し ます。

4 ［BMR Network Configuration］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ て NetVault Bare Metal Recovery Agent
を起動するには、 ［Exit］ を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク設定が完了する と、 エージ ェ ン ト が起動し初期化プロセスが完了し ます。 これで、 NetVault 
Bare Metal Recovery Client でのバッ クア ッ プまたはリ ス ト アの準備が整いま し た。

Run コマン ド を実行する際、 ［Run］ ボタ ンの前に位置する ド ロ ッ プダウン ・ リ ス ト を利用し て NetVault 
Bare Metal Recovery GUI に関する情報を出力する こ とができます。

さ らに、 テキス ト ・ ウ ィ ン ド ウに表示される情報は、 「x:\questbmr\bmr_gui.log」 フ ァ イルに自動でエ

クスポー ト されます。

ド ラ イバの動的ロー ド
Windows PE はターゲッ ト ・ マシンに接続されているハー ド ウ ェ アを認識する場合があ り ます。 Windows PE を

再起動させずに ド ラ イバをロー ド するには、 以下の手順に従います。

1 「*.inf」 フ ァ イルなど、 ド ラ イバに必要なフ ァ イルを格納する CD などのデバイスを用意し ます。

2 Plug-in Offline Client CD を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し ます。

3 ［BMR Network Configuration］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ［Exit］ を ク リ ッ ク し てダイア

ログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 DOS プロンプ ト を開 く には、 ［Launch CMD］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ステ ッ プ 1 で作成し た、 ド ラ イバ ・ フ ァ イルが含まれるデバイス （CD またはフ ロ ッ ピー） を挿入し ま

す。

6 ド ラ イバをロー ド するには、 コマン ド ・ プロンプ ト で以下を タ イプ し、 Enter キーを押し ます。

drvload <pathToDriverINFfile>
例 ：

drvload a:\netadm.inf
7 ［BMR Network Configuration］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにアクセスするには、 コマン ド ・ プロンプ ト で以

下を入力し、 Enter キーを押下し ます。

qnet
8 ［Network Adapters］ リ ス ト から、 先ほど追加し たアイテムを選択し た後、 Windows PE ベース Plug-in 

Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動のステ ッ プ 2 から続行し ます。

ス ト レージ ・ コ ン ト ローラの認識を促すためのド ラ イバの
ロー ド および drdaemon の起動

Windows PE はターゲッ ト ・ マシンに接続されているハー ド ウ ェ アを認識する場合があ り ます。 Windows PE を

再起動させずに ド ラ イバをロー ド するには、 以下の手順に従います。

メ モ ： これらの手順はネ ッ ト ワーク ・ アダプ タの使用を基準と し ています。 その他のタ イプのハー ド ウ ェ
アを使用する場合、 手順によ っては実行の必要がないこ とがあ り ます。
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1 デバイス （「*.inf」 フ ァ イルなど） の準備を し ます。

デバイスの例と し て、 ド ラ イバに必要なフ ァ イルを格納する USB デバイス （3.0 以前のバージ ョ ンのプ

ロ ト コルを使用）、 またはネ ッ ト ワーク上のド ラ イブなどが挙げられます。

2 Plug-in Offline Client CD を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し ます。

3 ［BMR Network Configuration］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 以下のいずれか 1 つの手順を選

択し ます。

▪ システムがアダプ タ を検出し、 ［Network Adapters］ リ ス ト 内に表示される場合は、 Windows PE
ベース Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動のステ ッ プ 2
およびステ ッ プ 3 を実行し ます。

▪ システムがアダプ タ を検出し ない場合、 ド ラ イバの動的ロー ド で概説し ている手順を実行し ます。

4 DOS プロンプ ト を開 く には、 ［Launch CMD］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ステ ッ プ 1 で作成し たデバイスを挿入、 または利用可能なネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブにマ ッ プ し ます。

6 ド ラ イバをロー ド するには、 コマン ド ・ プロンプ ト で以下を タ イプ し、 Enter キーを押し ます。

drvload <pathToDriverINFfile>
例 ：

drvload a:\cpqcissm.inf
7 Windows タ スク ・ マネージャ を起動するには、 コマン ド ・ プロンプ ト で以下を タ イプ し、 Enter キーを

押し ます。

taskmgr
8 ［Windows タ スク ・ マネージャー］ 画面で、 ［プロセス］ タ ブを選択し、 drdaemon を右ク リ ッ ク し てか

ら、 ［プロセスの終了］ を選択し、 ［Windows タ スク ・ マネージャー］ 画面を閉じ ます。

9 drdaemon を再起動するには、 コマン ド ・ プロンプ ト で以下を入力し ます （必要であれば、 ［Launch 
CMD］ を再度ク リ ッ ク）、 Enter を押し ます。

drdaemon

ド ラ イバの Plug-in Offline Client イ メ ージへのロー ド

Windows PE の起動後、 ド ラ イバのロー ド に USB デバイス （3.0 以前のプロ ト コル） などのデバイスを使用し な

いかできない場合、 次の手順に従って ド ラ イバを Plug-in Offline Client イ メ ージに追加し て、 追加し た ド ラ イバ

を使用し て Plug-in Offline Client イ メ ージを再作成し ます。 実行するには、 Windows 8 用 Windows ADK がイ ン

ス ト ールされ、 利用可能な 「*.inf」 フ ァ イル、 ISO イ メ ージの抽出が可能なプログラム、 および ISO を起動可能

イ メ ージあるいは起動可能 CD に再パッ ケージできる方法を準備する必要があ り ます。 以下の手順は Windows 7
を基にし ていますが、 環境によ っては手順が異なる場合があ り ます。

1 以下のリ ン クから Windows ADK for Windows 8 をダウンロー ド し ます。 http://www.microsoft.com/en-
us/download/details.aspx?id=30652

2 Windows Server 2008 R2 以降のシステムに Windows ADK を イ ンス ト ールし ます。

デフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ （C:\Program Files (x86)\Windows Kits\8.0） または他のデ ィ レ ク ト リ を選択す

る こ とができます。

3 Windows ADK マシンに 「NetVault Bare Metal Recovery ISO Builder for Plug-in Offline Client for 
Windows」 フ ァ イルを解凍し ます。

この手順によ り、 「nvbmrisocreate.exe」 と 「nvbmriso.pkg.」 の 2 フ ァ イルが作成されます。

重要： また、Windows ADKのインストール時にMicrosoft .NET Frameworkがまだインストールされ

ていなければ、同時にインストールされます。.NET Frameworkがインストールされたら、システム

は自動的に再起動します。
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4 ISO イ メ ージを作成するパスが存在するか確認し ます。

次の手順を実行する際、 デ ィ レ ク ト リが作成されていないと、 ISO イ メ ージが作成されないこ とに注意

し て く だ さい。

5 Windows PE ISO イ メ ージを作成するには、 解凍し た 「nvbmrisocreate.exe」 フ ァ イルを含むデ ィ レ ク

ト リ に移動し、 以下のコマン ド を入力し てから、 Enter キーを押し ます。

以下のリ ス ト では、 指定可能な各オプシ ョ ンを説明し ます。

▪ /TYPE ： Plug-in Offline Client の以前のバージ ョ ンで作業し ている場合は、 Windows Automated 
Installation Kit （AIK） 用に WAIK と入力し ます。 6.1 以降のバージ ョ ンを使用中の場合は、 ADK
と入力し ます。

▪ /PKG ： 個別にダウンロー ド し た Plug-in Offline Client .pkg フ ァ イルへのフル ・ パス と フ ァ イル名

を入力し ます。

▪ /DIR ： Windows AIK または ADK デ ィ レ ク ト リ位置までのフル ・ パスを入力し ます。

▪ /OUT ： 作成された起動可能な ISO イ メ ージまでのパスを入力し ます。

▪ /ADDDRV ： ダウンロー ド し たデバイス ・ ド ラ イバの保存先へのフル ・ パスを入力し ます。

▪ /BIT:32 ： 32 ビ ッ ト ・ バージ ョ ンの Windows PE で使用できるよ う に VaultOS の後方互換性のあ

るバージ ョ ンを作成する必要がある場合、 このオプシ ョ ンを入力し ます。

例 ：

nvbmrisocreate /TYPE:ADK
/PKG:"<pathToFile>\nvbmriso.pkg"
/DIR:"C:\Program Files (x86)\Windows Kits\8.0"
/OUT:"C:\temp\bmr.iso"
/ADDDRV:"C:\Program Files\Down Load Drivers\"

6 空の CD を書き込み可能ド ラ イブに挿入し ます。

7 ステ ッ プ 5 で作成し た 「bmr.iso」 フ ァ イルを使用し て CD 作成ソ フ ト ウ ェ アで CD を作成し ます。

LiveCD を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を

起動する
LiveCD を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動する場合は、 以下の手順を実行し ます。 標準の

VaultOS CD を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動する場合は、 Windows PE ベース Plug-in 
Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動で説明されている手順に従います。

この手順を行う には以下のアイテムが必要と な り ます。

• 必要な OS を含む LiveCD

以下の点に注意し て く だ さい。

▪ NetVault Backup を使用し てバッ クア ッ プ と リ ス ト アを実行するには、 LiveCD はループバッ ク ・

デバイスをマウン ト する必要があり ます。

▪ LiveCD によ ってはデバイスのすべてのパーテ ィ シ ョ ンを自動的にマウン ト し ますが、 バッ クア ッ

プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行する前にフ ァ イル ・ システムがマウン ト されている と リ ス ト ア
の失敗を引き起こ し ます。 LiveCD を使用し て起動する場合、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト アの実行

前に、 フ ァ イル･システムがマウン ト 解除されている こ と を確認し て く だ さい。

▪ LiveCD によ ってはスワ ッ プのために自動的にスワ ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ンを使用し ますが、 バッ ク

ア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行する前にスワ ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ンが使用されている と リ
ス ト アの失敗を引き起こ し ます。 LiveCD を使用し て起動する場合、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア

の実行前に、 LiveCD がスワ ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ンを使用し ていないこ と を確認し て く だ さい。

• デ ィ ザス タ ・ リ カバリ用デバイス — 「LiveCD を利用し たデ ィ ザス タ ・ リ カバリ用デバイスの作成」 を

参照し て く だ さい。
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• 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する USB ポー ト （RescueUSB デバイス用）、 または対象と な

るシステム上にセカ ンダ リ CD ド ラ イブ （RescueCD 用）。 ド ラ イブが USB ポー ト で接続されている場

合、 3.0 以前のプロ ト コルの USB を使用する必要があり ます。

• RescueCD を使用する場合、 対象と なるシステムに RescueCD 用と LiveCD 用に 2 つの CD ド ラ イブが

必要にな り ます。 USB ポー ト で接続されている場合、 ド ラ イブでは 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コル

を使用する必要があり ます。

ク ラ イアン ト を起動するには、 以下の手順に従います。

1 対象と なるシステムの CD ド ラ イブに LiveCD を挿入し （USB ポー ト で接続されている場合、 ポー ト で

は 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する必要があ り ます）、 マシンを再起動し ます。

2 OS が起動し たら、 デバイス （3.0 以前のプロ ト コル） を接続するか、 RescueCD をロー ド し ます。

通常、 LiveCD は自動的に USB/CD ド ラ イブをマウン ト し、 デスク ト ッ プにアイ コ ンが表示されます。

3 LiveCD が自動的に USB/CD ド ラ イブをマウン ト し た場合、 mount -l コ マン ド を使用し てデバイスがマ

ウン ト されたパスを検索し ます。

例 ：

# mount -l
...
/dev/sdb1 on /media/disk type ext2 (rw,nosuid,nodev)

4 LiveCD が自動的に USB ド ラ イブをマウン ト し ない場合は、 手動でマウン ト し ます。

a システム上の USB デバイスを見つけるには、 「ls -l /dev/disk/by-id/usb*」 コマン ド を使用し ま

す。

例 ：

# ls -l /dev/disk/by-id/usb*
root 9 2007-09-26 8:16 /dev/disk/by-id/usb-JetFl -> ../../sdb
root 10 2007-09-26 8:16 /dev/disk/by-id/usb-JetFl-part1_-> ../../sdb1
root 10 2007-09-26 8:16 /dev/disk/by-id/usb-JetFl-part2 -> ../../sdb2

b デバイス上の最初のパーテ ィ シ ョ ンをマウン ト し ます。

例 ：

# mount /dev/sdb1 /mnt/usb
5 「vaultdr_client.sh」 コマン ド によ り、 drdaemon が起動し ます。

例 ：

# cd /mnt/usb
# sh vaultdr_client.sh

6 NetVault Bare Metal Recovery がデフ ォル ト の 「10000」 以外のポー ト 番号を使用するよ う設定されてい

る場合、 ［NetVault Bare Metal Recovery Daemon］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを終了し て、 新規ポー ト 番号

を手動で入力する必要があり ます。

a ［NetVault Bare Metal Recovery Daemon］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを終了するには、 <Ctrl+C>
キーを使用し ます。

b コマン ド･プロンプ ト で、 以下のコマン ド を入力し、 Enter キーを押し ます。

drdaemon -p port_number

重要 ： NetVault SmartDisk で Windows PE ベースの VaultOS を使用する場合、 NetVault Backup の ［デバ

イス接続ポー ト ］ オプシ ョ ンで、 パーテ ィ シ ョ ンの 2 倍のポー ト 数を使用し ます。 たと えば、 7 つのパー

テ ィ シ ョ ンを含むデ ィ スクにリ ス ト ア し ている場合、 デバイス接続は 14 ポー ト 使用し ます。

メ モ ：  USB ド ラ イブではな く CD をマウン ト し て RescueCD を使用するには、 同じ手順に従いま

す。
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port_number は NetVault Bare Metal Recovery Client の Plug-in Server への追加または既存の

NetVault Bare Metal Recovery Client の編集で指定し たポー ト 番号です。

7 マルチパスのサポー ト を有効にし たい場合、 以下を コマン ド ・ プロンプ ト で タ イプ し、 Enter を押し ま

す。

drdaemon -o mpath

Plug-in Offline Client を使用し たデータ

のバッ クア ッ プ
Plug-in Server では、 システム全体をバッ ク ア ッ プできます。 また、 本プラグイ ンはアイテム別バッ クア ッ プ機

能を提供するため、 バッ クア ッ プするデ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ンを個別に選択する こ と もできます。 本プ ラグイ
ンには以下のアイテムが含まれます。

• OS

• アプ リ ケーシ ョ ン

• 特定ユーザ情報

［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページから、 以下のよ う な Plug-in Server アイテムを選択し てバッ クア ッ プに

使用できます。

• デ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ン ： パーテ ィ シ ョ ンの全体または一部のバッ クア ッ プを選択できます。

• マウン ト ・ ボリ ューム （Linux および UNIX） ： 個別のパーテ ィ シ ョ ン と し てバッ クア ッ プ されます。

メ モ ： ポー ト 番号を変更せずにコマン ド ・ プロンプ ト から NetVault Bare Metal Recovery 
Daemon を再開し たい場合は、 drdaemon と入力し、 Enter キーを押し ます。

メ モ ： -o mpath および -p port_number オプシ ョ ンは併用する こ とができます。

重要： バックアップ用に大規模セクターの4K Windowsドライブを対象にする場合、EFIパーティ

ションのサイズは256 MBよりも大きくする必要があります。詳細については、
https://docs.microsoft.com/en-us/windows-hardware/manufacture/desktop/configure-uefigpt-based-
hard-drive-partitionsを参照してください。

メ モ ： Plug-in Server を使用し てパーテ ィ シ ョ ン （全体または個別） をバッ クア ッ プする場合、 マ

ス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド （MBR） とパーテ ィ シ ョ ン ・ テーブルの 2 つのアイテムが自動的にバッ

クア ッ プ されます。 そのため、 これらのアイテムはバッ クア ッ プの選択リ ス ト に表示されません。
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Plug-in Offline Client を使用し てデータ をバッ ク

ア ッ プするための前提条件
Plug-in Server を使用し たバッ クア ッ プを開始する前に、 以下の ト ピ ッ クで前提条件の詳細を確認し て く だ さい。

Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal 
Recovery Client の起動

バッ クア ッ プ準備のため、 Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起

動し ます。 起動ルーチンを完了する方法については、 Plug-in Offline Client を使用し た起動の手順を確認し て く

だ さい。

デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ およびデバイス ・ サイズの確認
NetVault Bare Metal Recovery Client のハー ド ・ ド ラ イブのいずれかの部分をバッ クア ッ プする前に、 選択し た

ド ラ イブのデ ィ スク ・ サイズとデ ィ スク ・ ジオ メ ト リの内容を メ モ し ておきます。 これらのアイテムを考慮し な
いと、 リ ス ト アに失敗する場合があり ます。

ド ラ イブ ・ デ ィ スク ・ サイズとデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ を メ モする方法の例

ク ラ イアン ト のド ラ イブが 3 つのパーテ ィ シ ョ ンに分かれています。 プラ イマ リ ・ パーテ ィ シ ョ ンは 10GB で、

第 1 論理パーテ ィ シ ョ ンは 7 GB、 第 2 論理パーテ ィ シ ョ ンは 3 GB です。 Plug-in Server を使って第 1 論理パー

テ ィ シ ョ ンのバッ クア ッ プを行いま し た。 ハー ド ・ ド ラ イブの障害後にシステムを リ ス ト アする際に、 第 1 論理

パーテ ィ シ ョ ンを リ ス ト アするには、 正しいパーテ ィ シ ョ ンを （第 1 論理パーテ ィ シ ョ ン） を リ ス ト アする必要

があり ます。 それ以外の場合、 リ ス ト アはエラーと な り ます。

ジオ メ ト リ およびサイズを確認するには、 次のステ ッ プを実行し ます。

1 Plug-in Offline Client を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し たら （「Plug-in Offline 
Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動」 で概説し たとお り）、 NetVault Backup 
Server にアクセス し て NetVault Backup WebUI を起動し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

4 NetVault Backup ［セレ クシ ョ ン］ ページで、 NetVault Backup Server （Plug-in Server が含まれているシ

ステム） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

5 プ ラグイ ンの下に表示された該当する NetVault Bare Metal Recovery Client をダブルク リ ッ ク し、 そのク

ラ イアン ト に格納されているデ ィ スク を表示し ます。

6 デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ を識別するには、 目的のデ ィ スク を ク リ ッ ク し てコ ンテキス ト ・ メ ニューから
［デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ］ を選択し ます。

［デバイス ・ ジオ メ ト リ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され、 選択し たデ ィ スクのパーテ ィ シ ョ ン構造の
詳細が表示されます。

▪ パーテ ィ シ ョ ン ： 各パーテ ィ シ ョ ンが、 番号とパーテ ィ シ ョ ンの種類別に表示されます。

▪ 起動可能 ： パーテ ィ シ ョ ンの現在の稼働状態を表示し ます （［はい］ または ［いいえ］）。

▪ オフセ ッ ト ： パーテ ィ シ ョ ンがオフセ ッ ト される量を表示し ます。

注意 ： バッ クア ッ プ と リ ス ト アでシステム ・ デバイスに違いがな く と も、 デ ィ スクの順番が異なる場合が
あ り ます。 このため、 名前変更する こ と な く データのリ ス ト アを実行する と、 結果と し てデ ィ スク内に保
存されていた既存データがすべて失われる こ とに注意し て く ださい。 バッ クア ッ プ と リ ス ト アにおける物
理デ ィ スクの情報を比較するには、 バッ ク ア ッ プ時にデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ とデバイス ・ サイズを メ モ し
ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ時とは異なるデ ィ スク番号での復元の実行」 を参照し て く だ さい。
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▪ サイズ ： 各パーテ ィ シ ョ ンのサイズを表示し ます。

▪ タ イプ ： パーテ ィ シ ョ ンの種類を表示し ます。

7 この情報を メ モ し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

8 デ ィ スクの全体的なサイズを識別するには、 目的のデ ィ スク を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニュー
から ［デ ィ スク ・ サイズ］ を選択し ます。

［デバイス ・ サイズ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され、 選択し たデ ィ スクのサイズの詳細が表示されま
す。

▪ ［デバイス］ ： デ ィ スクの番号と タ イプを表示し ます。

▪ ［サイズ］ ： 選択し たデ ィ スクのサイズを表示し ます。

9 この情報を メ モ し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Offline Client を使用し たデータのバッ ク

ア ッ プ
NetVault Bare Metal Recovery バッ クア ッ プを実行する前に、 以下の点を考慮する必要があり ます。

• Plug-in Server の操作 （バッ クア ッ プまたは復元） の前に、 Plug-in Offline Client ソ フ ト ウ ェ アを使って

NetVault Bare Metal Recovery Client マシンを起動する必要があ り ます。 この手順が正常に終了し ていな

い場合は、 NetVault Backup Server から NetVault Bare Metal Recovery Client にアクセスする こ とはでき

ません。 このプロセスについて詳し く は、 Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery 
Client の起動を参照し て く ださい。

• ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ を選択し た場合、 使用し ているデ ィ スクだけでな く 、 デ ィ スク全体もバッ ク
ア ッ プ されます。 30GB のパーテ ィ シ ョ ン上の 6GB を使用し ている場合、 デ ィ スクのバッ クア ッ プ時に

30GB のメ デ ィ アが使用されます）。 ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ オプシ ョ ンは、 （個々のパーテ ィ シ ョ ン

ではな く ） ハー ド ・ ド ラ イブ全体を Plug-in Server でバッ クア ッ プする場合にのみ使用し ます。

• ダイナ ミ ッ ク ・ デ ィ スクは、 パーテ ィ シ ョ ン情報を保持するために ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ を使用
し てバッ クア ッ プする必要があり ます。

• Plug-in Offline Client は、 複数ラ イブラ リ をスパニングする DR バッ クア ッ プをサポー ト し ていません。

複数ラ イブ ラ リ をスパニングするバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを リ ス ト ア し よ う と し ても失敗に終わり ます。

• VM が Windows Server 2012 または 2012 R2 ベースであ り、 Plug-in Offline Client for Linux を使用する場

合、 E1000 アダプ タ を使用するには、 VMware 設定フ ァ イルをア ッ プデー ト し ます。 詳細は、 「Plug-in 
Offline Client for Linux での Windows Server 2012 ベース仮想のマシンの使用」 を参照し て く だ さい。

• BitLocker ボリ ュームで Windows PE ベースの VaultOS を使用する場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを実行す

る前に、 暗号化された ド ラ イブのロ ッ ク を解除する必要があ り ます。

• 前述し たよ う に、 Plug-in Server を使用し てパーテ ィ シ ョ ンをバッ クア ッ プする場合、 MBR とパーテ ィ

シ ョ ン ・ テーブルの 2 つのアイテムが自動でバッ クア ッ プ されます。 そのため、 これらのアイテムは

バッ クア ッ プの選択リ ス ト に表示されません。

これで NetVault Backup Server のバッ クア ッ プ実行準備ができま し た。 バッ ク ア ッ プを実行するには、 以下の ト

ピ ッ クで説明する手順に従います。

• Plug-in Offline Client を使用し たバッ クア ッ プの対象データの選択

• Plug-in Offline Client を使用し たバッ クア ッ プのバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• Plug-in Offline Client を使用するデータのバッ クア ッ プでのジ ョ ブの最終処理と送信
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Plug-in Offline Client を使用し たバッ クア ッ プの対象データの

選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 Plug-in Offline Client を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し たら、 NetVault Backup 
Server にアクセス し て NetVault Backup WebUI を起動し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ
とはできません。 Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。

ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

4 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

5 NetVault Backup Server と し て機能するマシン （つま り、 Plug-in Server がイ ンス ト ールされたマシン）

を見つけ、 ダブルク リ ッ ク し て開きます。

6 表示される リ ス ト で、 ［VaultDR APM］ と し て表示される Plug-in Server をダブルク リ ッ ク し て開き、 ク

ラ イアン ト ・ システム上のハー ド ・ デ ィ スク を表示し ます。

7 以下のいずれかを選択し ます。

▪ デ ィ スク全体をバッ クア ッ プするよ う に選択するには、 デ ィ スク ・ タ イ ト ル左のボ ッ クスを ク
リ ッ ク し ます。

▪ 特定のアイテムを選択するには、 デ ィ スク をダブルク リ ッ ク し て開きます。 各パーテ ィ シ ョ ンが
表示され、 選択できる状態にな り ます。 NetVault Backup は各種類のパーテ ィ シ ョ ンのデータ と し

て、 サイズ、 ステータ ス、 タ イプなどを表示し ます。 この情報は各パーテ ィ シ ョ ンの右に括弧に
入って表示されます。 次にバッ クア ッ プするアイテムを選択し ます。 選択し たアイテムには緑色
のチ ェ ッ ク ・ マーク、 選択解除し たアイテムには空白、 除外アイテムには赤の × がそれぞれ表示

されます。

▫ プ ラ イマ リ ・ パーテ ィ シ ョ ン ： 各ハー ド ・ デ ィ スクは最大で 4 つの異なる 「真のパーテ ィ

シ ョ ン」 を格納できます。 これらはプ ラ イマ リ ・ パーテ ィ シ ョ ン と呼ばれ、 バッ クア ッ プ
する際に個別に選択できます。

▫ 拡張パーテ ィ シ ョ ン ： プ ラ イマ リ ・ パーテ ィ シ ョ ンに割り当てられていないハー ド ・ デ ィ
スク上のスペースです。 このタ イプのパーテ ィ シ ョ ンは、 バッ クア ッ プする際に選択する
こ とができません。 バッ クア ッ プに追加するには、 ド ラ イブ全体を選択する必要があ り ま
す。

▫ 論理パーテ ィ シ ョ ン ： 論理パーテ ィ シ ョ ンを使用する と 1 台のマシンで複数のシステム ・

イ メ ージを実行できます。 このオプシ ョ ンは同じ OS または異なるシステムの複数のイ ン

ス タ ンスの場合があり ます。 論理パーテ ィ シ ョ ンはバッ クア ッ プする際に個別に選択でき
ます。

8 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。
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Plug-in Offline Client を使用し たバッ クア ッ プの

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

2 以下の利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 選択し たハー ド ・ ド ラ イブのすべて
のパーテ ィ シ ョ ン情報が無視され、 「ビ ッ ト 単位」 でデ ィ スク ・ イ メ ージ全体のバッ クア ッ プが実
行されます。 このバッ クア ッ プを リ ス ト アする際も、 ビ ッ ト 単位でデータ転送が行われるため、
ターゲッ ト ・ ド ラ イブを フ ォーマ ッ ト し た り、 パーテ ィ シ ョ ンを削除し た りする必要はあ り ませ
ん。

以下のよ う な場合、 ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ を使用し て く だ さい。

▫ 選択し たハー ド ・ ド ラ イブにパーテ ィ シ ョ ン ・ テーブルがない場合

▫ NetVault Bare Metal Recovery がパーテ ィ シ ョ ン ・ テーブルを認識できない場合

▫ MBR およびパーテ ィ シ ョ ン以外のデータ もバッ クア ッ プする場合 （例 ： ダイナ ミ ッ ク ・

デ ィ スク）

▪ ［圧縮］ ： バッ クア ッ プの実行中に NetVault Bare Metal Recovery Client 上のデータ を転送前に圧縮

する場合には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンによ り、 データ転送時の全体的な
ネ ッ ト ワーク ・ ト ラ フ ィ ッ クが低減されます。 また、 NetVault Bare Metal Recovery バッ クア ッ プ

を格納するために必要な メ デ ィ アの容量も少な く て済みます。 このオプシ ョ ンは特に、 パーテ ィ
シ ョ ンに大容量の未使用スペースがある場合に特に便利です。 このオプシ ョ ンを選択する と通常、
ネ ッ ト ワーク ・ ベースまたはテープ ・ ラ イブ ラ リ ・ ベース圧縮機能を使用するよ り も よい圧縮結
果が得られます。

▪ ［NTFS パーテ ィ シ ョ ンの使用ブロ ッ クのみをバッ クア ッ プ］ ： Windows PE ベースの Plug-in 
Offline Client を使用し ていて、 バッ クア ッ プに Windows ベースのパーテ ィ シ ョ ンが含まれている

場合、 使用ブロ ッ クのみをバッ クア ッ プする と きにはこのオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプ
シ ョ ンを選択し ない場合、 バッ クア ッ プ ・ データ と NTFS ボ リ ュームのサイズの誤差 （4 K 程度）

がバイナリ ・ ログに記録される場合があり ますが、 これは想定される動作であ り、 リ ス ト アに影
響する こ とはあり ません。 Linux ベース Plug-in Offline Client を使用し ている場合、 このオプシ ョ

ンは表示されますが機能し ません。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

重要： BitLockerを使用して圧縮オプションおよびディスク・ロー・モードオプションを有

効にした場合、バックアップ処理に時間がかかる場合があります。圧縮が有効になっている
データのサイズが非圧縮データのサイズに近く、BitLockerフル・ボリューム暗号化（FVE）

オプションを使用している場合、このような状況が発生する場合があります。バックアッ
プ・プロセスの速度を向上させるには、FVEではなくBitLockerの使用ディスク容量のみオ

プションを使用します。
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Plug-in Offline Client を使用するデータのバッ ク ア ッ プでの

ジ ョ ブの最終処理と送信
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン
設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれてい
ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、

『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Plug-in Offline Client を使用し たデータ

の復元
以下の ト ピ ッ クでは、 バッ クア ッ プを物理マシンや VMDK （仮想マシン ・ デ ィ スク ・ フ ォーマ ッ ト ） イ メ ージな

ど、 さ まざまな設定において リ ス ト アする方法について説明し ます。

• 物理マシンにデータ を復元するための Plug-in Offline Client の使用

• VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するための Plug-in Offline Client の使用

• ス タ ンバイ NetVault Bare Metal Recovery Client にデータ を リ カバリするための Plug-in Offline Client の

使用

追加説明

• VM が Windows Server 2012 または 2012 R2 ベースであ り、 Plug-in Offline Client for Linux を使用する場

合、 E1000 アダプ タ を使用するには、 VMware 設定フ ァ イルをア ッ プデー ト し ます。 詳細は、 「Plug-in 
Offline Client for Linux での Windows Server 2012 ベース仮想のマシンの使用」 を参照し て く だ さい。

• Windows PE ベースの VaultOS を使用し ている場合、 続行を確認する前に、 次の ト ピ ッ ク、 「［デ ィ スク ・

ロー ・ モー ド］ を使用し て作成し たバッ クア ッ プを復元する前にデ ィ スク を空にする」 を参照し て く だ
さい。

• VMware® VM で実行されている Plug-in Offline Client for Linux を再ス ター ト する と き、 次のエラーが発

生する可能性があり ます。

すでに作成および保存し ているジ ョ ブを実行するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［ジ ョ ブ定義管
理］ を選択し、 目的のジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。

注意 ： バッ クア ッ プ し た同一デ ィ スクへのリ カバリ を実行する前に、 すべての既存のパーテ ィ シ ョ ンが削
除されている こ と を確認する必要があ り ます。 削除されていない場合、 同一デ ィ スクへのリ カバリが失敗
する可能性があ り ます （データが ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ を使用し てバッ クア ッ プ されていない場
合）。 
 
リ ス ト アによ って ターゲッ ト された OS のデ ィ スク ・ ジオ メ ト リは、 バッ クア ッ プ されたソース OS のジ

オ メ ト リ と必ず一致する必要があ り ます。 たと えば、 ソースの ト ラ ッ クでは 32 セク タが使用され、 ター

ゲッ ト の ト ラ ッ クでは 63 セク タが使用されているため一致し ない場合、 システムの起動時にエラーが発

生し ます。
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「障害が発生し、 仮想 CPU がシャ ッ ト ダウン状態になっています。 この障害が仮想マシンの外部で発生

し た場合、 物理マシンが再ス ター ト する原因になる可能性があ り ます。 シャ ッ ト ダウン状態は、 正し く
ない仮想マシンの設定、 ゲス ト ・ オペレーテ ィ ング ・ システムのバグ、 または VMware Workstation の問

題によ り発生する可能性があり ます。 
「［OK］ を ク リ ッ ク し て仮想マシンを再ス ター ト するか ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し て、 仮想マシンの電

源をオフにし て く だ さい。」

表示に従い、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ を使用し て作成し た
バッ クア ッ プを復元する前にデ ィ スク を空にする
Windows PE ベースの VaultOS を使用し ていて、 ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ オプシ ョ ンを使用し てバッ ク ア ッ

プを作成し、 物理マシンまたはス タ ンバイ NetVault Bare Metal Recovery Client にデータ を リ ス ト ア し ている場

合、 リ ス ト アおよびリ カバリ処理を開始する前にデ ィ スク を空にし ます。

1 Windows NetVault Bare Metal Recovery Client にローカルでログイ ン し、 コマン ド ・ プロンプ ト ・ セ ッ

シ ョ ンを開始し ます。

2 プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

DISKPART
3 すべてのターゲッ ト ・ デ ィ スク を リ ス ト するには、 次のよ う に入力し ます。

LIST DISK
4 空にする ターゲッ ト ・ デ ィ スクの台数を指定するには、 次のよ う に入力し ます。

SELECT DISK < 台数 >
5 デ ィ スク を消去するには、 次のよ う に入力し ます。

CLEAN
6 処理が完了し た後は、 次のよ う に入力し ます。

EXIT

物理マシンにデータ を復元するための Plug-in 
Offline Client の使用
このオプシ ョ ンによ り、 バッ クア ッ プに使用し たマシン と同様のハー ド ウ ェ ア設定を持つ物理マシンへ、 ク ラ イ
アン ト のバッ クア ッ プを リ カバリする こ とができます。 これには以下の項目が含まれます。

• Plug-in Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を復元するための前提条件

• Plug-in Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を復元するための復元手順

• Plug-in Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を復元するための復元後
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Plug-in Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を

復元するための前提条件
DR リ ス ト ア手順は非常にデリ ケー ト な作業です。 DR リ ス ト アの設定および実行の前に、 以下の ト ピ ッ クに示

し た前提条件を満たす必要があり ます。

デバイス ・ フ ァ イル名の一致

NetVault Bare Metal Recovery Client 上のターゲッ ト ・ デバイス名 （Disk 0 （IDE） など） がバッ クア ッ プ時の名

前と一致し ている必要があり ます。

Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動

Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し、 DR イ メ ージのリ ス

ト ア準備を行います。 起動ルーチンを完了するには、 Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal 
Recovery Client の起動の手順を実行し ます。

デバイス ・ サイズとデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ情報を収集し て メ モする

この情報は、 バッ クア ッ プの実行前に メ モ し てお く 必要があ り ます （「デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ およびデバイス ・
サイズの確認」 を参照）。 この情報は、 リ ス ト ア時にすぐに参照できるよ う にし て く だ さい。

再有効化が必要な場合のラ イセンス ・ キー取得 （Windows のみ）

場合によ っては、 リ ス ト ア し た Windows システムを再有効化する必要があ り ます。 このため、 再有効化に必要

なラ イセンス ・ キーを準備し てお く 必要があり ます。

対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client へのアクセスの確認

復元先の NetVault Bare Metal Recovery Client マシンが Plug-in Server にアクセス可能である必要があり ます。

アクセスを確認するには、 以下の手順に従います。

1 Plug-in Offline Client を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し たら、 NetVault Backup 
Server にアクセス し て NetVault Backup WebUI を起動し ます。

2 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページにアクセス し、 目的のク ラ イアン ト ・ マシンが NetVault Bare 
Metal Recovery Client と し て追加されている こ と を確認し ます。

a Plug-in Server を開き、 追加済みのク ラ イアン ト を表示し ます。

b 該当する NetVault Bare Metal Recovery Client を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［編

集］ を選択し ます。

注意 ： バッ クア ッ プ と リ ス ト アでシステム ・ デバイスに違いがな く と も、 デ ィ スクの順番が異なる場合が
あ り ます。 このため、 名前変更する こ と な く データのリ ス ト アを実行する と、 結果と し てデ ィ スク内に保
存されていた既存データがすべて失われる こ とに注意し て く ださい。 バッ クア ッ プ と リ ス ト アにおける物
理デ ィ スクの情報を比較するには、 バッ ク ア ッ プ時にデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ とデバイス ・ サイズを メ モ し
ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ時とは異なるデ ィ スク番号での復元の実行」 を参照し て く だ さい。 
 
バージ ョ ン 1.1.6 以降では、 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページにある ターゲッ ト ・ デ ィ スクのデ ィ スク

ID と、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページにある同じデ ィ スクのデ ィ スク ID の比較も行います。 

 
Quest では、 Plug-in Offline Client を起動する前に、 重要なデータ を含むすべてのデ ィ スク をサーバから

接続解除する こ と をお勧めし ます。

重要： DRバックアップを移動する場合、新しい移動先にインストールされているハード・ディスクに、元

のターゲット・マシンのハード・ディスクと同じ名前を付ける必要があります。
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c ［Bare Metal Recovery Client の編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 データ を確認し、

必要に応じ て変更し ます。

d NetVault Bare Metal Recovery Client が正し く 追加されている場合は、 次の ト ピ ッ ク Plug-in 
Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を復元するための復元手順に進みます。 それ以外の

場合は、 以下の手順を実行し ます。

3 目的の NetVault Bare Metal Recovery Client を追加し ます。

この手順について詳し く は、 NetVault Bare Metal Recovery Client の Plug-in Server への追加を参照し て

く だ さい。

4 Plug-in Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を復元するための復元手順 ト ピ ッ クに進みます。

Plug-in Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を復元す

るための復元手順
以下の ト ピ ッ クでは、 物理マシンへの DR リ ス ト ア実行方法について説明し ます。

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

リ ス ト ア対象データの選択

1 NetVault Backup Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 該当する ク ラ イアン ト を見つけ、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

▪ デ ィ スク全体を リ ス ト アするには、 利用可能なデ ィ スク ・ タ イ ト ルのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク
リ ッ ク し て選択し ます。

▪ 目的のデ ィ スク をダブルク リ ッ ク し て開きます。 デ ィ スク を展開し、 リ ス ト アする別のアイテム
を選択できます。

▫ 「Dos Compatibility Region」 とは、 MBR （マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド） のすぐ後に続

く デ ィ スクの先頭から 32 キロ～ 512 バイ ト のセク タ です。 NetVault Bare Metal Recovery
は、 この領域をバッ クア ッ プ し て GRUB Stage 1.5 をサポー ト し ます。 ただし、 この領域

は GRUB Stage 1.5 の有無に関わらず、 常にバッ ク ア ッ プおよびリ ス ト ア されます。 また、

このオプシ ョ ンはユーザによる任意選択ができません。

▫ マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド と システム ・ パーテ ィ シ ョ ン

▫ 個別のパーテ ィ シ ョ ン
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リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ と し て ［物理マシン］
（デフ ォル ト ） を選択し、 ク ラ イアン ト のバッ クア ッ プを物理マシンに リ ス ト ア し ます。

［物理マシン］ が選択されている場合、 ［物理リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ フ レームに ［リ ス ト ア名］ フ ィ ー
ルドが表示されます。 このフ ィ ールド にはデフ ォル ト で、 バッ クア ッ プ元の NetVault Backup Client の

NetVault Bare Metal Recovery 名 （選択し たバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト から決定される名前） が表示さ

れます。 この名前は、 事前に設定し た特定の IP ア ド レスに関連付けられています。 デフ ォル ト 設定をそ

のまま使用する場合、 選択し たデータはバッ クア ッ プ元のマシンに リ ス ト ア されます。 このフ ィ ールド
を利用する と、 必要に応じ て リ ス ト ア し たデータ をス タ ンバイ NetVault Bare Metal Recovery Client へ再

配置する こ とができます。 この手順とオプシ ョ ンの使用について詳し く は、 ス タ ンバイ NetVault Bare 
Metal Recovery Client にデータ を リ カバリするための Plug-in Offline Client の使用を参照し て く だ さい。

Windows PE ベースの Plug-in Offline Client を使用する場合、 ［物理マシン］ を選択する と ド ラ イバ関連の

フ ィ ールド も利用可能にな り ます。 これらのオプシ ョ ンによ り、 リ ス ト ア中でも異なるハー ド ウ ェ アを
使用する こ とができます。

2 Windows PE ベースの Plug-in Offline Client を使用する場合、 利用可能なオプシ ョ ンを指定し て く だ さい。

▪ ［Inject Boot-Critical Device Driver］ ： 異なるマス ・ ス ト レージ ・ コ ン ト ローラ を使用する異なる

ハー ド ウ ェ アを リ ス ト アする場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する
と、 ［Boot-Critical Driver Directory］ と ［Driver Injection Only］ オプシ ョ ンの両方が利用可能

にな り ます。

▪ ［Boot-Critical Driver Directory］ ： ［Inject Boot-Critical Device Driver］ オプシ ョ ンを選択し た場

合、 マス ・ ス ト レージ ・ コ ン ト ローラ用のド ラ イバが格納されているローカル ・ ド ラ イブへのフ
ル ・ パスを入力し ます。

▪ ［Driver Injection Only］ ： 以前に リ ス ト アを完了し たが、 ［Boot-Critical Driver Directory］

フ ィ ールド に間違った位置を指定し て し まった場合、 このオプシ ョ ンを利用し て リ ス ト ア ・ プロ
セスのド ラ イバ ・ ロー ド部分を再度実行する こ とができます。 このオプシ ョ ンによ り、 データの
リ ス ト アを再実行する必要がな く な り ますが、 正しい ド ラ イバをロー ド する必要があ り ます。 必
ず、 ［Boot-Critical Driver Directory］ フ ィ ールド に正しいパスを入力するよ う注意し て く だ さ

い。 デフ ォル ト では、 ［Inject Boot-Critical Device Driver］ オプシ ョ ンは選択されていますが、

これを選択解除し ないよ う注意し て く だ さい。 選択解除する と、 ［Driver Injection Only］ オプ

シ ョ ンが正常に機能し ない結果と な り ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 名前には
英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。 Linux の場

合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト

フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。
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［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Plug-in Offline Client を使用し て物理マシンにデータ を復元す

るための復元後
バッ クア ッ プを異なるマシンに復元し た後は、 以下の点を確認し、 該当するアクシ ョ ンを実行し ます。

• SAN デ ィ スク をオン ラ イ ンにする （Windows Server 2008 のみ） ： Windows Server 2008 Enterprise ま

たは Datacenter Edition を使用し ている場合、 SAN （ス ト レージ ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト ワーク） デ ィ スクに関

するデフ ォル ト ・ ポリ シーに、 これらの自動マウン ト は含まれません （この問題は C ド ラ イブには当て

はま り ません）。 リ ス ト アが完了し た後、 ［デ ィ スクの管理］ を使用し てデ ィ スク を ［オン ラ イ ン］ に設
定し ます。

• ネ ッ ト ワーク接続の名前変更 ： 異なるネ ッ ト ワーク･カー ドが使用されているため、 ネ ッ ト ワーク接続は
自動的に 「local area connection （ローカル ・ エ リ ア接続） 2」 に名前変更されます。

• 物理ア ド レス ： 異なるネ ッ ト ワーク･カー ド が使用されているため、 物理ア ド レス （MAC ： メ デ ィ ア ・ ア

クセス ・ コ ン ト ローラ） も異なるア ド レスにな り ます。 このため、 このア ド レスに依存するアプ リ ケー
シ ョ ンを使用する場合、 このアプ リ ケーシ ョ ン ・ ベンダーと ア ド レスの変更を検討する必要があ り ます。

VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するための

Plug-in Offline Client の使用
このオプシ ョ ンによ り、 VMDK イ メ ージへク ラ イアン ト のバッ クア ッ プを リ カバリ し て、 さ らにこれを VMware
で作成された VM に添付できます。 このオプシ ョ ンによ り、 物理マシンのバッ クア ッ プを VM に変換できます。

メ モ ： 以下の項目に注意し て く だ さい。

• 個別のパーテ ィ シ ョ ンを リ ス ト アする場合は、 マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド と システム ・ パー
テ ィ シ ョ ンのアイテムも選択し ます。 選択し ないと、 リ ス ト アに失敗し ます。

• Plug-in Server で作成し たバッ ク ア ッ プを リ ス ト アする場合は、 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト の

オプシ ョ ンはデフ ォル ト 設定から変更し ないよ う に注意し て く だ さい。 別のターゲッ ト ・ マシ
ンを このリ ス ト で選択する と、 リ ス ト アに失敗し ます。

• ド ラ イバ ・ ロー ド関連オプシ ョ ンを選択し た場合、 リ ス ト ア処理中に NetVault Bare Metal 
Recovery がすべてのデ ィ スクへのド ラ イバのロー ド を試みよ う と し ます。

• 異なるマシンへのリ ス ト アが完了し た後、 IDE （Integrated Drive Electronics） デ ィ スクのサイ

ズが、 元の （バッ クア ッ プ された） マシン上の IDE サイズと一致し ない場合、 新規マシンを起

動する と 「デ ィ スク読み取り エラー」 が発生し ます。 この問題の対処法と し て、 BIOS のデ ィ ス

ク ・ サイズを元のマシン と同じ値に変更し て く だ さい。

• Linux ベースの Plug-in Offline Client を IDE/Parallel Advance Technology Attachment （PATA）

デ ィ スク と併用し ていて、 Plug-in Offline Client v5.6.4 以前のバージ ョ ンを使用し てバッ クア ッ

プが作成された場合、 名前変更機能を使用し て、 システムに対し てデ ィ スクの再検証と正しい
マ ッ ピングを強制実行させます。 v5.7.1 よ り も前のバージ ョ ンでバッ クア ッ プ されたパーテ ィ

シ ョ ンには 「hd<x>」 フ ォーマ ッ ト 、 v5.7.1 以降には 「sd<x>」 フ ォーマ ッ ト で名前が付けられ

ます。 名前変更機能を使用し ないと、 リ ス ト アに失敗し て 「エラー ： ク ラ イアン ト から要求さ
れたすべてのデ ィ スク名がバッ クア ッ プ ・ デ ィ スク名 /dev/hda と等し く あり ません」 とい う

メ ッ セージが表示されます。

• Linux ベースの Plug-in Offline Client を使用し て、 ク ラ イアン ト が Windows ベースの仮想環境に

物理サーバーを移行する場合、 そのマシンをバッ クア ッ プする前に OS 上にデ ィ スク ・ ド ラ イ

バを イ ンス ト ールし ます。 詳細は、 「NetVault Bare Metal Recovery （物理から仮想へ ： P2V） リ

カバリ」 を参照し て く だ さい。
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Plug-in Server を NetVault Backup Server にイ ンス ト ールする必要があり ます。

以降の ト ピ ッ クでは、 これらの手順について説明し ます。

• VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するために Plug-in Offline Client を使用し て復元するデータの選択

• VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するために Plug-in Offline Client を使用するための復元オプシ ョ ンの

設定

• VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するために Plug-in Offline Client を使用するためのジ ョ ブのフ ァ イナ

ラ イズと実行

• 復元された VMDK イ メ ージからの VM の作成

VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するために Plug-in 
Offline Client を使用し て復元するデータの選択

1 NetVault Backup Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 該当する ク ラ イアン ト を見つけ、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

▪ デ ィ スク全体を リ ス ト アするには、 利用可能なデ ィ スク ・ タ イ ト ルのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク
リ ッ ク し て選択し ます。

▪ 各デ ィ スク を展開し て、 その内容を表示する こ と もできます。 目的のデ ィ スク をダブルク リ ッ ク
し て開きます。 デ ィ スク を開 く と、 リ ス ト アするアイテムを個別に選択する こ とができますが、
個別パーテ ィ シ ョ ンを選択する場合は、 「マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド と システム ・ パーテ ィ シ ョ
ン」 を選択する必要があり ます。

VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するために Plug-in 
Offline Client を使用するための復元オプシ ョ ンの設定

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ と し て ［VMDK イ メ ー

ジ］ を選択し ます。

このリ ス ト アのタ イプには、 VMDK イ メ ージを NetVault Backup Server のローカル ・ デ ィ レ ク ト リ にリ

ス ト アするか、 リ モー ト の VMware ESX や VMware ESXi Server に リ ス ト アするか、 2 つの追加オプ

シ ョ ンがあり ます。

重要： VMDKイメージをリストアする場合、「マスター・ブート・レコードとシステム・パーティ

ション」と個別パーティションの両方を選択します。選択しない場合、リストア・ジョブが失敗し
ます。
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2 VMDK イ メ ージを NetVault Backup Server のローカル ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト アする場合、 ［VMDK リ カ

バリ ・ オプシ ョ ン］ フ レームの ［ローカル ・ ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ ボッ クスに、 リ カバリ された
イ メ ージを保存する場所への有効なパスを入力し ます。

このフ ィ ールド をブ ラ ン クにする と、 デフ ォル ト である NetVault Backup の temp デ ィ レ ク ト リ

（…/NetVault Backup/tmp） に格納されます。

3 VMDK イ メ ージを リ モー ト の ESX または ESXi Server にリ ス ト アする場合は、 以下の手順を実行し ま

す。

a ［VMDK リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ フ レームの ［リ モー ト ESX Server に リ ス ト ア］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ

クスを選択し ます。

b ［ESX Host］、 ［Port］、 ［Username］、 ［Password］ および ［Path］ にそれぞれ値を入力し ます。

VMDK イ メ ージを ESX または ESXi Server に直接リ ス ト アするには、 以下のオプシ ョ ンを設定す

る必要があり ます。 この手順は NetVault Backup Server マシンにローカル ・ ス ト レージの空き容

量がない場合や、 ESX または ESXi Server を使用する場合などに有効です。

▫ ［ESX ホス ト ］ ： ESX または ESXi Server のホス ト 名または IP ア ド レスを入力し ます。

▫ ［ポー ト ］ ： ESX または ESXi Server のリ モー ト ・ コ ン ソール ・ ポー ト を入力し ます。

▫ ［ユーザー名］ ： ESX または ESXi Server にログイ ンするためのユーザー名を入力し ます。

▫ ［パスワー ド］ ： 上記で指定し たユーザーに使用するパスワー ド を入力し ます。

▫ ［パス］ ： VMDK フ ァ イルが作成される ESX または ESXi Server のデ ィ レ ク ト リ を入力し ま

す。 このパスは常に、 ［］ 内に指定されたデータ ス ト アから始まる必要があ り ます
（［datastore］ dir など）。 指定し たパスが存在し ない場合、 プ ラグイ ンは ESX または ESXi 
Server に接続できません。

VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元するために Plug-in 
Offline Client を使用するためのジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実

行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 名前には
英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。 Linux の場

合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト

フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。
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復元された VMDK イ メ ージからの VM の作成

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが完了し たら、 VMware Server コ ン ソールを使用し て復元し た VMDK フ ァ イルから VM を作

成する こ とができます。

1 VMware Server コ ン ソールにログイ ン し ます。

2 VMDK フ ァ イルが、 ［ESX Server オプシ ョ ン］ で指定されたデータ ス ト ア ・ パスに配置されているか確

認し ます。

3 VMware ESX または VMware ESXi Server で、 データ ス ト アを参照し て指定し たパスに移動し ます。

このパスに、 拡張子 「.vmdk」 を持つフ ァ イルが表示されます。

4 VMware Server コ ン ソール左上部の ［仮想マシンの作成］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

5 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ［カス タム］ を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［名前と場所］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前］ フ ィ ールド に VM の内容を説明するよ う な名前を入力

し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［データ ス ト ア］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM を格納するデータ ス ト アを選択し、 ［次へ］

を ク リ ッ ク し ます。

8 ［仮想マシンのバージ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 バージ ョ ンを選択し て、 ［次へ］ を
ク リ ッ ク し ます。

9 ［ゲス ト ・ オペレーテ ィ ング ・ システム］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ゲス ト OS を選択し て、

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

10 ［CPU］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM 上の仮想プロセ ッサの数を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ

ク し ます。

11 ［メ モ リ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM のメ モ リ ・ サイズを設定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し

ます。

12 ［ネ ッ ト ワーク］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM のネ ッ ト ワーク接続を設定し、 ［次へ］ を ク

リ ッ ク し ます。

13 ［SCSI コ ン ト ローラ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 SCSI コ ン ト ローラ ・ タ イプを選択し て、

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

14 ［デ ィ スクの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［既存の仮想デ ィ スク を使用］ を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

15 ［データ ス ト アの参照］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VMDK フ ァ イルを配置するデータ ス ト ア

に移動し て選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

16 ［詳細オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 利用可能な詳細オプシ ョ ンを適宜選択し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

17 ［完了可能］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 作成が完了し た VM のサマ リ を確認し、 ［完了］ を

ク リ ッ ク し ます。

18 VMware コ ン ソールの左ペイ ンに新規 VM が表示されます。 右ク リ ッ ク し て、 メ ニューから ［コ ン ソール

を開 く ］ を選択し ます。

19 コ ン ソールから VM の電源を入れます。

Windows ロゴが表示されて、 起動が正常に完了し ます。

メ モ ： NetVault Bare Metal Recovery プ ラグイ ンは、 ESX 4.0 用 LSI ロジ ッ ク ・ パラ レル SCSI コ ン

ト ローラおよび ESX 3.5 用 LSI ロジ ッ ク SCSI のみをサポー ト し ています。
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ス タ ンバイ NetVault Bare Metal Recovery Client
にデータ を リ カバリするための Plug-in Offline 
Client の使用
特定のク ラ イアン ト ・ マシンでハー ド ウ ェ ア障害が発生し た場合、 事前に設定し た別の NetVault Bare Metal 
Recovery Client （「ス タ ンバイ」 NVBMR Client） に NetVault Bare Metal Recovery バッ クア ッ プを リ ス ト アでき

ます。 このリ ス ト アを実行するには、 以下の ト ピ ッ クに従います。

リ カバリ手順を実行する前に、 必ず以下の点を考慮し て く だ さい。

• この手順は、 標準の Plug-in Server を使用し て実行し たバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合のみ有効です。

• この操作では、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client （ス タ ンバイ NVBMR Client） と し て、

「NetVault Bare Metal Recovery Client の Plug-in Server への追加」 の手順で事前に設定し たものを使用す

る必要があり ます。

• この操作を行う際は、 ス タ ンバイ ・ マシンに十分なデ ィ スク容量が必要です。 容量が不足する と、 操作
は失敗し ます。 詳細は、 「デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ およびデバイス ・ サイズの確認」 を参照し て く だ さい。

• この手順では、 使用し ている NIC および SCSI カー ド に関し て、 少な く と もバッ クア ッ プ元のマシンの

ハー ド ウ ェ ア構成と同様の構成を持つマシンを ターゲッ ト に選択し ます。 ハー ド ウ ェ ア構成がバッ ク
ア ッ プ元と極端に異なる場合は、 ド ラ イバ ・ ソ フ ト ウ ェ アの衝突が生じ、 リ ス ト アに失敗する こ とがあ
り ます。

• ［リ ス ト ア名］ フ ィ ールド に入力し た値は、 大文字と小文字が区別されます。 移動先のマシンの正確な
NetVault Backup 名を入力し て く だ さい。 間違って入力する と、 リ ス ト アに失敗し ます。

• このタ イプの移動では、 バッ クア ッ プ元と同じパーテ ィ シ ョ ンへ復元する必要があ り ます。 た と えば、
Windows ベースのシステムの 「C:\」 パーテ ィ シ ョ ンから NetVault Bare Metal Recovery バッ クア ッ プを

作成し た場合、 リ ス ト アも移動先の 「C:\」 パーテ ィ シ ョ ンで行う必要があり ます。 別のパーテ ィ シ ョ ン

にリ ス ト アを行う こ とはできません。

メ モ ： リ ス ト ア された VMDK イ メ ージから VM を作成するための追加メ モ ：

• Quest では、 VM の使用を開始する前に VMware ツールを イ ンス ト ールする こ と を推奨し ます。

この手順についての詳細は、 VMware のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

• 「@」 文字は、 データ ス ト ア ・ パスには使用できません。

• ESX または ESXi Server にリ ス ト アする場合、 ESX または ESXi VM 上に十分な空き容量があ

るか確認し ます。 必要なデ ィ スク空き容量の計算方法についての詳細は、 以下の情報を参照し
て く だ さい。
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?cmd=displayKC&docType=kc&externalId
=1003755

• ブロ ッ ク ・ サイズは、 VMFS （Virtual Machine File System） データ ス ト アでフ ァ イルが使用す

る最小限のデ ィ スク空き容量を決定し ます。 VMFS データ ス ト アを作成する場合は、 ブロ ッ ク

サイズを注意深 く 設定し て く だ さい。 以下のブロ ッ ク ・ サイズが利用可能です。

• 1 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 256 GB

• 2 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 512 GB

• 4 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 1024 GB

• 8 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 2048 GB （2 TB）
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• Plug-in Offline Client for Linux と Unified Extensible Firmware Interface （UEFI） を併用する 64 ビ ッ ト

Linux Client を リ ス ト アする場合、 リ ス ト ア後に初めてス タ ンバイ状態のク ラ イアン ト を起動する際に、

目的のエン ト リ を UEFI/EFI ブー ト マネージャーに追加し ます。 これを行う には、 起動ルーチン中に Esc
キーを押し、 ［メ ンテナンス ・ マネージャーの起動］ > ［起動オプシ ョ ンの設定］ > ［起動を追加］ を選択

し、 HD(1, GPT, <partitionGUID>, 
<partitionOffset>,<partitionSize>)/EFI/<LinuxDistribution>/grub(64).efi を追加し て、 変更を有効に

し ます。

ス タ ンバイ NetVault Bare Metal Recovery Client を リ カバリするには、 以下の手順に従います。

1 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルから、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。
.

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 該当する ク ラ イアン ト を見つけ、 適切な項目を選択し ます。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 再配置するデ ィ スク を選択し て開きます。

7 デ ィ スク項目を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前変更］ を選択し ます。

8 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 リ ス ト アするデ ィ スクのデ ィ スク番号を入力し、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

た と えば、 システム ・ デ ィ スク 1 の場合は 「0」、 システム ・ デ ィ スク 2 の場合は 「1」 などを入力し ま

す。 SCSI デ ィ スクの評価は、 IDE デ ィ スク よ り も前に完了し ます。 し たがって、 SCSI デ ィ スク と IDE
デ ィ スクが 2 つずつ存在するシステムの番号付けは、 0 — SCSI 1、 1 — SCSI 2、 2 — IDE 1、 3 — IDE 2
のよ う にな り ます。

9 移動するデ ィ スクご とに、 上記のステ ッ プ 7 と ステ ッ プ 8 を繰り返し ます。

10 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで を ク リ ッ ク し、 ［物理マシン］ が ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ と し て

選択されている こ と を確認し ます。

11 ［リ ス ト ア名］ ボ ッ クスで、 ス タ ンバイ ・ マシン と し て使用する、 事前に設定し た NetVault Bare Metal 
Recovery Client の名前を入力し ます。

12 「物理マシンにデータ を復元するための Plug-in Offline Client の使用」 で説明し た復元手順を続行し、

ジ ョ ブを開始し ます。
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4

NetVault Bare Metal Recovery Plug-    
in Live Client for Windows の使用    

• Plug-in Live Client for Windows ： 概要

• Plug-in Live Client for Windows で使用する Plug-in Server の設定

• Plug-in Live Client for Windows のイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール

• Plug-in Live Client for Windows を使用し たデータのバッ クア ッ プ

• Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動

• Plug-in Live Client for Windows を使用し たデータの復元

Plug-in Live Client for Windows ： 概要
この ト ピ ッ クでは、 データのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アに必要な、 Plug-in Live Client for Windows のイ ンス

ト ール、 設定および使用方法について説明し ます。

Plug-in Live Client for Windows （以下、 Plug-in Live Client） は、 OS、 アプ リ ケーシ ョ ン、 システム設定、 パー

テ ィ シ ョ ン情報、 およびデータ など、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト のハー ド ・ デ ィ スク をバッ クア ッ プおよび復元
する機能を備えた DR ソ リ ューシ ョ ンです。

• バッ クア ッ プ ： バッ クア ッ プでは、 Windows ベースのシステムを対象に、 システムをユーザーが使用可

能なオン ラ イ ン状態に保ったまま、 その内容の完全なバッ クア ッ プを実行できます。

• リ カバリ ： リ カバリ では、 付属の Plug-in Offline Client 起動ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て Windows ベース

のシステムをオフ ラ イ ンにする必要があり ます。 これによ り、 リ ス ト アを実行するためにハー ド ・ デ ィ
スクに完全にアクセスできます。

さ らに、 Plug-in Live Client では、 以下の機能が提供されています。

• VSS ベース ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト ： SQL Server、 Exchange、 および SharePoint など、 VSS が利用可能な

アプ リ ケーシ ョ ンでは、 このソ フ ト ウ ェ アは VSS を使用し て、 スナ ッ プシ ョ ッ ト を取る前にこれらのア

プ リ ケーシ ョ ンを静止させます。 VSS を使用し てアプ リ ケーシ ョ ンを静止する こ とによ り、 イ メ ージ ・

フ ァ イルのリ カバリ後に実行する必要のあるアプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラ ッ シュ ・ リ カバリの量を減らすこ
とができます。 この方法は、 Windows Server 2008 以降でサポー ト されています。

• バッ クア ッ プの 「ホワイ ト スペース」 を削除する ： この機能によ り、 パーテ ィ シ ョ ンの使用ブロ ッ クの
みをバッ クア ッ プする こ とができます。 た と えば、 C: ド ラ イブのサイズが 10 GB のマシンで、 6 GB が

使用されていた とする と、 このプ ラグイ ンはこの 6 GB 部分のみをバッ クア ッ プ し ます。 この機能によ

り、 かな りの時間と スペースが節約できます。
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• VMDK イ メ ージ と し て リ ス ト ア ： この機能によ り、 物理マシンのバッ クア ッ プを、 VM の作成に使用可能

な VMDK イ メ ージにリ ス ト アする こ とができます。

Windows での Plug-in Live Client 環境概要
Plug-in Live Client を正し く 設定し て使用するには、 以下に示す順序で手順を実行する必要があ り ます。 以下

に、 Plug-in Live Client 環境の設定方法の概略を示し ます。

• 必要なコ ンポーネン ト ： Plug-in Server、 Plug-in Live Client、 および Plug-in Offline Client がある こ と を確

認し ます。

• Plug-in Server の設定

▪ Plug-in Server を NetVault Backup Server にイ ンス ト ールし ます。

▪ Plug-in Offline Client 起動システムを書き込み可能な CD などに作成し ます。

▪ 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を NetVault Backup Server 上の Plug-in Server に

追加し ます。

• Plug-in Server へのアクセス確認 ： 対象と なるすべての NetVault Bare Metal Recovery Client が Plug-in 
Server にアクセスできる こ と を確認し ます。 確認を行わないと、 リ ス ト アを実行できな く なる場合があ

り ます。

▪ Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client システムを起動

し ます。

▪ NetVault Backup Server から Plug-in Server にアクセス し、 対象と なる NetVault Bare Metal 
Recovery Client が Plug-in Server にアクセスできる こ と を確認し ます。

• Plug-in Live Clientfor Windows の設定

▪ Plug-in Live Client を使用し てバッ クア ッ プする ク ラ イアン ト ・ マシンを NetVault Backup Server
に追加し ます。 NetVault Backup WebUI の ［ク ラ イアン ト 管理］ ページを使用し ます。

▪ アク テ ィ ブな DR バッ クア ッ プを行う必要のあるすべての NetVault Backup 異機種混合ク ラ イア

ン ト ・ マシン （NetVault Backup Server 自体ではな く 、 上記のステ ッ プ ▪ で追加し たク ラ イアン ト

など） に Plug-in Live Client を イ ンス ト ールし ます。

• Plug-in Live Client を使用し てオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行 ： NetVault Backup Server から Plug-in 
Live Client を使用し て、 必要に応じ て各 NetVault Bare Metal Recovery Client （OS、 アプ リ ケーシ ョ ン、

システム設定など） のオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行し ます。

• リ カバリ ： 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client へのオフ ラ イ ン ・ リ ス ト アを実行し ます。

▪ Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client システムを起動

し ます。

▪ NetVault Backup Server で、 Plug-in Live Client バッ クア ッ プに含まれるデータ を選択し、 対象と

なる NetVault Bare Metal Recovery Client へのリ ス ト アを管理し ます。

重要 ： このプ ラグイ ンは、 Plug-in Server と連携し て動作し ます。 Plug-in Live Client を使用し てバッ ク

ア ッ プする前に、 Plug-in Server を イ ンス ト ールし、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client と、

Plug-in Server がイ ンス ト ールされている NetVault Backup Server の間の接続を確認し ます。 また、 Plug-
in Live Client バッ クア ッ プのすべてのリ ス ト アを実行する場合にも、 Plug-in Server が必要にな り ます。
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Plug-in Live Client for Windows で使用

する Plug-in Server の設定
次の Plug-in Server の設定手順では環境設定を行います。 以下の ト ピ ッ クでは、 これらの手順を完了するため

に必要な手順について詳し く 説明し ます。

• Plug-in Live Client for Windows で使用する Plug-in Offline Client 起動システムの作成

• Plug-in Live Client for Windows で使用する Plug-in Server への NetVault Bare Metal Recovery Client の追

加

Plug-in Live Client for Windows で使用する

Plug-in Offline Client 起動システムの作成
Plug-in Server を使用し た初期バッ クア ッ プの要件と し て、 またすべてのリ ス ト ア操作では、 Plug-in Offline 
Client 起動システムを使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動する必要があ り ます。 こ

の最小限の OS は、 ターゲッ ト ・ マシンのハー ド ・ ド ラ イブではな く 、 メ モ リ にロー ド されます。 このプロセス

によ り、 ハー ド ・ ド ラ イブを、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト アに適し たイ ンアク テ ィ ブ （オフ ラ イ ン） 状態にし ま
す。

Plug-in Offline Client は、 書き込み可能 CD-ROM に作成し ます。 Plug-in Server では、 ク ラ イアン ト ・ マシンで

リ ス ト ア準備を行う ために使用する起動 CD-ROM を作成できます。

Plug-in Live Client for Windowsで使用するLinuxベースの起動

システムの作成
この手順を行う には以下のアイテムが必要と な り ます。

• VaultOS ISO イ メ ージ — ダウンロー ド し て入手可能

• 書き込み可能な DVD/CD ド ラ イブ

• 空の DVD/CD

• DVD/CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア

1 Quest Web サイ ト から Plug-in Offline Client をダウンロー ド し ます。

2 このフ ァ イルの名前と保存場所を メ モ し ます。 た と えば、 \home\vaultos_x86_vxxx.zip の xxx は、 ソ フ ト

ウ ェ アのバージ ョ ン番号を示し ます。

3 空の CD を書き込み可能ド ラ イブに挿入し ます。

4 「vaultos_x86_vxxx.iso」 フ ァ イルを使用し て CD 作成ソ フ ト ウ ェ アで CD を作成し ます。

この手順について詳し く は、 CD 作成ソ フ ト ウ ェ アのド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

メ モ ： Plug-in Server を使用するための設定のみが必要です。 Plug-in Live Client に関する設定は必要な

く 、 また、 設定オプシ ョ ン もあり ません。

メ モ ： この手順を開始する前に、 このマシンで実行中のアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了する こ と をお勧め
し ます。
Quest NetVault Bare Metal Recovery 12.4 ユーザーズ ・ ガイ ド      

NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Windows の使用        
51



Plug-in Live Client for Windowsで使用するWindows PEベース

の起動システムの作成
Windows システム上でこのプロセスを完了するには、 以下の条件に適合する必要があ り ます。

• Windows ADK for Windows 8 — ダウンロー ド し て入手可能

• Windows Server 2008 R2 以降のシステム

• 「NetVault Bare Metal Recovery ISO Builder for Plug-in Offline Client for Windows」フ ァ イル — Quest 
NetVault Backup イ ンス ト ール CD に含まれているか Quest Web サイ ト からダウンロー ド可能

• 書き込み可能な DVD/CD ド ラ イブ

• 空の DVD/CD

• DVD/CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア

1 以下のリ ン クから Windows ADK for Windows 8 をダウンロー ド し ます。 http://www.microsoft.com/en-
us/download/details.aspx?id=30652

2 Windows Server 2008 R2 以降のシステムに Windows ADK を イ ンス ト ールし ます。

デフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ （C:\Program Files (x86)\Windows Kits\8.0） または他のデ ィ レ ク ト リ を選択す

る こ とができます。

3 Windows ADK マシンに 「NetVault Bare Metal Recovery ISO Builder for Plug-in Offline Client for 
Windows」 フ ァ イルを解凍し ます。

この手順によ り、 「nvbmrisocreate.exe」 と 「nvbmriso.pkg.」 の 2 フ ァ イルが作成されます。

4 ISO イ メ ージを作成するパスが存在するか確認し ます。

次の手順を実行する際、 デ ィ レ ク ト リが作成されていないと、 ISO イ メ ージが作成されないこ とに注意

し て く だ さい。

5 Windows PE ISO イ メ ージを作成するには、 解凍し た 「nvbmrisocreate.exe」 フ ァ イルを含むデ ィ レ ク

ト リ に移動し、 以下のコマン ド を入力し てから、 Enter キーを押し ます。

以下のリ ス ト では、 指定可能な各オプシ ョ ンを説明し ます。

▪ /TYPE ： Plug-in Offline Client の以前のバージ ョ ンで作業し ている場合は、 WAIK と入力し ます。

6.1 以降のバージ ョ ンを使用中の場合は、 ADK と入力し ます。

▪ /PKG ： 個別にダウンロー ド し た Plug-in Offline Client .pkg フ ァ イルへのフル ・ パス と フ ァ イル名

を入力し ます。

▪ /DIR ： Windows AIK または ADK デ ィ レ ク ト リ位置までのフル ・ パスを入力し ます。

▪ /OUT ： 作成された起動可能な ISO イ メ ージまでのパスを入力し ます。

▪ /ADDDRV ： ダウンロー ド し たデバイス ・ ド ラ イバの保存先へのフル ・ パスを入力し ます。

▪ /BIT:32 ： 32 ビ ッ ト ・ バージ ョ ンの Windows PE で使用できるよ う に VaultOS の後方互換性のあ

るバージ ョ ンを作成する必要がある場合、 このオプシ ョ ンを入力し ます。

メ モ ： この手順を開始する前に、 このマシンで実行中のアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了する こ と をお勧め
し ます。

重要 ： また、 Windows ADK のイ ンス ト ール時に Microsoft .NET Framework がまだイ ンス ト ールさ

れていなければ、 同時にイ ンス ト ールされます。 .NET Framework がイ ンス ト ールされたら、 シス

テムは自動的に再起動し ます。
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例 ：

nvbmrisocreate /TYPE:ADK
/PKG:"<pathToFile>\nvbmriso.pkg"
/DIR:"C:\Program Files (x86)\Windows Kits\8.0"
/OUT:"C:\temp\bmr.iso"
/ADDDRV:"C:\Program Files\Down Load Drivers\"

6 空の CD を書き込み可能ド ラ イブに挿入し ます。

7 ステ ッ プ 5 で作成し た 「bmr.iso」 フ ァ イルを使用し て CD 作成ソ フ ト ウ ェ アで CD を作成し ます。

Plug-in Live Client for Windowsで使用する書き込み可能CDで

のVaultOSのインストール

VaultOS ISO イ メ ージによ り、 ク ラ イアン ト ・ マシンで リ ス ト ア準備を行う ために使用する起動 CD-ROM を作

成できます。 この手順は、 以下にリ ス ト されている要件を満た し ていれば、 すべてのマシンに適用可能です。

この手順を行う には以下のアイテムが必要と な り ます。

• VaultOS ISO イ メ ージ （イ ンス ト ール CD に収録されている イ メ ージまたはダウンロー ド で取得し たイ

メ ージ）

• 書き込み可能な CD ド ラ イブ

• 空の CD

• CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア

CD を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1 イ ンス ト ール ・ タ イプ （イ ンス ト ール CD 収録のフ ァ イルまたはダウンロー ド で取得し たフ ァ イル） に応

じ て、 以下のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

…\<OperatingSystem>\vaultdr\vaultos
2 「vaultos_x86_vxxx.iso」 とい う タ イ ト ルの CD イ メ ージ ・ フ ァ イルを見つけます。 xxx は、 VaultOS の

ソ フ ト ウ ェ ア･バージ ョ ンを示し ます。

イ ンス ト ール CD を使用し ている場合は、 CD イ メ ージ ・ フ ァ イルをマシンのローカル ・ ハー ド ・ ド ラ イ

ブにコ ピーし ます。 または、 このフ ァ イルへのデ ィ レ ク ト リ ・ パスを メ モ し ます。

3 空の CD を書き込み可能ド ラ イブに挿入し ます。

4 「vaultos_x86_vxxx.iso」 フ ァ イルを使用し て CD 作成ソ フ ト ウ ェ アで CD を作成し ます。

この手順について詳し く は、 CD 作成ソ フ ト ウ ェ アのド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

Plug-in Live Client for Windows で使用する

Plug-in Server への NetVault Bare Metal 
Recovery Client の追加
バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行する際に NetVault Bare Metal Recovery Client マシンに正し く アクセスする

には、 NVBMR Client マシンを Plug-in Server に追加し ます。 最初の NetVault Bare Metal Recovery Client を

NetVault Backup Server に追加し た後、 さ らに他のク ラ イアン ト を追加するには、 以下の手順を繰り返し ます。

メ モ ： この手順を開始する前に、 このマシンで実行中のアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了する こ と をお勧め
し ます。
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1 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ま

す。

2 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 NetVault Backup Server （Plug-in Server がイ ンス ト ールさ

れているサーバー） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 Plug-in Server （「VaultDR APM」 とい う ラベル付き） を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから

［ク ラ イアン ト 追加］ を選択し ます。

5 ［Bare Metal Recovery Plug-in Offline Client の追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 以下の

フ ィ ールド に値を入力し てク ラ イアン ト を追加し ます。

▪ ［ク ラ イアン ト 名］ ： 目的の NetVault Bare Metal Recovery Client の名前。 NetVault Backup がネ ッ

ト ワーク をスキャ ン し、 NetVault Bare Metal Recovery Client と し て追加可能なシステムを検索し

て表示するため、 ド ロ ッ プダウン ・ メ ニューから選択できます。

▪ ［ア ド レス］ ： 追加するマシンを示す IP ア ド レスまたは対応するネ ッ ト ワーク名のア ド レスのリ ス

ト を カ ンマで区切って入力し ます （例 ： 10.55.55.1、 Server_1、 10.55.55.2）。

▪ ［ポー ト 番号］ ： drdaemon の起動に使用されるポー ト （例 ： 15555）。 デフ ォル ト の値は 「10000」

です。

6 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト がサーバーに正常に追加される と、 メ ッ セージが表示されます。

7 すべての NetVault Bare Metal Recovery Client を追加し終えるまで、 上記の手順を繰り返し ます。

Plug-in Live Client for Windowsで使用する既存のNetVault 
Bare Metal Recovery Clientの編集

NetVault Bare Metal Recovery Client を NetVault Backup Server に追加し た後に、 必要に応じ て追加時に行った

設定を編集する こ とができます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 NetVault Backup Server （Plug-in Server がイ ンス ト ールさ

れているサーバー） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 VaultDR APM とい う ラベル付きの Plug-in Server アイ コ ンを展開するには、 これをダブルク リ ッ ク し ま

す。

5 目的の NetVault Bare Metal Recovery ク ラ イアン ト を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［ク

ラ イアン ト の編集］ を選択し ます。

6 ［Bare Metal Recovery Plug-in Offline Client の編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 以下の

フ ィ ールド で値を更新し ます。

▪ ［ク ラ イアン ト 名］ ： このフ ィ ールド には、 選択し たク ラ イアン ト に設定されている名前が表示さ
れます。 変更し た場合、 この NetVault Bare Metal Recovery Client は変更後の名前で NetVault 
Backup に表示されます。

▪ ［ア ド レス］ ： このフ ィ ールド には、 このク ラ イアン ト に設定されている IP ア ド レスが表示されま

す。 この値を完全に変更し た り、 他のア ド レスを追加する こ とができます。 ア ド レスを追加する
場合は、 カ ンマで区切って入力し ます。

重要 ： ［ク ラ イアン ト 名］ は、 NetVault Bare Metal Recovery Client マシンに表示される

NetVault Bare Metal Recovery Client 名と同一である必要があ り ます。 ［ク ラ イアン ト 名］ が

同一でない場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗する可能性があ り ます。
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▪ ［ポー ト 番号］ ： このポー ト は drdaemon の起動に使用し ます （例 ： 15555）。 デフ ォル ト の値は

「10000」 です。

7 変更を保存し、 このダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Windowsでの使用からのNetVault Bare 
Metal Recovery Clientの削除

以前に追加された NetVault Bare Metal Recovery Client を NetVault Backup Server から削除する必要がある場合

には、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 NetVault Backup Server （Plug-in Server がイ ンス ト ールさ

れているサーバー） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 「VaultDR APM」 とい う ラベル付きの Plug-in Server を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［ク

ラ イアン ト の削除］ を選択し ます。

5 確認用のダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Windows の

イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール
Plug-in Server が NetVault Backup Server にイ ンス ト ールされている必要があ り ます。 これは、 ［ク ラ イアン ト

管理］ ページから実行できます。

• Plug-in Live Client for Windows で使用する Plug-in Server のイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• Plug-in Live Client for Windows で使用する Plug-in Live Client の追加

• Plug-in Live Client for Windows で使用する Plug-in Live Client のイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• Windows Server 2008 以降での Plug-in Live Client のア ッ プグレー ド

• Plug-in Live Client for Windows のアン イ ンス ト ール
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Plug-in Live Client for Windows で使用する

Plug-in Server のイ ンス ト ールまたはア ッ プグ

レー ド
Plug-in Live Client を イ ンス ト ールする前に、 Plug-in Server を イ ンス ト ールし ます。 Plug-in Server を イ ンス

ト ールする前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ アのサーバ ・ バージ ョ ンが 1 つ以上のマシンにイ ンス ト ールされている こ

と。

• NetVault Bare Metal Recovery Client マシン （バッ クア ッ プやリ ス ト アの対象） に、 サポー ト されている

Windows OS がイ ンス ト ールされている こ と。

1 NetVault Backup Server と し て機能するマシンで、 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管

理］ ページにアクセス し ます。

▪ ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックします。

b ［NetVault設定ウィザード］ページで、［プラグインのインストール］をクリックします。

c 次のページで、利用可能なクライアントを選択します。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［クライアント管理］をクリックします。

b ［クライアント管理］ページで、NetVault Backup Serverがあるマシンを選択して、［管理］

をクリックします。

c ［クライアント表示］ページで、［プラグインのインストール］ボタン（ ）をクリックし

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ま

す。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはオペレーテ ィ ング ・ システムによ って

異な り ます。

3 drc-x-x-x-x.npk とい う名前のフ ァ イル （xxxx はバージ ョ ン番号およびプ ラ ッ ト フ ォームを示し ます） を

選択し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： Plug-in Server が正常に動作するためには関連するすべてのコ ンポーネン ト が適切なバージ ョ ンであ

る必要があり ます。 つま り、 Plug-in Server のバージ ョ ン 「X」 はそれに適し たバージ ョ ンの Plug-in Live 
Client でのみ動作し ます。 サポー ト されているバージ ョ ンについての詳細は、 『Quest NetVault Backup 互

換性ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の OS と プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を 1 つのみ選択できます。

重要 ： Quest NetVault Backup イ ンス ト ール CD を使用し てプ ラグイ ンを UNIX システムにイ ンス

ト ールする場合、 デ ィ スクにアクセスするために CD ド ラ イブをマウン ト する必要がある場合があ

り ます。 この手順の実行方法については、 オペレーテ ィ ング ・ システムのド キュ メ ン ト を参照し て
く だ さい。 NetVault Bare Metal Recovery の他のイ ンス ト ール手順でフ ァ イル ・ アクセスが必要な

場合も、 同様にマウン ト する必要があり ます。
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4 イ ンス ト ールを開始するには、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

Plug-in Live Client for Windows で使用する

Plug-in Live Client の追加
Plug-in Server を NetVault Backup Server にイ ンス ト ールし たら、 次に Plug-in Live Client を使用し てバッ ク

ア ッ プする ク ラ イアン ト ・ マシンを追加し ます。 この手順は、 NetVault Backup Server の NetVault Backup 
WebUI にある ［ク ラ イアン ト 管理］ ページを使用し て実行し ます。 このウ ィ ン ド ウを使用し てク ラ イアン ト を

NetVault Backup Server に追加する手順についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

目的のク ラ イアン ト を追加し た後に、 NetVault Backup Server から リ モー ト でアクセス し て、 Plug-in Live Client
を イ ンス ト ールできます。

Plug-in Live Client for Windows で使用する

Plug-in Live Client のイ ンス ト ールまたはア ッ プ

グレー ド
Plug-in Live Client は、 Plug-in Live Client の機能を使用する NetVault Backup 異機種混合ク ラ イアン ト それぞれ

にイ ンス ト ールし て く だ さい。 つま り、 Plug-in Live Client を使用し て リ モー ト の NetVault Backup 異機種混合ク

ラ イアン ト をバッ クア ッ プする場合、 そのク ラ イアン ト にこのプ ラグイ ンを イ ンス ト ールする必要があ り ます。

Plug-in Live Client を イ ンス ト ールする前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 少な く と も ク ラ イアン ト ・ バージ ョ ンの NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする こ と。

• ク ラ イアン ト ・ マシン （バッ クア ッ プやリ ス ト アの対象） で、 サポー ト されている Windows プラ ッ ト

フ ォームが実行されている こ と。 Plug-in Live Client でサポー ト されている Windows プ ラ ッ ト フ ォームに

ついての詳細は、 『Quest NetVault Backup 互換性ガイ ド』 を参照し て く ださい。

• ハー ド ・ ド ラ イブに使用可能な約 10 ～ 20％の空き容量がある こ と。

• Plug-in Server を NetVault Backup サーバにイ ンス ト ールする必要があり ます。

• NetVault Bare Metal Recovery Client と し て使用するシステムが、 Plug-in Live Client for Windows で使用

する Plug-in Live Client の追加の手順に従って ［ク ラ イアン ト 管理］ ページから NetVault Backup Server
に追加されている こ と。

1 NetVault Backup Server と し て機能するマシンで、 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管

理］ ページにアクセス し ます。

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の OS と プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を 1 つのみ選択できます。
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▪ ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックします。

b ［NetVault設定ウィザード］ページで、［プラグインのインストール］をクリックします。

c 次のページで、利用可能なクライアント（Plug-in Live Client for Windowsで使用するPlug-in 
Live Clientの追加に追加された1つ以上のクライアント）を選択します。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［クライアント管理］をクリックします。

b ［クライアント管理］ページで、利用可能なクライアント（Plug-in Live Client for Windows
で使用するPlug-in Live Clientの追加で追加されたいずれかのクライアント）を選択し、

［管理］をクリックします。

c ［クライアント表示］ページで、［プラグインのインストール］ボタン（ ）をクリックし

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ま

す。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはオペレーテ ィ ング ・ システムによ って

異な り ます。

3 drw-x-x-x-x.npk とい う名前のフ ァ イル （xxxx はバージ ョ ン番号およびプ ラ ッ ト フ ォームを示し ます）

を選択し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

Windows Server 2008 以降での Plug-in Live 
Client のア ッ プグレー ド

1 前バージ ョ ンの Plug-in Live Client for Windows をアン イ ンス ト ールし ます。 詳細は、 Plug-in Live Client 
for Windows のアン イ ンス ト ールを参照し て く だ さい。

2 Plug-in Live Client for Windows を イ ンス ト ールし ます。 詳細は、 Plug-in Live Client for Windows で使用す

る Plug-in Live Client のイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド を参照し て く だ さい。

Plug-in Live Client for Windows のアン イ ンス

ト ール
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能な NetVault Backup 異種機混合ク ラ イアン ト を選択し、 ［管理］

を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ で、 アン イ ンス ト ールするプ ラグイ ン

（Plug-in Live Client for Windows など） を選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ）

を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： ア ッ プグレー ド し た後、 バッ クア ッ プ / リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを再作成し ます。
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Plug-in Live Client for Windows を使用

し たデータのバッ クア ッ プ
対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client のバッ クア ッ プ手順は、 以下の 2 つの手順で構成されます。 以

下の ト ピ ッ クでは、 Plug-in Live Client によるバッ クア ッ プ ・ プロセスの両方の手順について説明し ます。

• Plug-in Live Client for Windows を使用し てデータ をバッ クア ッ プするための前提条件

• Plug-in Live Client for Windows で使用する Windows Server 2008 以降を使用し たデータのオン ラ イ ン ・

バッ クア ッ プ

Plug-in Live Client for Windows を使用し て

データ をバッ クア ッ プするための前提条件
この ト ピ ッ クでは、 Plug-in Live Client を使用し てバッ クア ッ プを実行する前に必要な前提条件手順について説

明し ます。

Plug-in Live Client for Windows でバッ クア ッ プを実行し た場合、 次のよ う な制約があ り ます。

• ダイナ ミ ッ ク ・ デ ィ スクのバッ クア ッ プはサポー ト されません。

• Active Directory のバッ クア ッ プはサポー ト されません。

• Plug-in Live Client は、 バッ クア ッ プ中に必要な VMware ド ラ イバをチ ェ ッ ク し ます。 必要な ド ラ イバが

見つからない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブは警告付きで完了し ます。 VMDK イ メ ージへのリ カバリ を目

的と し ない場合、 VMware ド ラ イバは特に必要ではな く 、 警告メ ッ セージも無視し てかまいません。

▪ この設定フ ァ イルを更新するには、 以下の手順に従います。

a 「nvdrw.cfg」ファイルを見つけて、テキスト・エディタで開きます。

このフ ァ イルは、 「\\NetVault Backup\config\」 デ ィ レ ク ト リ に配置されています。 フ ァ イ

ルが存在し ない場合は、 新規に作成し てもかまいません。

b 以下のセクションを追加します。

[VM Option]
CheckVmDriver=FALSE

c ファイルを保存して閉じます。

▪ 必要な VMware デバイス ・ ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います。

a Quest WebサイトからVMwareドライバをダウンロードします。

b 必要なデバイス・ドライバ（例：vm_lsi_2008.inf）を物理マシンにコピーします。

c 物理マシンに必要なデバイス・ドライバをインストールするには、物理マシン上でファイ
ルを特定します。

d 右クリックし、メニューから［インストール］を選択します。

e ［ハードウェアのインストール］警告メッセージが表示されたら、［続行］をクリックしま
す。

f システムを再起動して、新規設定を有効にします。

メ モ ： VMDK イ メ ージのリ カバリ については、 SCSI ド ラ イバに限りサポー ト されていま

す。
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• ボリ ュームへのシャ ド ウ ・ コ ピー用に割り当てられた空き容量が十分でない場合、 バッ クア ッ プを実行
する と最も古いシャ ド ウ･コ ピーが失われる可能性があ り ます。 シャ ド ウ ・ コ ピーと その実装方法につい
ての詳細は、 以下の MSDN ラ イブ ラ リ ・ ページを参照し て く だ さい。 http://msdn.microsoft.com/en-
us/library/bb968832(VS.85).aspx

• シャ ド ウ ・ コ ピー用に空き容量を割り当てる手順についての詳細は、 以下の TechNet 技術情報を参照し

て く だ さい。 http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc786104.aspx

Plug-in Live Client for Windowsで使用するPlug-in Serverへ
のアクセスを確認する
Plug-in Live Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client のアクテ ィ ブ ・ バッ クア ッ プを実

行する前に Plug-in Offline Client で NetVault Bare Metal Recovery Client を起動できる こ と、 また Client が Plug-
in Server にアクセスできる こ と を確認し ます。 この手順は、 リ ス ト アの実行時に対象と なる NetVault Bare 
Metal Recovery Client がアクセス可能かど うかを確認する場合にも実行し ます。 以下の点に注意し ます。

• この確認手順を実行し ないと、 Plug-in Live Client を使用し て作成し たバッ クア ッ プを リ ス ト アできな く

なる場合があり ます。

• この手順は、 後でネ ッ ト ワーク ・ ハー ド ウ ェ アが変更されない限り、 対象と なる NetVault Bare Metal 
Recovery Client に対し て 1 回のみ実行し ます。 ハー ド ウ ェ アを変更し た場合は、 これらの手順を再度実

行する必要があり ます。

• この手順は、 Plug-in Live Client を使用し てバッ クア ッ プする NetVault Bare Metal Recovery Client ご とに

実行する必要があり ます。

パート1：Plug-in Offline Clientを使用したNetVault Bare Metal Recovery Client
の起動

バッ クア ッ プ準備のため、 Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起

動し ます。 起動ルーチンを完了する方法については、 Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal 
Recovery Client の起動のすべての手順を参照し て く だ さい。

パート2：NetVault Bare Metal Recovery Clientに対するアクセスの確認

1 Plug-in Offline Client を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し たら （「Plug-in Offline 
Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動」 で概説）、 NetVault Backup Server にアク

セス し て NetVault Backup WebUI を起動し ます。

2 NetVault Backup ［バッ クア ッ プ］ ウ ィ ン ド ウにアクセス し て、 NetVault Backup Server （Plug-in 
Server が含まれているシステム） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

3 Plug-in Server をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 プ ラグイ ンの下に表示された適切な NetVault Bare Metal Recovery Client をダブルク リ ッ ク し て開きま

す。

その結果、 以下のいずれかにな り ます。

▪ システム ・ デ ィ スクが表示される ： 選択可能なデ ィ スクが表示された場合、 NetVault Bare Metal 
Recovery Client はアクセス可能です。

▪ エラー ・ メ ッ セージが表示される ： 「Failed to connect to client （ク ラ イアン ト に接続できません

で し た）」 とい う メ ッ セージのダイアログ ・ ボ ッ クスが表示された場合、 NetVault Bare Metal 
Recovery Client にアクセスできません。 多 く の原因が考えられますが、 最も一般的な原因は、

Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal Recovery Client の起動時にネ ッ ト ワーク ・

ハー ド ウ ェ アが正し く 設定されなかったこ と です。Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare 
Metal Recovery Client の起動の手順に従い、 Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault 
Bare Metal Recovery Client を再起動し、 使用されているネ ッ ト ワーク関連の値が正しいこ と を確

認する必要があり ます。
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Plug-in Live Client for Windowsで使用するディスク・ジオメ

トリおよびデバイス・サイズの検証
Plug-in Live Client では、 選択し たシステムのデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ を表示する こ とができます。 Quest では、

Plug-in Live Client を使用し てシステムをバッ クア ッ プする前にこの情報を メ モする こ と をお勧めし ます。 事前

にバッ クア ッ プ し たデータ を リ ス ト アする際、 この情報を考慮し ないと リ ス ト アに失敗する可能性があ り ます。

1 NetVault Backup Server から、 NetVault Backup WebUI を起動し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

4 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 Plug-in Live Client を含むク ラ イアン ト をダブルク リ ッ ク し

て開きます。

5 Plug-in Live Client をダブルク リ ッ ク し て開きます。

6 プ ラグイ ンの下に表示された該当する NetVault Bare Metal Recovery Client をダブルク リ ッ ク し、 そのク

ラ イアン ト に格納されているデ ィ スク を表示し ます。

7 デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ を識別するには、 目的のデ ィ スク を ク リ ッ ク し てコ ンテキス ト ・ メ ニューから
［デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ］ を選択し ます。

［デバイス ・ ジオ メ ト リ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスには、 選択し たデ ィ スクに関する、 さ まざまなアイテム
のサイズや量が表示されます。

8 この情報を メ モ し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Windows で使用する

Windows Server 2008 以降を使用し たデータの

オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ
前の ト ピ ッ クで説明し たよ う に、 Plug-in Live Client は、 システム全体のバッ クア ッ プ と システムに含まれる個

別のパーテ ィ シ ョ ンのバッ クア ッ プを、 オン ラ イ ンでアク テ ィ ブの状態のまま実行する こ とができます。

次の ト ピ ッ クでは、 Plug-in Live Client を使用し てバッ クア ッ プを正し く 実行する手順について説明し ます。

• Windows Server 2008 以降を使用する Plug-in Live Client for Windows を使用するバッ クア ッ プの対象

データの選択

• Windows Server 2008 以降を使用する Plug-in Live Client for Windows を使用するバッ クア ッ プのバッ ク

ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• Windows Server 2008 以降を使用する Plug-in Live Client for Windows を使用するバッ クア ッ プのジ ョ ブ

のフ ァ イナラ イズと実行

Windows Server 2008以降を使用するPlug-in Live Client for 
Windowsを使用するバックアップの対象データの選択

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ と DR イ メ ージを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ ク

ア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用す
る必要があり ます。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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1 NetVault Backup Server で稼働し ている NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ

クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ
とはできません。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40
文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

4 DR バッ クア ッ プのターゲッ ト と し て機能する NetVault Backup Client （つま り、 Plug-in Live Client for 
Windows のイ ンス ト ールを含むマシン） をダブルク リ ッ ク し て、 開きます。

5 イ ンス ト ールされたプ ラグイ ンのリ ス ト で、 バッ クア ッ プする ク ラ イアン ト をダブルク リ ッ ク し ます
（例 ： Plug-in Live Client がイ ンス ト ールされている ク ラ イアン ト ）。

6 Plug-in Live Client を開いてク ラ イアン ト ・ システム上のハー ド ・ デ ィ スク を表示するには、 Plug-in Live 
Client をダブルク リ ッ ク し ます。

7 以下のいずれかを選択し ます。

▪ デ ィ スク全体をバッ クア ッ プするよ う に選択するには、 デ ィ スク ・ タ イ ト ル左のボ ッ クスを ク
リ ッ ク し ます。

▪ 特定のアイテムを選択するには、 デ ィ スク をダブルク リ ッ ク し て開きます。 各パーテ ィ シ ョ ンが
表示され、 選択できる状態にな り ます。 各パーテ ィ シ ョ ンについて、 パーテ ィ シ ョ ン番号、 割り
当てられている ド ラ イブ （C:、 D: など）、 フ ァ イル ・ システム （NTFS、 HPFS など） などの情報

が表示されます。 次にバッ クア ッ プするアイテムを選択し ます。 選択し たアイテムには緑色の
チ ェ ッ ク ・ マーク、 選択解除し たアイテムには空白、 除外アイテムには赤の × がそれぞれ表示さ

れます。

8 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

Windows Server 2008以降を使用するPlug-in Live Client for 
Windowsを使用するバックアップのバックアップ・オプション

の設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成が含まれています。

1 Windows Server 2008 以降を使用し ていて、 パーテ ィ シ ョ ン上で使用中のブロ ッ クだけのバッ クア ッ プ

を行わない場合、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の横にある を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NTFS パーテ ィ シ ョ ンの使用ブロ ッ クのみをバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンを選択解除し ます。

このオプシ ョ ンによ り、 パーテ ィ シ ョ ンの使用ブロ ッ クのみをバッ クア ッ プする こ とができ、 これによ
りかな りの時間と スペースが節約できます。 た と えば、 「C:」 ド ラ イブのサイズが 10 GB のマシンで、 6 
GB が使用されている場合、 このオプシ ョ ンを選択する と、 実際に使用されている この 6 GB のみがバッ

クア ッ プ されます。 ［NTFS パーテ ィ シ ョ ンの使用ブロ ッ クのみをバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンは、 デフ ォ

ル ト で選択されています。 このオプシ ョ ンを選択し ない場合、 バッ クア ッ プ ・ データ と NTFS ボ リ ュー

ムのサイズに誤差 （4 K 程度） がバイナ リ ・ ログに記録される場合があ り ますが、 これは意図的なもので

あり、 リ ス ト アに影響する こ とはあり ません。
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3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

4 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

Windows Server 2008以降を使用するPlug-in Live Client for 
Windowsを使用するバックアップのジョブのファイナライズと

実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン
設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれてい
ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、

『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト ： すでに作成および保存し ているジ ョ ブを実行するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで
［ジ ョ ブ定義管理］ を選択し、 目的のジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 以下の事項に注意する必要があ り ます。

• Plug-in Live Client によるシステムのバッ クア ッ プを実行する際に、 システムのハー ド ・ デ ィ ス

クに空き容量がほとんどないと、 バッ クア ッ プが失敗する場合があ り ます。 このプ ラグイ ンは、
データ を同期するために、 ローカル ・ システムのハー ド ・ デ ィ スクの一部を使用し ます。 デー
タ を同期するのに十分な空き容量がないと、 バッ クア ッ プが失敗し ます。

• Windows Server 2008 以降のク ラ イアン ト では、 同一サーバーの 2 つのク ラ イアン ト で同時に

バッ クア ッ プを起動するなど、 同時に 2 つのバッ クア ッ プ ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト を取る こ とがで

きません。 これはシャ ド ウ ・ コ ピーが連続し て作成されるためで、 VSS （ボリ ューム ・ シャ ド

ウ ・ コ ピー ・ サービス） の既知の制約にな り ます。

• このプ ラグイ ンを使ってパーテ ィ シ ョ ン （全体または一部） をバッ クア ッ プする と、 マス ター ・
ブー ト ・ レ コー ド （MBR） とパーテ ィ シ ョ ン ・ テーブルの 2 つのアイテムが自動的にバッ ク

ア ッ プ されます。

• Plug-in Live Client は、 複数ラ イブラ リ をスパニングする DR バッ クア ッ プをサポー ト し ていま

せん。 複数ラ イブ ラ リ をスパニングするバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを リ ス ト ア し よ う と し ても失敗
に終わり ます。
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Plug-in Offline Client を使用し た

NetVault Bare Metal Recovery Client の

起動
Plug-in Live Client を使用し てバッ クア ッ プを実行する際に、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client
を、 ユーザーが引き続き使用可能なアク テ ィ ブ （つま り、 オン ラ イ ン） の状態に保つこ とができます。 ただ し、
Plug-in Live Client に関連する さ まざまなオペレーシ ョ ンでは、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client
をオフ ラ イ ンにし、 NetVault Backup Server からアクセスできるよ う にする必要があり ます。 このプロセスには

以下の操作が含まれます。

• Plug-in Server へのアクセスを確認する

• すべてのリ ス ト ア操作

対象と なる VaultDR システムを このオフ ラ イ ン状態にするには、 Plug-in Offline Client を使用し て、 最小限の OS
を対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client のメ モ リ にロー ド し ます。 Plug-in Offline Client 起動ルーチン

は、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client にイ ンス ト ールされたネ ッ ト ワーク ・ デバイスの設定を伴

います （デバイスを使用し てシステムへアクセスできるよ う にシステムの NIC/SCSI カー ドのド ラ イバ ・ ソ フ ト

ウ ェ アを メ モ リ にロー ド し ます）。 この起動ルーチンは、 使用し ている Plug-in Offline Client のバージ ョ ンによ っ

て異な り ます。

Plug-in Offline Client を使用し た起動
この手順は、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client にイ ンス ト ールされたネ ッ ト ワーク ・ デバイスの

設定を伴います （デバイスを使用し てシステムへアクセスできるよ う にシステムの NIC/SCSI カー ドのド ラ イ

バ ・ ソ フ ト ウ ェ アを メ モ リ にロー ド し ます）。

NetVault Bare Metal Recovery Clientのネットワーク情報の収集

最初の手順では、 起動ルーチンで使用するネ ッ ト ワーク関連情報を NetVault Bare Metal Recovery Client から収

集し ます （例 ： NIC および SCSI イ ン ターフ ェ イスの値）。 この要件には以下の値が含まれます。

• IP ア ド レス

• ネ ッ ト ワーク ・ マスク

• ゲー ト ウ ェ イ

これらのネ ッ ト ワーク値をすべて取得するには、 以下の手順に従います。

1 Windows ベースの NetVault Bare Metal Recovery Client にローカルでログイ ン し て、 コマン ド ・ プロンプ

ト ・ セ ッ シ ョ ンを開始し ます。

2 プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

ipconfig

重要 ： この手順を開始する前に、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client の起動順序を確認し ま

す。 この手順を正常に実行するには、 マシンの CD ド ラ イブを最初の起動ソースに設定する必要があ り ま

す。

重要 ： 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client に複数の NIC/SCSI デバイスが設定されている場

合、 Quest では、 各デバイスについて上記の情報を収集する こ と をお勧めし ます。 Plug-in Offline Client 起

動ルーチンでは、 これらのデバイスをすべて認識し、 この情報を使用し て各デバイスを個別に設定する必
要があり ます （実際には使用上、 正し く 設定する必要があるデバイスは 1 つのみです）。
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3 表示される内容のう ち、 IP ア ド レス、 サブネ ッ ト ・ マスク （ネ ッ ト ワーク ・ マスク）、 およびデフ ォル

ト ・ ゲー ト ウ ェ イの値を メ モ し ます。

LinuxベースのPlug-in Offline Clientを使用したNetVault Bare 
Metal Recovery Clientの起動

関連するネ ッ ト ワーク情報をすべて メ モ し たら、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動できま

す。

1 NetVault Bare Metal Recovery Client の電源を切り、 VaultOS CD を挿入し ます （USB ポー ト で接続され

ている場合、 ポー ト で 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する必要があ り ます）。

再起動する と、 約 5 秒後に起動プロンプ ト が表示されます。

2 Enter キーを押すとすぐにシーケンスが開始されます。

各種アプ リ ケーシ ョ ンがシステム ・ メ モ リ にロー ド される際に一連のダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され
ます。 最初のロー ド ・ シーケンスには数分かかる こ とがあ り ます。 その間、 画面には何も表示されませ
ん。

デフ ォル ト では、 IPv4 および IPv6 の設定に DHCP が使用されます。 ネ ッ ト ワーク設定を変更する場合

は、 次の手順を完了し て く だ さい。

a デスク ト ッ プ上にある NetCFG アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

b ［ネ ッ ト ワーク接続］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら変更する接続を選択し、 ［編集］ を ク
リ ッ ク し ます。

c ［Ipv4 設定］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［方法］ リ ス ト で ［手動］ タ ブを選択し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し

て、 IP、 ネ ッ ト マスク、 ゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レスを該当する フ ィ ールド に入力し ます。 ［DNS
サーバー］ フ ィ ールドは空白のままにし ます。

d ［Ipv6 設定］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［方法］ リ ス ト で ［手動］ タ ブを選択し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し

て、 IP、 プレ フ ィ ッ クス、 ゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レスを該当する フ ィ ールド に入力し ます。 ［DNS
サーバー］ フ ィ ールドは空白のままにし ます。

e 完了し たら、 ［保存］ を ク リ ッ ク し て ［ネ ッ ト ワーク接続］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに戻り、 ［閉じ
る］ を ク リ ッ ク し し ます。

これで、 ク ラ イアン ト でバッ クア ッ プまたはリ ス ト アの準備が整います。

Windows PEベースPlug-in Offline Clientを使用したNetVault 
Bare Metal Recovery Clientの起動

関連するネ ッ ト ワーク情報をすべて メ モ し たら、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動できま

す。 標準の Plug-in Offline Client CD を使用し て起動するには以下の手順に従います。

1 NetVault Bare Metal Recovery Client の電源を切り、 Plug-in Offline Client CD を挿入し ます （USB ポー ト

で接続されている場合、 ポー ト で 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する必要があ り ます）。

再起動する と、 NetVault Bare Metal Recovery イ ン ターフ ェ イスが表示されます。

2 ［BMR Network Configuration］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し

ます。

▪ ［Use DHCP］ （推奨） ： ネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イスの設定に DHCP （動的ホス ト 設定プロ ト

コル） を使用するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

重要 ： バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア操作中に使用できるネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イスは
1 つだけです。
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▪ ［Use Static IP Address］ ： 特定の IP ア ド レスを入力するには、 このオプシ ョ ンを選択し てから

［IP Address］、 ［Subnet Mask］、 および ［Default Gateway］ フ ィ ールド にア ド レスを入力し ま

す。

3 設定情報を送信するには、 ［Config］ を ク リ ッ ク し ます。 確認メ ッ セージが表示されたら ［OK］ を ク

リ ッ ク し ます。

4 ［BMR Network Configuration］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ て NetVault Bare Metal Recovery Agent
を起動するには、 ［Exit］ を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク設定が完了する と、 エージ ェ ン ト が起動し初期化プロセスが完了し ます。 これで、 NetVault 
Bare Metal Recovery Client でのバッ クア ッ プまたはリ ス ト アの準備が整いま し た。

Run コマン ド を実行する際、 ［Run］ ボタ ンの前に位置する ド ロ ッ プダウン ・ リ ス ト を利用し て NetVault 
Bare Metal Recovery GUI に関する情報を出力する こ とができます。

さ らに、 テキス ト ・ ウ ィ ン ド ウに表示される情報は、 「x:\questbmr\bmr_gui.log」 フ ァ イルに自動でエ

クスポー ト されます。

Plug-in Live Client for Windows を使用

し たデータの復元
Plug-in Live Client を使用し てバッ クア ッ プ されたデータのリ ス ト アは、 Plug-in Server で処理されます。 Plug-
in Live Client を使用し て実行し たバッ クア ッ プは、 NetVault Backup WebUI の ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］

ページで Plug-in Server ノ ー ド （VaultDR APM のラベルが付けられた ノ ー ド） の下に表示されます。

次の ト ピ ッ クでは、 Plug-in Live Client バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要な手順すべてについて説明し ます。

• Plug-in Live Client for Windows を使用し た物理マシンへの復元

• Plug-in Live Client for Windows を使用し て VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元

Plug-in Live Client for Windows を使用し た物理

マシンへの復元
次の ト ピ ッ クでは、 Plug-in Live Client バッ クア ッ プを、 バッ クア ッ プに使用されたマシン と同じハー ド ウェ ア

構成を持つ物理マシンにリ カバリするのに必要な手順について説明し ます。

Plug-in Live Client for Windowsを使用した物理マシンへの復元

の前提条件
Plug-in Live Client バッ クア ッ プのリ ス ト ア手順は、 慎重に進める必要がある作業です。 リ ス ト アの設定および

実行の前に、 以下のセクシ ョ ンに示し た前提条件を満たす必要があ り ます。

重要 ： リ ス ト アによ って ターゲッ ト された OS のデ ィ スク ・ ジオ メ ト リは、 バッ クア ッ プ されたソース

OS のジオ メ ト リ と必ず一致する必要があり ます。 た と えば、 ソースの ト ラ ッ クでは 32 セク タが使用さ

れ、 ターゲッ ト の ト ラ ッ クでは 63 セク タが使用されているため一致し ない場合、 システムの起動時にエ

ラーが発生し ます。
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BitLockerボリューム

Windows Server 2008 以降のク ラ イアン ト で、 BitLocker を使用し て暗号化し たボ リ ュームは、 リ ス ト ア後に暗

号化が解除されます。 BitLocker を使用し ている場合、 マシンを リ ス ト ア し た際に再度、 暗号化を有効にし ます。

シャドウ・コピー

Windows は VSS の既存のスナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て、 Windows Server 2008 以降にシャ ド ウ ・ コ ピーを実装

し ます。 リ ス ト アする と、 それらのシャ ド ウ ・ コ ピーは Windows から正し く 認識されません。 そ う し たシャ ド

ウ ・ コ ピーはシステムには認識されず、 デ ィ スクの空き容量を消費し ます。

Microsoft では、 シャ ド ウ ・ コ ピーのバッ クア ッ プを推奨し ていません。 しかし、 Plug-in Live Client はブロ ッ

ク ・ レベルでのバッ クア ッ プを行う ため、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ フ ァ イルを除外し てバッ クア ッ プできません。 リ
カバリ し たボリ ュームでスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ フ ァ イルを手動で削除し、 シャ ド ウ ・ コ ピーを再度有効にし ます。

シャ ド ウ ・ コ ピーの削除手順についての詳細は、 以下の TechNet 技術情報を参照し て く だ さい。
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc776119.aspx

シャ ド ウ ・ コ ピーの有効化の手順についての詳細は、 以下の TechNet 技術情報を参照し て く だ さい。
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc776483.aspx

さ らに、 Quest では、 シャ ド ウ ・ コ ピーに割り当てる容量を 300 MB に制限する こ と を推奨し ます。 この手順に

よ り、 キャ ッ シュ ・ フ ァ イルが削除されます。 あるいは、 シャ ド ウ ・ コ ピーを無効にし ます。

Microsoft が推奨するシャ ド ウ ・ コ ピーの実施例の詳細については、 次のリ ン ク を参照し て く だ さい。
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc753975.aspx

Windowsディスク管理

Windows Server 2008 以降では、 リ ス ト ア後、 新規に検出されたパーテ ィ シ ョ ンに自動で ド ラ イブ ・ レ ターを割

り当てます。 この動作は、 diskpart.exe コマン ド を使用し て制御する こ とが可能です。 詳細は、

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc773140.aspx を参照し て く だ さい。

デバイス・ファイル名の一致

NetVault Bare Metal Recovery Client 上のターゲッ ト ・ デバイス名 （Disk 0 （IDE） など） がバッ クア ッ プ時の名

前と一致し ている必要があり ます。

Plug-in Offline Clientを使用したNetVault Bare Metal Recovery Clientの起動

Plug-in Offline Client を使用し て対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し、 DR イ メ ージのリ ス

ト ア準備を行います。 起動ルーチンを完了するには、 Plug-in Offline Client を使用し た NetVault Bare Metal 
Recovery Client の起動の手順を実行し ます。

デバイス・サイズとディスク・ジオメトリ情報を収集してメモする

リ ス ト アが正常に完了するよ う に、 Plug-in Live Client for Windows で使用するデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ およびデバ

イス ・ サイズの検証で メ モ し た情報を手元に用意し、 いつでも参照できるよ う にし て く だ さい。 この情報によ
り、 正しいデータのバッ クア ッ プを確実に実行する こ とができます。

対象となるNetVault Bare Metal Recovery Clientへのアクセスの確認

リ ス ト ア先の NetVault Bare Metal Recovery Client マシンが Plug-in Server にアクセス可能である必要があ り ま

す。 以下の ト ピ ッ クでは、 この確認手順について説明し ます。

1 Plug-in Offline Client を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し たら、 NetVault Backup 
Server にアクセス し て NetVault Backup WebUI を起動し ます。

メ モ ： リ ス ト アの対象と なるマシンがバッ クア ッ プ元のマシン と同じハー ド ウ ェ ア設定である こ と をお勧
めし ます。
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2 ［NetVault Backup バッ クア ッ プ］ ウ ィ ン ド ウにアクセス し、 目的のク ラ イアン ト ・ マシンが NetVault 
Bare Metal Recovery Client と し て追加されている こ と を確認し ます。

a Plug-in Server を開き、 追加済みのク ラ イアン ト を表示し ます。

b 利用可能な NetVault Bare Metal Recovery Client に移動し て、 ク ラ イアン ト 名を右ク リ ッ ク し、 メ

ニューから ［編集］ を選択し ます。

c ［Bare Metal Recovery Client の編集］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 データ を確認し、

必要に応じ て変更し ます。

d NetVault Bare Metal Recovery Client が正し く 追加されている場合は、 次の ト ピ ッ ク Plug-in Live 
Client for Windows を使用し てデータ を復元するための復元手順に進みます。 それ以外の場合は、

以下の手順を実行し ます。

3 目的の NetVault Bare Metal Recovery Client を追加し ます。

この手順について詳し く は、 Plug-in Live Client for Windows で使用する Plug-in Server への NetVault 
Bare Metal Recovery Client の追加を参照し て く ださい。

4 Plug-in Server の ［NetVault Backup バッ クア ッ プ］ ウ ィ ン ド ウを閉じ、 Plug-in Live Client for Windows
を使用し てデータ を復元するための復元手順 ト ピ ッ クに進みます。

Plug-in Live Client for Windowsを使用してデータを復元するため

の復元手順
次の ト ピ ッ クでは、 物理マシンに Plug-in Live Client バッ クア ッ プを リ ス ト アする方法について説明し ます。

• Plug-in Live Client for Windows を使用し た復元の対象データの選択

• Plug-in Live Client for Windows を使用し てデータ を復元するための復元オプシ ョ ンの設定

• Plug-in Live Client for Windows を使用し たデータのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

Plug-in Live Client for Windowsを使用した復元の対象データの選択

1 Plug-in Offline Client を使用し て NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し たら、 NetVault Backup 
Server にアクセス し て NetVault Backup WebUI を起動し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Server］ を選択し ます。

4 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

5 セーブセ ッ ト の表で、 該当する ク ラ イアン ト を見つけ、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

6 以前にバッ クア ッ プ し た NetVault Bare Metal Recovery Client マシンが表示されます。 そのク ラ イアン

ト ・ マシンをダブルク リ ッ ク し て開き、 バッ クア ッ プ し たデ ィ スク を表示し ます。

7 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページに利用可能な各デ ィ スクが表示されます。 目的のデ ィ スクの左に表
示されているボ ッ クスを ク リ ッ ク し て、 リ ス ト ア対象と し て選択し ます。
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各デ ィ スク を展開し て、 その内容を表示する こ と もできます。 目的のデ ィ スク を開 く には、 それをダブ
ルク リ ッ ク し ます。 デ ィ スク を展開し、 リ ス ト アする個別のアイテムを選択できます。 以下のアイテム
を選択し て リ ス ト アできます。

▪ マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド と システム ・ パーテ ィ シ ョ ン

▪ 個別のパーテ ィ シ ョ ン

8 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Windowsを使用してデータを復元するための

復元オプションの設定

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ と し て ［物理マシン］
（デフ ォル ト ） を選択し ます。

［物理マシン］ が選択されている場合、 ［物理リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ フ レームに ［リ ス ト ア名］ フ ィ ー
ルドが表示されます。 デフ ォル ト では、 バッ クア ッ プ元の NetVault Bare Metal Recovery Client の

NetVault Backup 名 （［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで選択し たセーブセ ッ ト から決定される名前）

が表示されます。 この名前は、 Plug-in Server で作成し たク ラ イアン ト に関連付けられています。 この

フ ィ ールド を利用する と、 必要に応じ て リ ス ト ア し たデータ をス タ ンバイ NetVault Bare Metal Recovery 
Client へ再配置する こ とができます。 この手順と オプシ ョ ンの使用について詳し く は、 ス タ ンバイ

NetVault Bare Metal Recovery Client にデータ を リ カバリするための Plug-in Offline Client の使用を参照し

て く だ さい。

2 利用可能な ド ラ イバ関連オプシ ョ ンを選択し ます。 これらのオプシ ョ ンによ り、 復元中でも異なるハー
ド ウ ェ アを使用する こ とができます。

▪ ［Inject Boot-Critical Device Driver］ ： 異なるマス ・ ス ト レージ ・ コ ン ト ローラ を使用する異なる

ハー ド ウ ェ アを リ ス ト アする場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する
と、 ［Boot-Critical Driver Directory］ と ［Driver Injection Only］ オプシ ョ ンの両方が利用可能

にな り ます。

▪ ［Boot-Critical Driver Directory］ ： ［Inject Boot-Critical Device Driver］ オプシ ョ ンを選択し た場

合、 マス ・ ス ト レージ ・ コ ン ト ローラ用のド ラ イバが格納されているローカル ・ ド ラ イブへのフ
ル ・ パスを入力し ます。

▪ ［Driver Injection Only］ ： 以前に リ ス ト アを完了し たが、 ［Boot-Critical Driver Directory］

フ ィ ールド に間違った位置を指定し て し まった場合、 このオプシ ョ ンを利用し て リ ス ト ア ・ プロ
セスのド ラ イバ ・ ロー ド部分を再度実行する こ とができます。 このオプシ ョ ンによ り、 データの
リ ス ト アを再実行する必要がな く な り ますが、 正しい ド ラ イバをロー ド する必要があ り ます。 必
ず、 ［Boot-Critical Driver Directory］ フ ィ ールド に正しいパスを入力するよ う注意し て く だ さ

い。 デフ ォル ト では、 ［Inject Boot-Critical Device Driver］ オプシ ョ ンは選択されていますが、

これを選択解除し ないよ う注意し て く だ さい。 選択解除する と、 ［Driver Injection Only］ オプ

シ ョ ンが正常に機能し ない結果と な り ます。

Plug-in Live Client for Windowsを使用したデータのリストア・ジョブの

ファイナライズと実行

最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。
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3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 マシン ・ リ ス ト から ［NetVault Backup Server］ を選択し ます （Plug-in 
Live Client バッ クア ッ プの復元は NetVault Backup Server 経由で実行する必要があ り ます）。

この手順によ り、 選択し たマシンがターゲッ ト と し て指定されます。 この設定は、 ［リ ス ト ア名］ オプ
シ ョ ン と と もに機能し て、 リ ス ト アを適切にルー ト 設定し ます。

4 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプシ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Plug-in Live Client for Windows を使用し て

VMDK イ メ ージ と し てデータ を復元
次の ト ピ ッ クでは、 VMDK イ メ ージに Plug-in Live Client バッ クア ッ プを リ カバリするために必要な手順と、

VMware で作成し た VM に添付する方法について説明し ます。 このプロセスによ り、 物理マシンのバッ クア ッ プ

を VM に変換する こ とができます。

Plug-in Server を NetVault Backup Server にイ ンス ト ールする必要があり ます。

以降の ト ピ ッ クでは、 これらの手順について説明し ます。

• Plug-in Live Client for Windows を使用し て VMDK イ メ ージ と し て復元する対象データの選択

• Plug-in Live Client for Windows を使用し て VMDK イ メ ージ と し て復元するための復元オプシ ョ ンの設定

• Plug-in Live Client for Windows を使用し た VMDK イ メ ージでのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実

行

• Plug-in Live Client for Windows を使用し て VMDK イ メ ージ と し て復元するための VM の作成

Plug-in Live Client for Windowsを使用してVMDKイメージとし

て復元する対象データの選択
1 NetVault Backup Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。

メ モ ： 以下の事項に注意する必要があ り ます。

• ［リ ス ト ア名］ フ ィ ールド に名前を入力する際には、 対象と なるマシンの NetVault Backup マ

シン名を、 大文字と小文字の区別も含め正確に入力し て く だ さい。 NetVault Backup マシン名

は、 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで確認できます。

• 前述のよ う に、 ローカルにイ ンス ト ールされている Plug-in Server コ ンポーネン ト を利用する

ため、 このタ イプのリ ス ト アは NetVault Backup Server 経由で行います。 この手順では、 すべ

てのリ ス ト ア ・ データが、 NetVault Backup Server ではな く 、 ［リ ス ト ア名］ フ ィ ールド で指定

し た名前のマシンに書き込まれます。

• いずれかのド ラ イバ ・ ロー ド関連オプシ ョ ンを選択し た場合、 リ ス ト ア処理中に NetVault Bare 
Metal Recovery がすべてのデ ィ スクへのド ラ イバのロー ド を試みよ う と し ます。

• システムを リ ス ト アする と、 初回起動時に 「Windows エラー回復」 画面が表示されますが、 こ

れは想定動作で、 Windows を通常通り起動する こ とが出来ます。
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2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 該当する ク ラ イアン ト を見つけ、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページに利用可能な各デ ィ スクが表示されます。 目的のデ ィ スクの左に表
示されているボ ッ クスを ク リ ッ ク し て、 リ ス ト ア対象と し て選択し ます。

各デ ィ スク を展開し て、 その内容を表示する こ と もできます。 目的のデ ィ スク を開 く には、 それをダブ
ルク リ ッ ク し ます。 デ ィ スク を展開し、 リ ス ト アする個別のアイテムを選択できます。 以下のアイテム
を選択し て リ ス ト アできます。

▪ マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド と システム ・ パーテ ィ シ ョ ン

▪ 個別のパーテ ィ シ ョ ン

Plug-in Live Client for Windowsを使用してVMDKイメージとし

て復元するための復元オプションの設定

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ と し て ［VMDK イ メ ー

ジ］ を選択し ます。

このリ ス ト アのタ イプには、 VMDK イ メ ージを NetVault Backup Server のローカル ・ デ ィ レ ク ト リ にリ

ス ト アするか、 リ モー ト の VMware ESX や VMware ESXi Server に リ ス ト アするか、 2 つの追加オプ

シ ョ ンがあり ます。

2 VMDK イ メ ージを NetVault Backup Server のローカル ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト アする場合、 ［VMDK リ カ

バリ ・ オプシ ョ ン］ フ レームの ［ローカル ・ ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ ボッ クスに、 リ カバリ された
イ メ ージを保存する場所への有効なパスを入力し ます。

▪ VMDK イ メ ージを、 NetVault Backup Server のローカル ・ デ ィ レ ク ト リ に リ ス ト ア し ます。

［VMDKリカバリ・オプション］から、［ローカル・ターゲット・ディレクトリ］フィールドを選

択し、リカバリ・イメージを格納する場所を示すパスを正しく入力します。このフィールドをブ
ランクにすると、デフォルトであるNetVault Backupのtempディレクトリ（「…/NetVault 
Backup/tmp」）に格納されます。

▪ VMDK イ メ ージを リ モー ト の ESX または ESXi Server にリ ス ト ア し ます。 このプロセスは、

NetVault Backup Server マシンのローカル ・ ス ト レージに空き容量がない場合や、 ESX または

ESXi Server を使用する場合などに役立ちます。

a ［VMDKリカバリ・オプション］フレームで、［リモートESX Serverにリストア］を選択し

ます。

b ［ESXホスト］、［ポート］、［ユーザー名］、［パスワード］および［パス］にそれぞれ値を入

力します。

重要 ： VMDK イ メ ージを リ ス ト アする場合、 「マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド と システム ・ パーテ ィ

シ ョ ン」 と個別パーテ ィ シ ョ ンの両方を選択し ます。 選択し ない場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗し
ます。
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- ［ESXホスト］：ESXまたはESXi Serverのホスト名またはIPアドレスを入力しま

す。

- ［ポート］：ESXまたはESXi Serverのリモート・コンソール・ポートを入力します。

- ［ユーザー名］：ESXまたはESXi Serverにログインするためのユーザー名を入力し

ます。

- ［パスワード］：上記で指定したユーザーに使用するパスワードを入力します。

- ［パス］：VMDKファイルが作成されるESXまたはESXi Serverのディレクトリを入

力します。このパスは常に、［］内に指定されたデータストアから始まる必要があ
ります。［datastore］dir。指定したパスがない場合、プラグインはESXまたはESXi 
Serverに接続できません。

Plug-in Live Client for Windowsを使用したVMDKイメージでの

リストア・ジョブのファイナライズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

3 NetVault Backup Server にイ ンス ト ールされた Plug-in Server コ ンポーネン ト を使用するには、 ［ク ラ イ

アン ト 指定］ リ ス ト でマシン ・ リ ス ト から NetVault Backup Server を選択し ます。

Plug-in Live Client バッ クア ッ プのリ ス ト アは、 NetVault Backup Server 経由で実行する必要があ り ます。

この手順によ り、 選択し たマシンがターゲッ ト と し て指定されます。 この設定は、 ［リ ス ト ア名］ オプ
シ ョ ン と と もに機能し て、 リ ス ト アを適切にルー ト 設定し ます。

4 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプシ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Plug-in Live Client for Windowsを使用してVMDKイメージとし

て復元するためのVMの作成

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが完了し たら、 VMware Server コ ン ソールを使用し て復元し た VMDK フ ァ イルから VM を作

成する こ とができます。

1 VMware Server コ ン ソールにログイ ン し ます。

2 VMDK フ ァ イルが、 ［ESX Server オプシ ョ ン］ で指定されたデータ ス ト ア ・ パスに配置されているか確

認し ます。

3 VMware ESX または VMware ESXi Server で、 データ ス ト アを参照し て指定し たパスに移動し ます。

このパスに、 拡張子 「.vmdk」 を持つフ ァ イルが表示されます。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。
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4 VMware Server コ ン ソール左上部の ［仮想マシンの作成］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

5 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ［カス タム］ を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［名前と場所］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前］ フ ィ ールド に VM の内容を説明するよ う な名前を入力

し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［データ ス ト ア］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM を格納するデータ ス ト アを選択し、 ［次へ］

を ク リ ッ ク し ます。

8 ［仮想マシンのバージ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 バージ ョ ンを選択し て、 ［次へ］ を
ク リ ッ ク し ます。

9 ［ゲス ト ・ オペレーテ ィ ング ・ システム］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ゲス ト OS を選択し て、

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

10 ［CPU］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM 上の仮想プロセ ッサの数を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ

ク し ます。

11 ［メ モ リ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM のメ モ リ ・ サイズを設定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し

ます。

12 ［ネ ッ ト ワーク］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VM のネ ッ ト ワーク接続を設定し、 ［次へ］ を ク

リ ッ ク し ます。

13 ［SCSI コ ン ト ローラ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 SCSI コ ン ト ローラ ・ タ イプを選択し て、 

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

14 ［デ ィ スクの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［既存の仮想デ ィ スク を使用］ を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

15 ［データ ス ト アの参照］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 VMDK フ ァ イルを配置するデータ ス ト ア

に移動し て選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

16 ［完了可能］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 作成が完了し た VM のサマ リ を確認し、 ［完了］ を

ク リ ッ ク し ます。

17 VMware コ ン ソールの左ペイ ンに新規 VM が表示されます。 右ク リ ッ ク し て、 メ ニューから ［コ ン ソール

を開 く ］ を選択し ます。

18 コ ン ソールから VM の電源を入れます。

Windows ロゴが表示されて、 起動が正常に完了し ます。

メ モ ： NetVault Bare Metal Recovery プ ラグイ ンは、 ESX 4.0 用 LSI ロジ ッ ク ・ パラ レル SCSI コ ン

ト ローラおよび ESX 3.5 用 LSI ロジ ッ ク SCSI のみをサポー ト し ています。
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メ モ ： 以下の事項に注意する必要があ り ます。

• Quest では、 VM の使用を開始する前に VMware ツールを イ ンス ト ールする こ と を推奨し ます。

この手順についての詳細は、 VMware のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

• 「@」 文字は、 データ ス ト ア ・ パスには使用できません。

• ESX または ESXi Server にリ ス ト アする場合、 ESX または ESXi VM 上に十分な空き容量があ

るか確認し ます。 必要なデ ィ スク空き容量の計算方法についての詳細は、 以下の情報を参照し
て く だ さい。
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?cmd=displayKC&docType=kc&externalId
=1003755

• ブロ ッ ク ・ サイズは、 VMFS データ ス ト アでフ ァ イルが使用する最小限のデ ィ スク空き容量を

決定し ます。 VMFS データ ス ト アを作成する場合は、 ブロ ッ クサイズを注意深 く 設定し て く だ

さい。 以下のブロ ッ ク ・ サイズが利用可能です。

• 1 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 256 GB

• 2 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 512 GB

• 4 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 1024 GB

• 8 MB ブロ ッ ク ・ サイズ = 最大フ ァ イル ・ サイズ 2048 GB （2 TB）
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NetVault Bare Metal Recovery Plug-    
in Live Client for Linux の使用    

• Plug-in Live Client for Linux ： 概要

• Plug-in Live Client for Linux のイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール

• Plug-in Live Client for Linux で使用する DR イ メ ージの生成

• Plug-in Live Client for Linux で使用する必要なブータ ブル CD の作成

• Plug-in Live Client for Linux で使用する DR イ メ ージのリ カバリ

Plug-in Live Client for Linux ： 概要
この ト ピ ッ クでは、 データのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アに必要な Plug-in Live Client for Linux のイ ンス ト ール、

設定および使用方法について説明し ます。

Plug-in Live Clientfor Linux は、 Linux x86 および x86-64 ベースのシステムの DR 操作をサポー ト し ます。 このプ

ラグイ ンでは、 OS、 アプ リ ケーシ ョ ン、 システム設定、 パーテ ィ シ ョ ン情報、 およびデータ を含むデ ィ スク全

体のバッ クア ッ プおよびリ カバリが可能です。 また、 このプ ラグイ ンでは、 Linux システム全体のオン ラ イ ン ・

バッ クア ッ プが可能で、 これによ り システム管理者はシステムのダウン タ イムを発生させずに DR バッ クア ッ プ

を実行できます。

プ ラグイ ンを正し く イ ンス ト ールし設定し た後、 ラ イブ ・ システムの DR イ メ ージを作成し、 システム障害時の

リ カバリ に備えて保存し てお く こ とができます。 このイ メ ージの作成時に、 Plug-in Live Client for Linux は、 対

象と なる Linux NetVault Bare Metal Recovery Client マシンが使用中のネ ッ ト ワーク ・ ハー ド ウ ェ アに関するす

べての情報 （ド ラ イバ情報フ ァ イル） を自動で含めます。 これらのフ ァ イルは、 個別の CD 作成フ ァ イル

（「.iso」 フ ァ イル形式） へと コ ンパイルされて、 DR イ メ ージ と一緒に保存できます。 このフ ァ イルはリ カバリ

時に復元され、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client から コ ピーし た必要な ド ラ イバ ・ フ ァ イルの揃った起

動用の CD を作成するために使用し ます。 この CD を使用する こ とによ り、 Linux NetVault Bare Metal Recovery 
Client を正常に起動し、 DR イ メ ージのリ カバリが可能な状態にする こ とができます。

Plug-in Live Clientfor Linux では、 次の項目はサポー ト されていません。

• 名前付きパイプ ・ フ ァ イルおよびソケ ッ ト ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プ

• マウン ト されていないパーテ ィ シ ョ ンのバッ クア ッ プ

• NFS マウン ト 済みパーテ ィ シ ョ ンのバッ クア ッ プ

• EVMS フ ァ イル ・ システムのバッ クア ッ プ

• 大きなスパース ・ フ ァ イルについて、 ［BB エージ ェ ン ト ・ タ イムアウ ト ］ オプシ ョ ンを高い値に設定す

る必要があり ます。 ［BB エージ ェ ン ト ・ タ イムアウ ト ］ オプシ ョ ンについて詳し く は、 Plug-in Live 
Client for Linux に対する Storix のイ ンス ト ールを参照し て く だ さい。
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Plug-in Live Client for Linux のイ ンス

ト ールと アン イ ンス ト ール
この ト ピ ッ クでは、 Plug-in Live Client for Linux を NetVault Backup で併用できるよ う に正し く イ ンス ト ールする

ためのイ ンス ト ール手順を説明し ます。

• Plug-in Live Client for Linux を イ ンス ト ールするための前提条件

• 各 Linux ベースの NetVault Bare Metal Recovery Client に対する Plug-in Live Client for Linux のイ ンス

ト ールまたはア ッ プグレー ド

• Plug-in Live Client for Linux のアン イ ンス ト ール

Plug-in Live Client for Linux を イ ンス ト ールする

ための前提条件
このプ ラグイ ンを正し く イ ンス ト ールするには、 事前に一定の条件を満た し てお く 必要があ り ます。 以下のすべ
ての点を確認し て く だ さい。

• Plug-in Live Client 取得し た Linux について ： Quest Web サイ ト から プ ラグイ ンをダウンロー ド するか、

Quest NetVault Backup イ ンス ト ール CD を使用し ます。

• 別の NetVault Backup Server を設定し ている ： Linux NetVault Bare Metal Recovery Client と し て機能す

る ものとは別のマシンに、 NetVault Backup Server バージ ョ ンを イ ンス ト ールし て設定する必要があり ま

す。 このマシンは、 目的の Linux NetVault Bare Metal Recovery Client すべてにネ ッ ト ワーク接続する必

要があり ます。

• 前バージ ョ ンの Plug-in Live Client が削除されている ： 前バージ ョ ンのプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされ

ている場合は、 イ ンス ト ールの前に前バージ ョ ンのプ ラグイ ンを削除する必要があ り ます。 詳し く は、
Plug-in Live Client for Linux のアン イ ンス ト ールを参照し て く だ さい。

• ク ラ イアン ト ・ マシンのメ モ リ要件を満た し ている ： NetVault Bare Metal Recovery Client と し て機能す

るすべてのマシンで最低でも 128 MB の RAM が必要と な り ます。

• Linux NetVault Bare Metal Recovery Client マシンが NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て構成されて

いる ： Linux NetVault Bare Metal Recovery Client と し て機能するすべてのマシンに少な く と も NetVault 
Backup のク ラ イアン ト ・ バージ ョ ンを イ ンス ト ールする必要があ り ます。 また、 ［ク ラ イアン ト 管理］

ページを使用し て、 各マシンを NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て NetVault Backup Server へ追加する

必要もあり ます。

重要 ： NetVault Backup では、 NetVault Backup Server と目的の NetVault Backup Client の両方に

Plug-in Live Client for Linux を イ ンス ト ールする必要があり ます。 このプラグイ ンは、 ク ラ イアン

ト ・ マシンでのバッ クア ッ プ中、 およびサーバ ・ マシンでのリ ス ト ア中に必要にな り ます。 このた
め、 NetVault Backup Server で Linux 以外の OS を動作させている場合は、 その OS へイ ンス ト ー

ルできるプ ラグイ ンのバージ ョ ンを確認し て く だ さい。 た と えば、 NetVault Backup Server で

Windows を実行し ている場合、 その NetVault Backup Server では、 Plug-in Live Client for Linux の

Windows バージ ョ ンが必要にな り ます。 また対象と なるすべての NetVault Bare Metal Recovery 
Client で、 このプラグイ ンの Linux ベースのバージ ョ ンが必要にな り ます。 NetVault Backup Server
と目的の NetVault Bare Metal Recovery Client が両方と も Linux を動作させている場合は、 このプ

ラグイ ンの Linux バージ ョ ンのみが必要と な り ます。

メ モ ： NetVault Backup Server またはク ラ イアン ト ・ バージ ョ ンのイ ンス ト ールと、 マシンを

NetVault Backup Server へ追加し て NetVault Backup 異機種混合ク ラ イアン ト と し て稼働させる手

順についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ

さい。
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• プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするすべてのターゲッ ト ・ マシンに 100MB の空き容量がある ： プ ラグイ ンを

イ ンス ト ールするすべてのマシンに 100 MB の空き容量がないと、 このプ ラグイ ンがバッ クア ッ プおよび

リ ス ト アを実行する際に使用するサー ドパーテ ィ の DR 起動ユーテ ィ リ テ ィ ・ アプ リ ケーシ ョ ンに対応で

きません。

• 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client のハー ド ・ デ ィ スクに余分な空き容量がある ： このプ

ラグイ ンは、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client のハー ド ・ デ ィ スクの空き容量を使用し

て、 オン ラ イ ン状態のフ ァ イルのバッ クア ッ プを同期化し ます。 対象と なる NetVault Bare Metal 
Recovery Client のハー ド ・ デ ィ スクに空き容量がない （またはほとんどない） 場合、 オン ラ イ ン ・ バッ

クア ッ プの実行が失敗する場合があり ます。

• 「genisoimage」 または 「mkisofs」 ユーテ ィ リ テ ィ をすべての Linux NetVault Bare Metal Recovery 
Client にイ ンス ト ールし て使用可能な状態にする ： このプラグイ ンでは、 考えられるすべての Linux 
NetVault Bare Metal Recovery Client から 「.iso」 CD 作成フ ァ イルを作成できるよ う にするために、 これ

らのいずれかのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする必要があ り ます。 Linux のイ ンス ト ール済み環境に

よ っては、 このコ ンポーネン ト は自動的に使用できる状態にならない場合があ り ます。

これらのいずれかのコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされているかを確認するには、 以下のコマン ド を発
行し ます。

rpm -qa | grep genisoimage
rpm -qa | grep mkisofs
目的の Linux NetVault Bare Metal Recovery Client 上にこのコ ンポーネン ト が存在し ない場合は、 以下の

方法で取得し、 イ ンス ト ールし ます。

a Linux イ ンス ト ール ・ メ デ ィ アのコ ピーにアクセス し、 「genisoimage*.rpm」 または

「mkisofs*.rpm」 フ ァ イルを探し ます。

b このフ ァ イルを NetVault Bare Metal Recovery Client 上で使用可能にし て （フ ァ イルを コ ピーまた

は直接ダウンロー ド し て）、 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンを開き、 フ ァ イルの場所へ移動し ます。

c イ ンス ト ールを開始するには、 次のコマン ド を入力し て、 表示される イ ンス ト ール ・ プロンプ ト
に従います。

rpm -i <installationFileName>
• イ ンス ト ールされている 「SYSLINUX」 パッ ケージについて (SUSE Linux 9.0 のみ） ： Plug-in Live Client 

for Linux のこのバージ ョ ンでは、 特定のブー ト ・ ローダ ・ アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 リ ス ト ア手順

で必要になる起動可能な CD を作成し ます。 SUSE Linux 9.0 のデフ ォル ト のイ ンス ト ールでは、 この起

動ローダ ・ アプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト は提供されません。 そのため、 SUSE Linux 9.0 が動作するすべ

ての NetVault Bare Metal Recovery Client システムに SYSLINUX パッ ケージを イ ンス ト ールする必要が

あり ます。 本書の出版時点では、 このコ ンポーネン ト は以下のリ ン クからダウンロー ド できます。
http://syslinux.zytor.com

• 「vim-6.3.84-2.i586.rpm」 パッ ケージがイ ンス ト ールされている （SUSE Linux 10 のみ） ： SUSE Linux 
10 の NetVault Bare Metal Recovery Client で、 このパッ ケージがイ ンス ト ールされていない場合、 バッ ク

ア ッ プの実行が失敗し ます。 本書の出版時点では、 このパッ ケージは以下のリ ン クから取得できます。
http://rpm.pbone.net/index.php3/stat/17/dept/4/idg/Productivity_Editors_Vi

• RAM フ ァ イル ・ システムと RAM デ ィ スク （initramfs/initrd） のサポー ト を有効にする ： RAM デ ィ スク

のサポー ト はデフ ォル ト で有効になっています。 そ う でない場合、 カーネル ・ ソース ・ デ ィ レ ク ト リか
ら、 「make menuconfig」 または 「make xconfig」 を実行し、 ［General setup］ で ［Initial RAM 
filesystem and RAM disk (initramfs/initrd) support］ オプシ ョ ンを設定し ます。 .config パラ メ ータは、

BLK_DEV_INITRD と BLK_DEV_RAM です。

バッ クア ッ プ中に、 Plug-in Live Client for Linux は Storix を使用し て、 現在実行中の Linux イ ンス ト ール

から起動イ メ ージを作成し ます。 起動中に、 データ を一時 RAM デ ィ スク （root=/dev/ram0） に読み込み

ます。 このプロセスを実行するには、 起動し たカーネルで RAM デ ィ スク をサポー ト し ている必要があり

ます。 プ ラグイ ンが以前実行中のシステムが使用し ていたものと同じ カーネルを使用するため、 元の
カーネルで RAM デ ィ スク をサポー ト し ている必要があり ます。
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RAM デ ィ スクのサポー ト が有効でない場合、 以下のメ ッ セージを伴って起動イ メ ージからの起動が失敗

し ます。

▪ 「Kernel panic: VFS ： Unable to mount root fs on unknown-block(1,0) （カーネル ・ パニ ッ ク ：

VFS ： 不明なブロ ッ ク （1,0） に root fs をマウン ト できません）」

▪ 「__find_get_block_slow()」 関数の失敗に関する メ ッ セージ

• Xen Dom0 マシンに関する追加設定 ： Xen Dom0 マシンで、 次の手順を実行し ます。

a 「/boot/grub/grub.conf」 を開き、 マシンの起動元のセクシ ョ ンを検索し ます。

b フ ァ イルを作成し て 「/storix/config/multibootfile」 とい う名前を付け、 以下の例に示すよ う なハ

イパーバイザー ・ フ ァ イルへのフル ・ パスを指定する行を追加し ます。

/boot/xen.gz-2.6.18-53.el5 
この処理を完了し ないと、 以下のエラーを伴ってバッ クア ッ プが失敗し ます。 「Cannot find the Xen 
hypervisor file which the system was booted with.Without this process, you cannot install a system.Create 
the file /storix/config/multibootfile with a line specifying the full path to the hypervisor file and recreate the 
boot media. （システムを起動し た Xen ハイパーバイザ ・ フ ァ イルが見つかり ません。 これを使用し ない

と、 システムのイ ンス ト ールを実行する こ とができません。 /storix/config/multibootfile フ ァ イルを作成

し、 ハイパーバイザ ・ フ ァ イルへの完全パスを指定する行を追加し てから起動メ デ ィ アを再作成し て く
だ さい。）」

• マルチパス ・ サポー ト ： マルチパス ・ サポー ト を使用する場合、 ご使用の環境が以下の要件を満たすこ
と を確認し て く だ さい。 詳細は、 『Storix System Backup Administrator DM-Multipath ガイ ド』 を参照し て

く だ さい （http://www.storix.com/download/sbaDM-Multipath.pdf から入手可能）。

▪ ソ フ ト ウ ェ ア要件 ： 少な く と も、 以下のものが必要です。

▫ dm-multipath-tools バージ ョ ン 0.4.5 （別名 device-mapper-multipath）

▫ device-mapper バージ ョ ン 1.02

▫ udev バージ ョ ン 039-10

▪ デバイス検出要件 ：

▫ デバイスの命名 ： バッ クア ッ プを作成する前に、 SBAdmin ソ フ ト ウ ェ アがデバイスを認識

できるよ う にする必要があり ます。 マルチパス ・ デバイスには、 次の複数の方法で名前を
付ける こ とができます。 デバイスに名前を付ける方法は、 「/etc/multipath.conf,」 にセ ッ

ト ア ッ プ された 「/etc/multipath.conf,」 エイ リ アスにある 「user_friendly_names」 の設

定、 および UDEV 規則によ って異な り ます。 SBAdmin を使用し たマルチパスのサポー ト

では、 「user_friendly_names yes」 を設定し、 デバイス ・ ノ ー ド から 「/dev/mpath」 に

あるデバイスへのシンボリ ッ ク ・ リ ン ク を作成する UDEV 規則を使用する必要があ り ま

す。

▫ 「/etc/fstab」 内のエン ト リ ： Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンが異なれば、 マルチパス ・ デバ

イスの処理も異な り ます。 SBAdmin ソ フ ト ウ ェ アに関する問題を生じ る可能性のある領域

の 1 つと し て、 「/etc/fstab」 フ ァ イル内のマウン ト ・ エン ト リが挙げられます。 一部の

デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンでは基本パス ・ デバイスが使用されるため、 ソ フ ト ウ ェ アによ っ
てサイズと ジオ メ ト リ を対象にデバイスの照会が行われる と問題が発生し ます。
「/etc/fstab」 フ ァ イルで 「/dev/disk/by-uuid/*」 （* は数値） の命名規則が使用されている

場合、 エン ト リ を dm-multipath のデバイス名に変更するか 「/dev/disk/by-name/*」 命名

規則を使用し ます。

重要 ： NetVault Backup の Plug-in for Encryption （暗号化プラグイ ン） 機能は、 このプ ラグイ ン とは

併用できません。 NetVault Bare Metal Recovery を イ ンス ト ールおよび使用する前に、 この機能が

無効になっている こ と を確認し て く だ さい。 Plug-in for Encryption のアン イ ンス ト ール方法につい

ての詳細は、 『Quest NetVault Backup 暗号化プ ラグイ ン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さ

い。
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▫ フ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ に英語以外の文字が含まれるシステム ： 英語以外の文字を
フ ァ イル名またはシステム名に使用する場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを完了する前に
「/.stdefaults」 フ ァ イルを更新する必要があ り ます。 「/.stdefaults」 フ ァ イルで、 適切な言

語を指定し て tar フ ラグを空白に設定し ます。 た と えば、 日本語文字を使用する フ ァ イル

を含むシステムを使用し ている場合、 フ ァ イルを次のエン ト リ で更新する必要があ り ます。

LANG=ja_JP.utf8
TARFLAGS=

各 Linux ベースの NetVault Bare Metal Recovery 
Client に対する Plug-in Live Client for Linux の

イ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド
1 NetVault Backup Server と し て機能するマシンで、 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管

理］ ページにアクセス し ます。

▪ ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックします。

b ［NetVault設定ウィザード］ページで、［プラグインのインストール］をクリックします。

c 次のページで、利用可能なクライアント（以前にNetVault Backup ServerにNetVault 
Backup Clientとして追加された1つ以上のLinuxベースのクライアント）を選択します。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［クライアント管理］をクリックします。

b ［クライアント管理］ページで、利用可能なクライアント（以前にNetVault Backup Server
にNetVault Backup Clientとして追加されたLinuxベースのクライアント）を選択し、［管

理］をクリックします。

c ［クライアント表示］ページで、［プラグインのインストール］ボタン（ ）をクリックし

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ン用 .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの Linux
ベースのバージ ョ ンの場所 （イ ンス ト ール用 CD または Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し て保

存し たデ ィ レ ク ト リ など） を探し ます。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはオペレーテ ィ ング ・ システムによ って

異な り ます。

3 「drx-x-x-x-x.npk」 とい う名前のフ ァ イル （xxxxx はバージ ョ ン番号およびプラ ッ ト フ ォームを示し ま

す） を選択し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

ヒ ン ト ： サポー ト されている言語の値のリ ス ト を表示するには、 次のよ う に入力し ます。
「locale -a」

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の OS と プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を 1 つのみ選択できます。
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Plug-in Live Client for Linuxに対するStorixのインストール

NetVault Backup Server および各 Linux Client 上にこのプラグイ ンを イ ンス ト ールする と、 マシン上に以下の 2
つのデ ィ レ ク ト リ も作成されます。

• /storix

• /opt/storix

これらのデ ィ レ ク ト リ には Storix SBAdmin と言う、 このプラグイ ンがバッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行する

際に使用するサー ドパーテ ィ の DR 起動ユーテ ィ リ テ ィ ・ アプ リ ケーシ ョ ンが格納されています。 デ ィ レ ク ト リ

内のデータは、 このプ ラグイ ンを使用するのに必要なデータ です。 これらのデ ィ レ ク ト リ を削除する と、 このプ
ラグイ ンを使用できな く な り ます。

Plug-in Live Client for Linux を イ ンス ト ールする と、 以下の 2 つの Storix デ ィ レ ク ト リが作成されます （Storix 
Bin デ ィ レ ク ト リ と Storix Temp デ ィ レ ク ト リ）。

Storix Bin は、 Storix ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされているデ ィ レ ク ト リ です。 Plug-in Live Client for Linux、

3.0 以降のバージ ョ ンで、 Storix Bin デ ィ レ ク ト リは、 デフ ォル ト で /opt/storix/bin に存在し ます。 Plug-in Live 
Client for Linux 3.1 以降のバージ ョ ンで Storix Bin デ ィ レ ク ト リは、 /usr/bin に存在し ます。 このデ ィ レ ク ト リ

内のバイナリは正しい環境を設定し、 /opt/storix/bin 内のスク リ プ ト を呼び出し ます。

正常にバッ クア ッ プが実行される と、 Storix Temp デ ィ レ ク ト リ には、 linuxboot.iso フ ァ イルが出来ます。 デ

フ ォル ト では、 /storix/temp に存在し ます。 Plug-in Live Client for Linux 3.0 よ り前のバージ ョ ンでは、 NetVault 
Backup コ ン フ ィ ギュ レータ を使用し て Storix Bin と Storix Temp デ ィ レ ク ト リの両方の位置を変更する こ とが

できます。 Plug-in Live Client for Linux 3.1 以降では、 Storix Temp のデ ィ レ ク ト リ位置に関し てのみ、 ［プ ラグ

イ ン ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［VaultDR Linux オン ラ イ ン］ セクシ ョ ンを使用し て変更できま

す。 Storix Bin デ ィ レ ク ト リは、 設定フ ァ イルを使用し た場合に限り変更する こ とができます。

［BB エージ ェ ン ト ・ タ イムアウ ト ］ オプシ ョ ン も ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにある

［VaultDR Linux オン ラ イ ン］ セクシ ョ ンで設定できます。 このオプシ ョ ンは、 Storix リ ク エス ト が時間切れに

なるまでにプ ラグイ ンが待機する時間を秒単位で表示し ます。 デフ ォル ト は 「360」 です。

Storix Temp デ ィ レ ク ト リの場所を変更する場合、 NetVault Backup WebUI を使用し て DR バッ クア ッ プを実行

する前に、 新しい Storix Temp パスを ［プラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで設定し ます。

た と えば、 Storix Temp デ ィ レ ク ト リ を /storix/temp222 に変更し た場合、 以下の手順に従います。

1 Linux ク ラ イアン ト で、 起動イ メ ージを格納するデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

mkdir /storix/temp222
2 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

4 Plug-in Live Client がイ ンス ト ールされている ク ラ イアン ト を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［設定］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［VaultDR Linux オン ラ イ ン］ セクシ ョ ンで、 ステ ッ プ 1 で作成し たパスおよ

び名前と同一になるよ う に ［Storix Temp デ ィ レ ク ト リ］ フ ィ ールドのパスおよび名前を修正し ます。

7 設定を保存するには、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Linux のアン イ ンス ト ール
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なマシン （Plug-in Live Client for Linux がイ ンス ト ールされた

NetVault Backup Server または NetVault Backup Client） を選択し、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。
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3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 アン イ ンス ト ールするプ
ラグイ ン （Plug-in Live Client for Linux など） を選択し て ［プラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン

（ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Linuxの関連サブディレクトリの削除

Plug-in Live Client for Linux に対する Storix のイ ンス ト ールで説明し たよ う に、 このプラグイ ンを Linux NetVault 
Bare Metal Recovery Client にイ ンス ト ールする と、 このプラグイ ンを使用する際に必要と なるサブデ ィ レ ク ト

リがい く つか作成されます。 前の ト ピ ッ クの削除手順を実行し ても、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ール時に作成された
これらの 「storix」 デ ィ レ ク ト リ と その他の関連データは自動では削除されません。

1 このプ ラグイ ンのイ ンス ト ールが含まれるマシンで、 /opt/storix/bin デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

cd /opt/storix/bin
2 コマン ド ・ プロンプ ト で、 残りのデ ィ レ ク ト リ を削除するために以下のコマン ド を入力し ます。

./stuninstall
3 ユーザー設定と履歴フ ァ イルを削除するためのプロンプ ト が表示されます。 各プロンプ ト で y を入力し

ます。

次に、 上記手順の画面出力を示し ます。

# cd /opt/storix/bi
# ./stuninstall
This program will remove Storix System Backup Administrator software
from the system.You may choose to keep the user configuration files in the
/storix directory will not be removed in case you decide to reinstall this or
another version at a later time.
Do you wish to also remove the user configuration and history files
in the data (/storix) directory (y/n)? y
Are you sure you want to remove the software (y/n)? y
Removing system startup configuration ...
Removing program files ...
Removing user data and history files ...
Storix System Backup Administrator has been removed.

4 以下のコマン ド を使用し て /usr/netvault/util/linux デ ィ レ ク ト リ を削除し ます。

rm -irf /usr/netvault/util/linux
5 以下のコマン ド を使用し て 「README」 フ ァ イルを削除し ます。

rm -irf /usr/netvault/util/RE*
6 以下のコマン ド を使用し て /usr/netvault/util/stinstall デ ィ レ ク ト リ を削除し ます。

rm -irf /usr/netvault/util/stinstall
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Plug-in Live Client for Linux で使用する

DR イ メ ージの生成

デフ ォル ト の Storix Temp デ ィ レ ク ト リ を変更し た場合 （Plug-in Live Client for Linux に対する Storix のイ ンス

ト ールで説明）、 以降の ト ピ ッ クで説明する手順に進む前に、 新しい Storix Temp デ ィ レ ク ト リが存在する こ と

を確認し て く だ さい。

• Plug-in Live Client for Linux を使用し たバッ クア ッ プの対象データの選択

• Plug-in Live Client for Linux を使用し たバッ クア ッ プのバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• Plug-in Live Client for Linux を使用し たバッ クア ッ プのジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

Plug-in Live Client for Linux を使用し たバッ ク

ア ッ プの対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ と DR イ メ ージを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ ク

ア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用す
る必要があり ます。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 NetVault Backup Server で稼働し ている NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ

クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ
とはできません。 Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40
文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある を ク リ ッ ク し ます。

4 DR バッ クア ッ プのターゲッ ト と し て機能する NetVault Backup Client （つま り、 Plug-in Live Client for 
Linux のイ ンス ト ールを含むマシン） をダブルク リ ッ ク し て、 開きます。

5 イ ンス ト ール済みプ ラグイ ンのリ ス ト で、 Plug-in Live Client for Linux （「Plug-in Live Client for Linux」

とい う ラベルが付いている） を見つけて、 ダブルク リ ッ ク し て開きます。

NetVault Bare Metal Recovery Client を示すアイ コ ンが表示されます。

6 選択ツ リーのこのレベルでは、 Linux ク ラ イアン ト 全体を選択し て DR バッ クア ッ プへ含める こ とができ

ます。

Linux NetVault Bare Metal Recovery Client マシンの 2 つのアイテムが選択できない状態で表示されます。

重要 ： Plug-in Live Client for Linux のシステム ・ バッ クア ッ プを実行する際にハー ド ・ デ ィ スクの空き容量

がほとんどないと、 バッ クア ッ プが失敗する場合があ り ます。 このプ ラグイ ンは、 データ を同期するため
に、 ローカル ・ システムのハー ド ・ デ ィ スクの一部を使用し ます。 データ を同期するのに十分な空き容量
がないと、 バッ クア ッ プが失敗し ます。
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▪ ［起動イ メ ージ］ ： このアイテムを選択する と、 プ ラグイ ンが Linux NetVault Bare Metal Recovery 
Client マシンをスキャ ン し、 必要なシステム情報 （NIC カー ドのド ラ イバ ・ フ ァ イル） やさ まざ

まな OS のデータ ・ フ ァ イルを、 CD 作成フ ァ イル （linuxboot.iso とい う名前のフ ァ イル） へ含

めます。 このフ ァ イルは、 NetVault Backup Server へリ ス ト ア し、 起動用 CD の作成に使用する こ

とができます。 その後、 この CD を使用し て、 起動イ メ ージ ・ データのコ ピー元である Linux 
NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し、 バッ ク ア ッ プ されているシステム ・ イ メ ージ情報

を リ カバリする準備を行います。

▪ ［システム ・ イ メ ージ］ ： ク ラ イアン ト ・ システム全体の DR バッ クア ッ プを実行するには、 この

アイテムを選択し ます。 すべてのパーテ ィ シ ョ ンおよびデ ィ スク起動レ コー ド 情報を含む、 Linux 
NetVault Bare Metal Recovery Client のすべてのシステム情報が含まれます。

以下の点に注意してください。

▫ ［起動イ メ ージ］ データのバッ クア ッ プでは、 ク ラ イアン ト ・ マシン上の /lib/modules
デ ィ レ ク ト リ内にある ド ラ イバ情報フ ァ イルもバッ クア ッ プに含まれます。 このデータ を
バッ クア ッ プする前に、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト が使用するすべてのデバイスの適切な
デバイス情報フ ァ イルが、 /lib/modules デ ィ レ ク ト リ内に存在する こ と を確認し て く だ さ

い。

以下の点に注意し て く だ さい。

- 起動イメージ・バックアップに適切なデバイス・ドライバ・ファイルが含まれてい
ないと、起動CDは、そのデバイスをロードできません。

- Plug-in Live Client for Linuxが使用するサードパーティのDR起動ユーティリティ・

アプリケーションがデバイス・ドライバをサポートしているデバイスのみ、起動
CDによってロードされます。

▫ Plug-in Live Client for Linux では、 アクセス制御リ ス ト （ACL） や属性情報のバッ クア ッ プ

はサポー ト されません。 ターゲッ ト の Linux システムのバッ クア ッ プを実行し た場合、 こ

れらの情報は含まれません。 このバッ クア ッ プのリ ス ト アを実行し た際には、 ACL/ 属性を

手動で再作成する必要があり ます。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする

こ と をお勧めし ます。

Plug-in Live Client for Linuxを使用したバックアップのバック

アップ・オプションの設定

Plug-in Live Clientfor Linux では、 いかなるバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン もサポー ト されません。 WebUI では が

有効になっていますが、 設定するオプシ ョ ンはあり ません。

Plug-in Live Client for Linux を使用し たバッ ク

ア ッ プのジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン
設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれてい
ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、

『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。
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2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Plug-in Live Client for Linux で使用する

必要なブータ ブル CD の作成
DR イ メ ージを正し く 作成し たら、 次の DR 手順は、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client の適切な

OS およびデバイス ・ ド ラ イバ ・ フ ァ イルを含む CD を作成し、 リ カバリが必要と なったと きに、 このマシンを

起動可能にする こ と です。 ［起動イ メ ージ］ アイテムを対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client のバッ ク

ア ッ プに含むよ う選択し た場合は、 この必要データは DR イ メ ージに含まれています。 linuxboot.iso とい う名

前の CD 作成フ ァ イルが作成され、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client そのものと、 バッ クア ッ プ

先と なる メ デ ィ アの両方に保存されます。 このプロセスによ り管理者は、 さ まざまな方法でこの CD を作成でき

ます。 このデータへアクセス し、 必要な CD を作成するために任意の数の方法を使用できます。 以下の ト ピ ッ ク

では、 このタ スクの実行方法の 2 つの例を記載し ます。

Plug-in Live Client for Linux で使用するために

CD を作成し、 今後の使用のために保存
この方法では、 リ カバリが必要と なる前に、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client 上にローカルに保

存されている 「linuxboot.iso」 フ ァ イルから必要な CD を作成し、 その CD を今後使用するために保存し ます。

CD を作成するには以下のアイテムが必要と な り ます。

• 書き込み可能な CD ド ラ イブ — 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client 上でローカルでの使用が

可能なもの

• 書き込み可能な空の CD1 枚

• CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア （対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client 上にローカルにイ ンス ト ールさ

れている）

こ こで説明する手順は、 書き込み可能な CD ド ラ イブおよび linuxboot.iso フ ァ イルにアクセスできるすべての

マシンで実行できます。

1 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client のド ラ イブへ、 書き込み可能な空の CD を挿入し ます。

2 CD 作成ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 「linuxboot.iso」 フ ァ イルへアクセス し ます。

このフ ァ イルは、 この特定のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ用に ［起動イ メ ージ ・ デ ィ レ ク ト リ］ フ ィ ールド で
指定されたデ ィ レ ク ト リ にあり ます。 た と えば、 デフ ォル ト は /storix/temp です。 この値をバッ クア ッ

プ前に変更し ていない限り、 フ ァ イルは上記のデ ィ レ ク ト リ内に存在し ます。

3 このフ ァ イルを使用し て、 CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア内のユーテ ィ リ テ ィ を使って CD を作成し ます。

ヒ ン ト ： すでに作成および保存し ているジ ョ ブを実行するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで
［ジ ョ ブ定義管理］ を選択し、 目的のジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： 多種多様な CD 作成ソ フ ト ウ ェ アが存在するため、 こ こではソ フ ト ウ ェ アの起動および管理

方法については説明し ません。 「.iso」 CD 作成フ ァ イルを使用し て CD を生成する手順についての

詳細は、 使用する ソ フ ト ウ ェ アのド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。
Quest NetVault Bare Metal Recovery 12.4 ユーザーズ ・ ガイ ド      

NetVault Bare Metal Recovery Plug-in Live Client for Linux の使用        
84



4 CD を作成し たら、 CD を ド ラ イブから取り出し、 必要時に容易に識別できるよ う適切なラベルを付けま

す。 た と えば、 OS が割り当てた名前など、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client に固有のラ

ベルを付けます。

Plug-in Live Client for Linux で使用するために

リ カバリ時点で CD を作成
この方法では、 リ カバリが必要と なった時点で、 実際の DR イ メ ージ ・ バッ クア ッ プから リ カバリ されたデータ

を使用し て必要な CD を作成し ます。

CD を作成するには以下のアイテムが必要と な り ます。

• 書き込み可能な CD ド ラ イブ — 対象と なる NetVault Backup Server 上でローカルでの使用が可能なもの

• 書き込み可能な空の CD1 枚

• CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア （対象と なる NetVault Backup Server 上にローカルにイ ンス ト ールされている）

最初に、 対象と なる Linux NetVault Bare Metal Recovery Client のバッ クア ッ プから取得し た起動イ メ ージ ・

データ を リ カバリする必要があり ます。

• Plug-in Live Client for Linux を使用し た復元の対象データの選択

• Plug-in Live Client for Linux を使用する復元のフ ァ イナラ イズと実行

Plug-in Live Client for Linuxを使用した復元の対象データの選択

1 NetVault Backup Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト 選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Live Client for Linux］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 対象の Linux NetVault Bare Metal Recovery Client と し て設定された

NetVault Backup Client を探し、 ターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の起動イ メ ージデータ

のバッ クア ッ プを含むバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ツ リー内に表示された NetVault Backup Client をダブルク リ ッ クする と、 DR イ メ ージ内に含まれている

データが表示されます。

6 linuxboot.iso フ ァ イルを リ カバリするよ う選択し ます。

7 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： このリ カバリ ・ ジ ョ ブには、 linuxboot.iso フ ァ イルのみを含めるよ う にし て く だ さい。 こ

の手順で他のアイテムを リ カバリ に選択する と、 リ ス ト アが正常に行われません。
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Plug-in Live Client for Linuxを使用する復元のファイナライズ

と実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。 40 文字

以内にする こ と をお勧めし ます。

2 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 リ ス ト アのターゲッ ト と し て NetVault Backup Server を選択し ます。

3 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト で使用可能なその他のすべてのオ
プシ ョ ンは、 デフ ォル ト 設定のままにし ておきます。

4 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳細は、 『Quest NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

NetVault Backup Server 上の …/tmp デ ィ レ ク ト リ にある次のサブデ ィ レ ク ト リへフ ァ イルがリ カバリ さ

れます （… は、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リへのパスを表し ます）。

5 NetVault Backup Server へアクセスできる CD ラ イ タへ書き込み可能な空の CD を挿入し ます。

6 CD 作成ソ フ ト ウ ェ アを起動し 「linuxboot.iso」 フ ァ イルへアクセス し ます。 このフ ァ イルはステ ッ プ 1
で指定し たデ ィ レ ク ト リ内にあり ます。 CD 作成ソ フ ト ウ ェ ア内の必要なユーテ ィ リ テ ィ を用し て CD を

作成し ます。

7 CD を作成し たら、 ド ラ イブから取り出し適切なラベルを付けます。

た と えば、 OS が割り当てた名前など、 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client に固有のラベル

を付けます。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。

重要 ： 起動イ メ ージ情報を リ カバリする と、 実行元の Linux NetVault Bare Metal Recovery Client が

どれであるかにかかわらず、 …/tmp デ ィ レ ク ト リ内に linuxboot.iso とい う名前の CD 作成フ ァ イ

ルが作成されます。 上記の手順を使用し て、 追加の Linux NetVault Bare Metal Recovery Client から

起動イ メ ージ情報を リ カバリする と、 そのク ラ イアン ト の 「linuxboot.iso」 フ ァ イルがリ ス ト ア さ

れ、 このデ ィ レ ク ト リ内にある同じ名前のフ ァ イルを上書き し ます。 この上書きの際、 警告は表示
されません。 このため Quest では、 追加の Linux NetVault Bare Metal Recovery Client からの起動イ

メ ージ情報のバッ クア ッ プのリ カバリ を試みる前に、 1 つの Linux NetVault Bare Metal Recovery 
Client についてのプロセス全体を完了する こ と をお勧めし ます。

メ モ ： 多種多様な CD 作成ソ フ ト ウ ェ アが存在するため、 こ こではソ フ ト ウ ェ アの起動および管理

方法については説明し ません。 「.iso」 CD 作成フ ァ イルを使用し て CD を生成する手順についての

詳細は、 使用する ソ フ ト ウ ェ アのド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。
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Plug-in Live Client for Linux で使用する

DR イ メ ージのリ カバリ
Plug-in Live Client for Linux を使用し て作成し た DR イ メ ージの正しい復旧に必要と なる手順は、 バッ クア ッ プ

の時点で必要なデータ をどのよ う に管理し ていたかによ り異な り ます。 以下の ト ピ ッ クでは、 上記の各手順を正
し く 実行するためのプロセスを説明し ます。

Plug-in Live Client for Linux で DR イ メ ージを使

用し たデータの復元
前述のとお り、 最初に NetVault Backup Server 上の NetVault Backup WebUI から Linux NetVault Bare Metal 
Recovery Client のリ カバリ ・ ジ ョ ブを設定する必要があ り ます。 また、 このジ ョ ブを実際に起動し てから、 作

成し た CD を使用し て Linux NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し ます。

• Plug-in Live Client for Linux を使用し た DR イ メ ージでの復元の対象データの選択

• Plug-in Live Client for Linux を使用する DR イ メ ージの復元オプシ ョ ンの設定

• Plug-in Live Client for Linux を使用し た DR イ メ ージでのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

Plug-in Live Client for Linuxを使用したDRイメージでの復元

の対象データの選択
1 NetVault Backup Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト 選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Live Client for Linux］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

重要 ： 対象と なる Linux NetVault Bare Metal Recovery Client のハー ド ウ ェ ア構成を変更し ない限

り、 この CD を保存し ておけば、 将来このプラグイ ンを使用し て記録し た DR イ メ ージを リ カバリ

する ク ラ イアン ト の起動に使用できます。 ただ し、 新しいネ ッ ト ワーク ・ ハー ド ウ ェ アを導入し た
り、 ク ラ イアン ト ・ マシンのデバイス ・ ド ラ イバ ・ フ ァ イルが変更された り し た場合は、 ク ラ イア
ン ト の起動イ メ ージ ・ データ を再度バッ クア ッ プする必要があ り ます。 上記の手順を繰り返し、
CD を作成し ます。

起動イメージ・バックアップに適切なドライバ・ファイルが含まれていないと、起動CDは、その

デバイスをロードできません。Questでは、起動プロセス中にすべてのデバイスを正常にロードで

きるように、対象となるLinux NetVault Bare Metal Recovery Client上で起動メディアをテストするこ

とをお勧めします。

重要 ： Plug-in Live Client for Linux version 4.0 は、 前のバージ ョ ンの Plug-in Live Client を使用し てバッ ク

ア ッ プ し たデータのリ ス ト アに使用する こ とができません。 バージ ョ ン 4.0 よ り前のデータ を リ カバリす

るには、 バッ クア ッ プに使用し たバージ ョ ンの Plug-in Live Client for Linux を使用し ます。

Plug-in Live Client for Linuxは、一度にひとつのリストアしか実行することができません。

リカバリ・プロセスは、一部のファイルを変更します。変更されたファイルの元のコピーは、次の場所に
保存されます。/storix/temp/storix_install
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表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 対象の Linux NetVault Bare Metal Recovery Client と し て設定された

NetVault Backup Client を見つけ、 利用可能なバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を選択し ます （バッ クア ッ プ

時に ［ジ ョ ブ名］ フ ィ ールド で DR イ メ ージに付けられた名前がタ イ ト ルと し て表示されています）。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ツ リーに Linux NetVault Bare Metal Recovery Client が表示されたら、 DR イ メ ージ全体を選択し ます。

DR イ メ ージをダブルク リ ッ ク し てその個別内容を表示する こ と もできますが、 リ ス ト アを正し く 実行す

るには、 すべてのデータ ・ アイテムを選択する必要があ り ます （表示機能は、 バッ クア ッ プ ・ セーブ
セ ッ ト の内容を表示する機能であるため、 リ カバリの対象と なる個別アイテムは選択されません）。

6 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Linuxを使用するDRイメージの

復元オプションの設定

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 を ク リ ッ ク し て次のフ ィ ールド を表示し ます。

• ［ク ラ イアン ト ・ ホス ト 名］ ： このフ ィ ールド には、 DR バッ クア ッ プの対象と なった Linux NetVault Bare 
Metal Recovery Client の NetVault Backup マシン名が表示されます。

• ［リ ス ト ア ・ サーバー ・ ポー ト ］ ： このフ ィ ールド で、 サーバーの受信用ポー ト を選択する こ とができま
す。 通常、 デフ ォル ト の値は 「10666」 です。 別のポー ト を設定する必要がある場合は、 Plug-in Live 
Client for Linux で使用する ターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の通信ポー ト の再設定 （オプ

シ ョ ン） の手順に従います。

Plug-in Live Client for Linuxを使用したDRイメージでのリス

トア・ジョブのファイナライズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳細は、 『Quest 
NetVault Backup Administrator ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。 40 文字

以内にする こ と をお勧めし ます。

メ モ ： デ ィ スクが 4 つのプラ イマ リ ・ パーテ ィ シ ョ ンで構成されている場合、 4 つめのパーテ ィ

シ ョ ンはリ カバリ実行中に自動的に拡張論理パーテ ィ シ ョ ンに変換されます。 4 つのプ ラ イマ リ ・

パーテ ィ シ ョ ンが存在する場合には、 後にデ ィ スクにパーテ ィ シ ョ ンを追加する こ とができませ
ん。 4 つ目のパーテ ィ シ ョ ンを論理パーテ ィ シ ョ ンに変換する こ と で、 た と えば、 元の容量よ り大

きなデ ィ スクへのリ カバリ を実行する場合、 将来的にパーテ ィ シ ョ ンを作成するためのハー ド ・
デ ィ スク空き容量が確保されます。 この処理によ り、 データが失われる こ とはあ り ません。 これ
は、 起動ルーチン中に Linux 用システム ・ イ ンス ト ールのダイアログ ・ ボ ッ クスで警告と し て表示

されます （このプロセスについての詳細は、 「Plug-in Live Client for Linux で使用する適切な OS お

よび ド ラ イバでのターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の起動」 を参照し て く だ さい）。
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3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 表示されたマシンのリ ス ト から NetVault Backup Server を選択し、 それ

を目的のターゲッ ト と し て設定し ます。

リ ス ト アは、 NetVault Backup Server にイ ンス ト ールされている必須コ ンポーネン ト を利用するため、

NVBU サーバー経由で実行する必要があ り ます。 このリ ス ト での設定は、 ［ク ラ イアン ト ・ ホス ト 名］

フ ィ ールド に表示された値を使用し て と もに機能し、 リ ス ト ア先を適切に指定し ます。

4 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプシ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

Plug-in Live Client for Linux で使用する適切な

OS および ド ラ イバでのターゲ ッ ト NetVault Bare 
Metal Recovery Client の起動
次の ト ピ ッ クでは、 対象と なる Linux Client マシンを起動し て、 DR イ メ ージ ・ バッ ク ア ッ プを リ カバリする手

順について説明し ます。

Plug-in Live Client for Linuxで使用するターゲットNetVault 
Bare Metal Recovery Clientを起動するための前提条件

NetVault Bare Metal Recovery Client の起動前に以下が完了し ている こ と を確認し て く ださい。

• 起動用 CD が作成済み ： 対象と なる Linux Client 用の Plug-in Live Client 起動 CD を、 Plug-in Live Client 
for Linux で使用する必要なブータ ブル CD の作成に記載の手順で作成し てお く 必要があ り ます。

• 対象と なる NetVault Bare Metal Recovery Client 上で CD ド ラ イブをプラ イマ リ起動ソース と し て設定

済み ： CD からマシンを起動できるよ う に、 NetVault Bare Metal Recovery Client と し て動作する Linux マ

シンで、 CD ド ラ イブ （USB ポー ト を使用し て接続されている場合は USB 3.0 以前のプロ ト コルを使用

する必要があり ます） を、 プ ラ イマ リ起動ソース と し て設定する必要があ り ます （システムの BIOS アプ

リ ケーシ ョ ンにアクセス し て ド ラ イブをプ ラ イマ リ起動ソース と し て設定するなど）。

• NetVault Backup Server およびク ラ イアン ト 情報が収集済み ： 作成し た起動用 CD で対象と なる Linux
ク ラ イアン ト を起動し た後、 以下を含むさ まざまな情報を使用し てマシンを構成し ます。

▪ NetVault Backup Server の IP ア ド レス

▪ Linux NetVault Bare Metal Recovery Client の IP ア ド レス

▪ ゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レス （使用可能な場合）

▪ サブネ ッ ト ・ マスク

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。

メ モ ： 上記のプロセスが完了する と、 ジ ョ ブは NetVault Backup ジ ョ ブのキューに追加されますが、

従来の NetVault Backup リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ とは異な り、 実際にはジ ョ ブは開始されません。 実際に

ジ ョ ブを開始する前に、 以下の Plug-in Live Client for Linux で使用する適切な OS および ド ラ イバ

でのターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の起動の説明に従って、 手順を正し く 実行す

る必要があり ます。 
 
リ ス ト アの処理に失敗し た後に 2 回目のリ ス ト アを実行する と、 論理ボ リ ュームの作成を開始する

と きに 2 回目のリ ス ト アが応答し な く なる （ハングア ッ プ） 可能性があ り ます。 この問題が発生し

た場合は、 ターゲッ ト ・ デ ィ スク をブ ラ ン クにし て、 復元プロセスを再実行し ます。
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• コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ ポー ト が使用可能 ： このコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ ポー ト が空いてお り、 Plug-in Live 
Client for Linux が使用できる状態になっている こ と を確認し ます。 このデフ ォル ト ・ ポー ト 「10666」 が

使用可能でない場合、 作業を進める前にコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ ポー ト を再設定し ます。 詳し く は、 Plug-
in Live Client for Linux で使用する ターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の通信ポー ト の再設定

（オプシ ョ ン） を参照し て く だ さい。 デフ ォル ト ・ ポー ト 「10666」 が利用可能な場合は、 Plug-in Live 
Client for Linux で使用する ターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の起動手順へ進みます。

Plug-in Live Client for Linuxで使用するターゲット

NetVault Bare Metal Recovery Clientの通信ポートの

再設定（オプション）
Plug-in Live Client for Linux はデフ ォル ト でポー ト 「10666」 で受信し ます。 フ ァ イアウォールを設定し ている場

合、 リ カバリ を実行するためコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ ポー ト の変更が必要な場合があ り ます。 た と えば、 コ ミ ュニ
ケーシ ョ ン ・ ポー ト をポー ト 12345 に変更し たい場合などは、 以下の手順に従います。

1 ポー ト 「12345」 用にフ ァ イアウォールを開きます。

この手順によ り、 NetVault Bare Metal Recovery Client と NetVault Backup Server との通信が可能にな り

ます。

2 Plug-in Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルから、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

3 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト 選択］ ページで、 利用可能なセーブセ ッ ト を選択し、 ［次へ］ を

ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト の編集］ ページで を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Restore Server Port］ フ ィ ールド に 「12345」 と入力し ます。

Plug-in Server でポー ト 番号を設定し た後に、 NetVault Bare Metal Recovery Client でも更新し ます。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 「Plug-in Live Client for Linux で使用する ターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の起動手順」 の

説明に従って、 CD から起動し ます。

8 ［System Installation for Linux］ アプ リ ケーシ ョ ンが起動する と、 次に ［YSTEM INSTALLATION AND 
MAINTENANCE］ メ ニューが表示されます。 ［System Recovery Utility］ を選択し、 Enter キーを押し

ます。

9 ［Start a Maintenance Shell］ を選択し、 Enter キーを押し ます。 メ ンテナンス ・ シ ェル ・ プロンプ ト が

表示されます。

10 メ ンテナンス ・ シ ェルで、 以下のコマン ド を実行し ます。

maint> echo "ServerPort=12345" > /tmp/nvdrx.cfg
maint> exit

11 Plug-in Live Client for Linux で使用する ターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery Client の起動手順で説明

されている通り に起動手順を実行し ます。

メ モ ： 通常、 このポー ト 「10666」 は使用可能です。 以前にシステム管理者が別のアプ リ ケーシ ョ

ンで使用するよ う割り当てを行った場合や、 他のポー ト にフ ァ イアウォールを設定し た場合は使用
できな く な り ます。
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Plug-in Live Client for Linuxで使用するターゲットNetVault Bare 
Metal Recovery Clientの起動手順

次の手順に従って、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client を起動し ます。

1 対象と なる Linux NetVault Bare Metal Recovery Client の CD ド ラ イブに、 作成された CD を挿入し

（USB ポー ト で接続されている場合、 ポー ト では 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する必要があ

り ます）、 マシンを再起動し ます。

起動ルーチンが開始され、 必要なフ ァ イルが CD からシステム ・ メ モ リへロー ド されます。 対象と なる

Linux NetVault Bare Metal Recovery Client のハー ド ウ ェ ア構成によ り、 この手順には数分かかる場合が

あり ます。

CD からの起動に成功する と、 ［System Installation for Linux］ アプ リ ケーシ ョ ンが起動し、 初期画面が

表示されます。

2 必要な場合は矢印キーを使用し て ［デバイス / バッ クア ッ プのイ ンス ト ールを選択］ オプシ ョ ン （デフ ォ

ル ト 選択） に移動し、 Enter を押し てそれを選択し ます。

3 次に表示される ［デバイスまたはサーバーのイ ンス ト ールを設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 矢印キー
を使って ［リ モー ト ・ デバイスから イ ンス ト ール］ とい う 見出しの次にある ［ネ ッ ト ワーク構成を設定
または変更］ オプシ ョ ンに移動し、 Enter を押し てこのオプシ ョ ンを選択し ます。

4 ［ネ ッ ト ワークのイ ンス ト ール構成を設定または変更］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 矢印キー
を使って移動し ［TCP/IP 構成］ とい う見出しの下にある 4 つのフ ィ ールド に次の情報を入力し ます。

▪ ［Server の IP ア ド レス］ ： 前のセクシ ョ ンで説明し たジ ョ ブの起動に使用し た NetVault Backup 
Server へ割り当てられた IP ア ド レスを入力し ます。

▪ ［Client の IP ア ド レス］ ： Linux NetVault Bare Metal Recovery Client と し て動作するマシンに割り

当てられた IP ア ド レスを入力し ます。

▪ ［ゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レス］ ： ネ ッ ト ワークが使用するゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レス （使用可能な場合）
を入力し ます。

▪ ［サブネ ッ ト ・ マスク］ ： ネ ッ ト ワークが使用するサブネ ッ ト ・ マスクの値を入力し ます。

5 上記の 4 つのフ ィ ールド に入力し た後、 矢印キーを使って ［アダプ ターの構成］ とい う見出しの次にあ

る ［ネ ッ ト ワーク ・ デバイス］ フ ィ ールド に移動し ます。

重要 ： 対象と なる Linux NetVault Bare Metal Recovery Client に Raw 形式のデ ィ スクが含まれている場合、

これらのデ ィ スクに保存されているデータ を保護するために特定の起動手順を実行する必要があ り ます。
これは、 Plug-in Live Client for Linux では、 Raw 形式のデ ィ スクのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アがサポー ト

されないためです。 詳細は、 「Plug-in Live Client for Linux で使用する Raw 形式デ ィ スクに対する処置」 を

参照し て く だ さい。

メ モ ： ［System Installation for Linux］ アプ リ ケーシ ョ ンは、 DR リ カバリのカス タ マイズに使用

できる複数のユーテ ィ リ テ ィ を提供し ます。 しかし本ガイ ド では、 これらすべてのユーテ ィ リ テ ィ
の使用法については説明し ません。 本ガイ ド では、 標準のリ カバリ操作の実行に必要と なるツール
についてのみ説明し ます。

重要 ： このプ ラグイ ンでは、 標準 DR リ カバリの実行に必要なユーテ ィ リ テ ィ のみの使用を Quest
では強 く お勧めし ますが、 System Installation for Linux アプ リ ケーシ ョ ンには、 使用法について

簡単に説明するヘルプ ・ システムが内蔵されています。 このヘルプ ・ システムは F1 キーを押すと

画面ご とに表示されます。

重要 ： ［ゲー ト ウ ェ イ］ フ ィ ールドへの入力はオプシ ョ ンです。 Plug-in Server と Plug-in 
Live Client が同じネ ッ ト ワーク ・ セグ メ ン ト にある場合は、 このフ ィ ールド をブ ラ ン クのま

まにし て く だ さい。 サーバーと ク ラ イアン ト が別のセグ メ ン ト にある場合のみ、 ゲー ト ウ ェ
イの値を入力し て く だ さい。 
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6 このダイアログ ・ ボ ッ クスの一番下のバーに表示される コマン ド が更新され、 ［F4=List］ オプシ ョ ンが

表示されます。 F4 キーを押し て、 Linux ク ラ イアン ト で使用可能なネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イス ・

カー ド （NIC） のリ ス ト を表示し ます。

7 表示されたサブウ ィ ン ド ウで、 矢印キーを使って使用する NIC へ移動し、 Enter キーを押し て選択し ま

す。

8 ［ネ ッ ト ワーク ・ デバイス］ フ ィ ールドが更新され、 選択し た NIC が表示されます。 F3 または Esc キー

を押し て、 すべての設定を確認し、 このダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。 これで ［デバイスまたは
サーバーのイ ンス ト ールを設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに戻り ます。

9 追加の設定は必要があり ません。 F3 または Esc キーを押し て、 このダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ、

［システムのイ ンス ト ールと メ ンテナンス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに戻り ます。

左下の情報フ ィ ールドが更新され、 入力し た値が表示されます （［Service］ フ ィ ールドが更新され、

NetVault Backup Server に入力し た IP ア ド レスが表示されます）。

10 矢印キーを使って ［現在の設定でシステムを イ ンス ト ール］ オプシ ョ ンへ移動し、 Enter を押し てジ ョ ブ

を開始し ます。

すべての設定が正し く 入力されている場合はプロセスが続行され、 正し く 入力されていない場合は赤色
のダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され、 ジ ョ ブを開始できないこ とが通知されます。

11 実際のジ ョ ブが開始する前に、 操作を続行する と、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client 上の選択

し たデ ィ スクは消去され上書き される こ と を通知する メ ッ セージがこのダイアログ ・ ボ ッ クスのフ レー
ムに表示されます。 Y キーを押し て確認し、 リ カバリ を開始し ます。

システムのリ ビルド前に、 起動 CD が自動でエジ ェ ク ト されます。

重要 ： このプロセスの起動には、 「Plug-in Live Client for Linux で DR イ メ ージを使用し たデータの

復元」 で説明されているよ う に、 目的のリ カバリ ・ ジ ョ ブがすでに設定され、 NetVault Backup 
Server で起動し ている こ とが条件と な り ます。

重要 ： Storix を使用し ている場合、 同じデ ィ スク ・ サイズの同一または異なる ク ラ イアン ト を リ ス

ト アする と （これらのいずれかが論理グループやボ リ ュームの一部と し て設定されているなど）、
次のメ ッ セージが表示されます。 「The following non-fatal errors must be corrected before 
continuing: Disk sdb: This disk is not large enough for the partitions as they are currently defined.You 
must reduce the space requirements on this disk by at least 7MB by removing the partitions or 
reducing their sizes. （致命的ではあり ませんが、 継続する前に以下のエラーを修正する必要があ り

ます ： Disk sdb ： このデ ィ スクには、 現在定義されているパーテ ィ シ ョ ンに対し て十分な空き容量

があり ません。 パーテ ィ シ ョ ンを削除またはサイズを小さ く する こ とによ り、 このデ ィ スク上で必
要な容量を少な く と も 7MB まで削減する必要があり ます。）」 この問題に対処するには、 Storix 内の

［イ ンス ト ール設定の表示 / 変更］ 機能を使用し てパーテ ィ シ ョ ン ・ サイズを調整し ます。 

 
複数デ ィ スクにまたがったス ト ラ イプ化論理ボ リ ュームを再作成するために リ カバリ ・ プロセスを
許可するには、 ス ト ラ イプ ・ サイズを手動で変更し ます。 Storix のメ イ ン ・ メ ニューから、 ［イ ンス

ト ール設定の表示 / 変更］ > ［論理ボ リ ュームの管理］ > ［論理ボリ ュームを追加または変更］ を選

択し ます。 利用可能なボリ ュームを選択し、 ［Enter］ を押し ます。 ［ス ト ラ イプ ・ サイズ］ を 「0」

から元々設定されていたサイズに変更し ます。
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Plug-in Live Client for Linuxで使用するRaw形式ディスクに対す

る処置
い く つかの ト ピ ッ クで述べた とおり、 Plug-in Live Client for Linux では Raw 形式のデ ィ スクのバッ クア ッ プおよ

びリ ス ト アはサポー ト されません。 ただ し、 前の ト ピ ッ クで説明し た標準の起動ルーチンを手順どお り に実行す
る と、 Raw 形式のデ ィ スクは自動的に初期化され、 データのリ ス ト アが開始されます。 その結果、 これらの

Raw 形式デ ィ スクに保存されていたデータは失われます。 Raw 形式デ ィ スク を リ ス ト アから除外するには、 以

下の手順に従って、 Raw 形式デ ィ スク を含む対象と なる Linux NetVault Bare Metal Recovery Client を適切に起

動し ます。

1 この設定を行う前に、 「Plug-in Live Client for Linux で使用する ターゲッ ト NetVault Bare Metal Recovery 
Client の起動手順」 のステ ッ プ 1 ～ステ ッ プ 9 で説明し た手順を実行する必要があ り ます （つま り、 ス

テ ッ プ 10 からステ ッ プ 11 は実行し ないよ う 注意し て く だ さい）。

2 ［システムのイ ンス ト ールと メ ンテナンス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに戻り、 矢印キーを使用し て
［イ ンス ト ール設定の表示 / 変更］ オプシ ョ ンを選択し、 Enter キーを押し ます。

NetVault Backup Server からのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ情報の読み出しに伴い、 さ まざまなダイアログ ・

ボ ッ クスが表示されます。 このプロセスの完了までに数分かかる こ とがあ り ます。

3 このダイアログ ・ ボ ッ クスでは、 システム上のデ ィ スクが現在の設定に一致し ている こ と を示すフ レー
ムが表示される こ とがあり ます。 Enter キーを押し ます。

4 ［イ ンス ト ール設定メ ニューの変更］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 Enter キーを押し て、 デ

フ ォル ト ・ オプシ ョ ンである ［デ ィ スク を選択し てイ ンス ト ールに使用］ を選択し ます。

5 ダイアログ ・ ボ ッ クスが更新され、 ターゲッ ト ・ システムで現在利用可能なデ ィ スクのリ ス ト を示すフ
レームが表示されます。 矢印キーを使用し て、 復元から除外するデ ィ スク、 つま り Raw パーテ ィ シ ョ ン

形式デ ィ スク を選択し、 Enter を押し て選択し ます。

6 目的のデ ィ スクが選択される と、 フ レームが更新され、 利用可能なオプシ ョ ンのリ ス ト が表示されます。
矢印キーを使用し て ［デ ィ スクのバッ クア ッ プ ・ データ を リ ス ト ア し ない］ オプシ ョ ンを選択し、 Enter
キーを押し て選択し ます。

7 ダイアログ内のフ レームが更新され、 このデ ィ スク を選択する と リ カバリ対象から除外される旨のメ ッ
セージが表示されます。 Y キーを押し て確定し ます。

除外コマン ド を確定させる と、 ダイアログ ・ ボ ッ クス内のフ レームにはターゲッ ト ・ システム上のデ ィ
スクのリ ス ト が表示され、 リ カバリから除外されるデ ィ スクに 「---------AVAILABLE---------」 とい う ラベ

ルが付きます。

8 さ らに別のデ ィ スク を除外するには、 ステ ッ プ 5 ～ステ ッ プ 7 を繰り返し ます。

注意： この手順は、既存のRaw形式ディスクに保存されたデータ・アイテムを確実に保護するために実行

する必要があります。この手順に従ってRawディスクを含むマシンを起動せず、その結果データ損失が発

生した場合、Questは一切の責任を負いません。

重要 ： この設定を行う 前に、 Plug-in Live Client for Linux で DR イ メ ージを使用し たデータの復元で説明し

た手順を実行する必要があり ます。 DR バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの実行前にキューに追加されていない場合、

この手順を完了する こ とはできません。 つま り、 ジ ョ ブを NetVault Backup WebUI で開始し た後、 この設

定を実行する必要があり ます。

重要 ： ド ラ イブに対し て ［このデ ィ スクのバッ クア ッ プ ・ データ を リ ス ト ア し ない］ オプシ ョ ンを
選択する前に、 選択し た ド ラ イブが除外する ド ラ イブである こ と を確認する必要があ り ます。 ド ラ
イブを一旦リ ス ト アから除外する と、 後で再追加する こ とはできません （設定を変更する唯一の方
法は、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client を再起動し て、 これらの手順を初めからやり直す

方法です）。
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9 利用可能なすべてのデ ィ スク を リ カバリ対象から除外し た後に、 Esc または F3 キーを 2 回押し て、

［システムのイ ンス ト ールと メ ンテナンス］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに戻り ます。

左下の情報フ ィ ールドが更新され、 入力し た値が表示されます （［Service］ フ ィ ールド が更新され、

NetVault Backup Server に入力し た IP ア ド レスが表示されます）。

10 矢印キーを使って ［現在の設定でシステムを イ ンス ト ール］ オプシ ョ ンへ移動し、 Enter キーを押し て

ジ ョ ブを開始し ます。

すべての設定が正し く 入力されている場合はプロセスが続行され、 正し く 入力されていない場合は赤色
のダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され、 ジ ョ ブを開始できないこ とが通知されます。

11 実際のジ ョ ブが開始する前に、 操作を続行する と、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client 上の選択

し たデ ィ スクは消去され上書き される こ と を通知する メ ッ セージがこのダイアログ ・ ボ ッ クスのフ レー
ムに表示されます。 「Y」 キーを押し て確認し、 リ カバリ を開始し ます。

システムのリ ビルド前に、 起動 CD が自動でエジ ェ ク ト されます。

Plug-in Live Client for Linux でのジ ョ ブ進行状況

の監視と リ カバリの終了
NetVault Backup Server から、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを使用し てジ ョ ブの進行状況を監視できます。

ジ ョ ブの進行状況を監視する必要はあり ませんが、 NetVault Bare Metal Recovery Client のリ カバリ を実行する

場合は進行状況を監視する こ と をお勧めし ます。 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client のリ カバリが完了し

たら、 オン ラ イ ンに戻すための最後のタ スク を実行する必要があ り ます。 リ カバリ ・ ジ ョ ブを監視する こ とによ
り、 ジ ョ ブの完了通知を受け取り、 この最後のタ スク を実行できます。

1 リ カバリ ・ ジ ョ ブが実行されている と きに、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［ジ ョ ブ監視］ を ク リ ッ ク し ま
す。

2 表示されたジ ョ ブのリ ス ト で、 進行中の Linux DR リ カバリ ・ ジ ョ ブを見つけます。

使用中のプ ラグイ ンやデータ転送速度の値などを含む、 選択し たジ ョ ブに関する さ まざまな情報が表示
されます。 ［実行ステータ ス］ フ ィ ールド にはジ ョ ブのステータ スが表示されます （［メ デ ィ ア待機中］
または ［メ デ ィ ア読み取り中］ など）。 リ カバリが完了する と、 データ転送の値は停止し、 このフ ィ ール
ドは更新されて 「リ ス ト ア完了」 とい う メ ッ セージが表示されます。

3 リ カバリ ・ プロセスを完了するには、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client マシンにローカルにア

クセス し、 System Installation for Linux アプ リ ケーシ ョ ンの Reboot the System コ マン ド を使用し て

Linux NVBMR Client マシンを再起動し ます。 メ ンテナンス ・ シ ェル ・ プロンプ ト で exit を入力するか、

システムを手動でシャ ッ ト ダウン し ます。

Linux NetVault Bare Metal Recovery Client が起動し、 フ ァ イル ・ システムは、 DR イ メ ージの作成時点の

状態にリ カバリ されます。

メ モ ： この ト ピ ッ クでは、 NetVault Backup WebUI の ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページを使用し て、 Linux 
DR リ カバリ操作の進行状況を監視し、 ジ ョ ブを終了する例を説明し ます。 このダイアログ ・ ボ ッ クスで

使用できるツールは Plug-in Live Client for Linux 専用ではあ り ません。 使用法についての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

重要 ： ジ ョ ブを停止する必要がある場合は、 同じ方法で ［中断］ コマン ド にアクセスする こ と もで
きます。 このコマン ド を使って リ カバリ ・ ジ ョ ブを停止する と、 NetVault Backup は実際にデータ

転送を停止し ます。 ただ し、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client 上で実行中の ［System 
Installation for Linux］ アプ リ ケーシ ョ ンは機能停止状態になるため、 このコマン ドはアクセス可

能ですが、 使用できません。 アプ リ ケーシ ョ ンを使用できる状態へ再起動するには、 ド ラ イブへ
CD を挿入し、 Linux NetVault Bare Metal Recovery Client の再起動を行う必要があり ます。
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fsckプロセス中に表示される「Superblock last…」メッセージ

リ ス ト アする と、 ク ロ ッ クの不整合に関する fsck エラーや、 UTC （Universal Time Coordinated ： 協定世界時）

を使用し ないシステムでの強制チ ェ ッ クなどいずれかの原因と なるよ う な問題が発生する こ とがあ り ます。 リ ス
ト ア後に最小にシステムを起動し た と き、 それらのエラーは、 「Superblock last mount time is in the future」 メ ッ

セージ と し て表示されますが、 このメ ッ セージは無視する こ とができます。 この問題に対処するには、 以下の手
順に従います。

1 Storix メ デ ィ アを使用し て、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を起動し ます。

2 Storix 内のメ ンテナンス ・ シ ェルを開き、 以下のコマン ド を実行し ます。

hwclock --hctosys --localtime
3 リ ス ト アを実行し ます。

Plug-in Live Client for Linux で使用する

復元後要件の完了
対象と なる Linux Client で リ ス ト ア ・ プロセスを完了する と、 そのマシンには次の事項が適用されます。

• ターゲッ ト の 「hosts」 フ ァ イルが修正される ： リ ス ト アでは、 「.../etc/hosts」 フ ァ イル内の対象と なる

NetVault Bare Metal Recovery Client マシンのエン ト リが修正されます。 たと えば、 リ カバリ後は、

「.../etc/hosts」 フ ァ イル内にこのク ラ イアン ト の IP ア ド レスおよびエイ リ アス と と もにホス ト 名が表示

されな く な り ます。 IP ア ド レスを使用すればマシンにアクセスできますが、 ホス ト 名を使用し てマシン

にアクセスするには、 このフ ァ イルを編集し て適切なホス ト 名情報を フ ァ イルに含める必要があ り ます。
この 「hosts」 フ ァ イルに関する情報と、 ターゲッ ト Linux マシンの適切なホス ト 名が含まれるよ う フ ァ

イルを編集する方法については、 関連する Linux ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

• 修正されたフ ァ イル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アを実行する （該当する場合） ： リ カバリの完了後、 Plug-in 
Live Client for Linux で使用する DR イ メ ージのリ カバリ で説明し た、 Plug-in for FileSystem でバッ クア ッ

プ し たフ ァ イルを リ ス ト アする こ とができます。 このプロセスによ り、 これらのフ ァ イルは DR リ カバリ

前の状態にリ ス ト ア されます。

• ブー ト ・ ローダ ・ アプ リ ケーシ ョ ンへの変更 ： GRUB 以外の Linux ブー ト ・ ローダ ・ ユーテ ィ リ テ ィ を

実行し ている場合、 対象と なる Linux ク ラ イアン ト で DR イ メ ージを リ カバリ後、 ブー ト ・ ローダ ・ ユー

テ ィ リ テ ィ はこのアプ リ ケーシ ョ ンの GRUB バージ ョ ンに置き換わり ます。

• GRUB エン ト リ ： Storix は、 同一の物理ハー ド ウェ ア上に再イ ンス ト ールするのか、 同一のス ト レージ

設定へリ ス ト アするのか判断する こ とはあり ません。 このため、 前回の GRUB エン ト リが有効か保証さ

れません。 リ ス ト ア後も有効性が保証される GRUB エン ト リは、 Storix が作成するエン ト リのみです。

• ボリ ューム ・ ラベルおよびボリ ューム UUID ： 起動またはマウン ト にユニバーサル固有識別子 （UUID）

を使用するシステムの場合、 正しいデバイス UUID で /boot/grub/grub.conf および /etc/fstab を確認し

編集し ます。 詳細は、 「手動による UUID 情報の更新」 を参照し て く だ さい。

• DR リ ス ト アの Start-end セク ター ・ ロケーシ ョ ンの変更 ： DR イ メ ージのリ カバリ後、 リ ス ト ア された

パーテ ィ シ ョ ンの Start-end セク ターは元のバッ クア ッ プ された場所と異なる こ とがあり ます。 パーテ ィ

シ ョ ン ・ サイズは変更されませんが、 マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド の後に未使用領域が作成されません。
そのため、 この未使用領域を必要とする一部のブー ト ・ ローダ （GRUB など） は使用できません。 上記

の項目で説明し たブー ト ・ ローダ ・ ユーテ ィ リ テ ィ の LILO バージ ョ ンはこの未使用領域を必要と し ない

ため、 リ カバリ後に自動的に設定され、 使用する こ とができます。

• スワ ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ンの変更 ： リ カバリ中は、 NetVault Bare Metal Recovery for Linux モジュールは

スワ ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ン用に 「/etc/fstab」 フ ァ イル ・ エン ト リ を暗黙的に修正し ます。

例 ：

た と えば、 リ ス ト ア前には、 「fstab」 にはスワ ッ プ ・ デバイス用に以下のエン ト リが含まれます。
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LABEL=SWAP-sda2    swap    swap    defaults    0 0 
しかし、 リ ス ト ア後には、 元のスワ ッ プ･エン ト リはコ メ ン ト ・ アウ ト され、 新規エン ト リが追加されま
す。

# Updated by Storix System Installation
#LABEL=SWAP-sda2    swap    swap    defaults    0 0
/dev/sda2           swap    swap    defaults    0 0
スワ ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ンは自動的に使用可能にな り ますが、 スワ ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ン用のラベルは
削除されます。

• フ ァ イル ・ システム ・ チ ェ ッ クの有効化 ： リ ス ト アによ り、 「Maximum mount count」 パラ メ ータ と

「Check interval」 パラ メ ータが修正され、 これによ り フ ァ イル ・ システム ・ チ ェ ッ クが有効にな り ます。

マウン ト 数または指定期間に基づいてパラ メ ータが有効になっていないシステムについては、 以下のコ
マン ド を使用し て手動でオプシ ョ ンを無効にし ます。

# tune2fs -c -1 <deviceName>
# tune2fs -i 0 <deviceName>

手動によるUUID情報の更新

Plug-in Live Client for Linux を使用し てデータ を復元する場合、 各フ ァ イル ・ システムの UUID が再作成されま

す。 /boot/grub/grub.conf フ ァ イルと /etc/fstab フ ァ イル内で UUID が使用されており、 これらが Plug-in for 
FileSystem を使用し て前回のバッ クア ッ プから リ ス ト ア された場合、 システムは起動に失敗し ます。 これは

UUID が実際のフ ァ イル ・ システム上の値と一致し ないためです。 この問題への対処法と し て、 フ ァ イルを手動

で更新し ます。

以下の手順では、 「dev」 や 「sda」 などのコマン ドの使用例を示し ます。 ただ し、 これらのコマン ド をご使用の

環境下で実行する場合は、 該当する情報を環境に適し た情報に置き換える必要があ り ます。

1 root でログイ ン し、 作業デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

2 Plug-in for FileSystem と前回のバッ ク ア ッ プを使用し て /boot/grub/grub.conf フ ァ イルと /etc/fstab
フ ァ イルを作業デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し ます。

3 デバイス ・ フ ァ イル名と そのマウン ト ・ ポイ ン ト を識別し て メ モするには、 以下のコマン ド を実行し ま
す。

# mount | grep ^/dev
/dev/sda3 on / type ext4 (rw)
/dev/sda1 on /boot type ext4 (rw)
#

4 スワ ッ プ ・ デバイス情報を識別し て メ モするには、 以下のコマン ド を実行し ます。

# swapon -s
Filename     Type         Size       Used   Priority
/dev/sda2    partition    2097144    0      -1
#

5 スワ ッ プ情報を含むデバイス ・ パーテ ィ シ ョ ンの UUID をエクスポー ト し てフ ァ イルに保存するには、 以

下のコマン ド を実行し ます。

各デバイスについて、 コマン ド ラ イ ン上で 「in」 ステー ト メ ン ト の後に 「sda1」、 「sda2」、 および

「sda3」 などの名前を指定し ます。 各デバイス ・ パーテ ィ シ ョ ンについて、 @ デバイス _ パーテ ィ シ ョ

ン _ 名前 @ の形式で名付けられたフ ァ イルが作業デ ィ レ ク ト リ に作成されます。 このフ ァ イルには、 関

連する UUID が含まれます。
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# export LANG=C; export LC_ALL=C
# for dev in sda1 sda2 sda3
> do
>   ls -l /dev/disk/by-uuid/ | awk "/$dev\$/
 {print \$9}" > @$dev@
> done
#

6 パーテ ィ シ ョ ンについてフ ァ イルが作成され、 各フ ァ イル内でパーテ ィ シ ョ ンご とに UUID が正し く 記録

されているか確認し ます。

7 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て grub.conf フ ァ イルを開きます。

8 root=UUID=x-x-x-x-x を含むエン ト リ について、 x-x-x-x-x-x をパーテ ィ シ ョ ン名に一致させた後、 UUID
をパーテ ィ シ ョ ン名で置き換えます。

変更前の例

kernel /vmlinuz-2.6.32-131.0.15.el6.x86_64 ro
root=UUID=dc8ee87c-1ac3-4ece-ab53-f19cd1ebaf7e rd_NO_LUKS …
変更後の例

kernel /vmlinuz-2.6.32-131.0.15.el6.x86_64 ro
root=UUID=@sda3@ rd_NO_LUKS …

9 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て fstab フ ァ イルを開きます。

10 ステ ッ プ 3 と ステ ッ プ 4 で メ モ し た情報を使用し て、 UUID をすべてのマウン ト と スワ ッ プ ・ パーテ ィ

シ ョ ンのデバイス ・ パーテ ィ シ ョ ン名に変更し ます。

変更前の例

UID=dc8ee87c-1ac3-4ece-ab53-f19cd1ebaf7e
/          ext4   defaults   1 1
UUID=6c285d5c-9669-4791-a214-2ed007a7e454
/boot      ext4   defaults   1 2
UUID=84fd7dad-f9a8-4102-9102-fa62c8def671
swap       swap   defaults   0 0
変更後の例

UUID=@sda3@ /         ext4   defaults   1 1
UUID=@sda1@ /boot     ext4   defaults   1 2
UUID=@sda2@ swap      swap   defaults   0 0

11 grub.conf および fstab フ ァ イル内のデバイス名を UUID に変更するには、 以下のコマン ド を実行し ま

す。

# for dev in @*@
> do
>   sed -i "s/$dev/$(cat $dev)/g" grub.conf fstab
> done

12 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て grub.conf フ ァ イルと fstab フ ァ イルを開き、 デバイス名が対応

する UUID に正し く 置き換えられたか確認し ます。

13 /boot/grub/grub.conf と /etc/fstab のバッ クア ッ プ ・ コ ピーを作成し ます。

# cp -a /boot/grub/grub.conf /boot/grub/grub.conf.org
# cp -a /etc/fstab /etc/fstab.org

14 grub.conf フ ァ イルと fstab フ ァ イルを作業デ ィ レ ク ト リから元の位置へコ ピーし、 シンボリ ッ ク ・ リ ン

ク を grub.conf から menu.lst へ再作成し ます。
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# cp -a grub.conf /boot/grub/grub.conf
# cp -a fstab /etc/fstab
## cd /boot/grub
# rm menu.lst
# ln -s ./grub.conf menu.lst
#

15 サーバを再起動し、 正し く 起動し たこ と を確認し ます。

システムが起動に失敗し た場合、 レスキュー ・ デ ィ スク を使用し てシステムをレスキュー ・ モー ド で起
動し、 ステ ッ プ 13 で作成し たバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを元の場所にコ ピーし なおし てから再度サーバを

起動し て く だ さい。 新規に作成された grub.conf フ ァ イルと fstab フ ァ イルを再度確認し、 必要な修正

を加えてからステ ッ プ 13 からステ ッ プ 15 を再実行し ます。
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6

NetVault Bare Metal Recovery （物理   

から仮想へ ： P2V） リ カバリ

• 物理マシンに SCSI および IDE デバイス ・ ド ラ イバを イ ンス ト ールする

• サポー ト される物理から仮想への設定

物理マシンに SCSI および IDE デバイス ・

ド ラ イバを イ ンス ト ールする
Linux ベースの Plug-in Offline Client を使用し て、 ク ラ イアン ト が Windows ベースの仮想環境に物理サーバーを

移行する場合、 そのマシンをバッ クア ッ プする前に OS 上にデ ィ スク ・ ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。 復元イ

メ ージに元の物理マシンの SCSI/IDE ド ラ イバが含まれるため、 復元し た VM が起動し ません。 また、 復元し た

VM には復元先の VM の SCSI/IDE コ ン ト ローラ用のド ラ イバがあり ません。 この問題によ り、 デ ィ スクがひと

つも見つからないためブルー ・ スク リーン ・ エラーが表示され起動が失敗し ます。

この問題に対する解決策と し て、 「.inf」 フ ァ イルを作成し、 Windows イ ンス ト ーラがシステムに適切な ド ラ イ

バをロー ド し、 Windows が起動するたびに正しいレジス ト リ ・ エン ト リ を作成するよ う設定し ます。 物理マシ

ンのバッ クア ッ プの前に 「.inf」 フ ァ イルのイ ンス ト ールが必要です。 これによ り リ ス ト ア後、 正しい ド ラ イバ

がロー ド され、 VMWare IDE/SCSI コ ン ト ローラが検出されます。

Quest では、 以下のデバイス ・ ド ラ イバ .inf フ ァ イルを提供し ています。

• “vm_ide_2008.inf” ： Windows Server 2008 以降の IDE デバイス ・ ド ラ イバ

• “vm_lsi_2008.inf” ： Windows Server 2008/2008 R2 以降の SCSI デバイス ・ ド ラ イバ

デバイス ・ ド ラ イバ 「.inf」 フ ァ イルは Quest の Web サイ ト からダウンロー ド し ていただけます。

1 必要なデバイス ・ ド ラ イバ （例 ： vm_ide_2008.inf） を物理マシンにコ ピーし ます。

2 物理マシン上でフ ァ イルを見つけたら、 右ク リ ッ ク し、 メ ニューから ［イ ンス ト ール］ を選択し ます。

3 ［ハー ド ウ ェ アのイ ンス ト ール］ 警告メ ッ セージが表示されたら、 ［続行］ を ク リ ッ ク し ます。

4 システムを再起動し て、 新規設定を有効にし ます。

メ モ ： ソース （物理） マシンにデバイス ・ ド ラ イバがイ ンス ト ールされている必要があ り ますが、 ター
ゲッ ト （仮想） マシンのデバイス ・ ド ラ イバのタ イプ と一致し ている必要があ り ます。 た と えば、 SATA
ド ラ イバを持つ Windows Server 2008 物理マシンを、 SCSI ド ラ イバを持つ VM に移行するには、 物理マ

シンに vm_lsi_2008.inf を イ ンス ト ールし て く ださい。 すべてのサポー ト されている設定について詳し く

は、 サポー ト される物理から仮想への設定を参照し て く だ さい。
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サポー ト される物理から仮想への設定
現在、 Windows Server 2008 （32/64 ビ ッ ト ） 以降に、 次の設定がサポー ト されています。

表1. サポートされている設定

ソース（物理） ターゲット（VM）

IDE IDE

IDE SCSI

SATA IDE

SATA SCSI

SCSI IDE

SCSI SCSI
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• NetVault Backup 選択ページからの LUN の除外

• バッ クア ッ プ時とは異なるデ ィ スク番号での復元の実行

• MBR リ カバリ中のアクセス拒否

• セーブセ ッ ト を リ ス ト アする と、 デフ ォル ト ・ パラ メ ータ を持つフ ァ イル ・ システムが作成されます

• VMware ESX および ESXi Server 4.x 以前は、 Windows PE ではサポー ト されていません

NetVault Backup 選択ページからの LUN
の除外
Windows PE ベースの Plug-in Offline Client を使用する一部のイ ンス タ ンスでは、 Windows デ ィ スクマネー

ジャーがフ ァ イバ ・ チャネル ・ カー ドの LUN （論理ユニ ッ ト 番号） を ド ラ イブ と し て認識し ます。 この場合、

NetVault Backup も LUN を ド ラ イブ と し て解釈し て ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページに表示し て し ま

う ため、 それらのアイテムが選択される と NVBU はバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに含めよ う と し ます。 この問題のた

め、 VSS バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ も失敗し ます。 対処法と し ては、 「nvdrw.cfg」 フ ァ イルを編集し て LUN が

［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページに表示されないよ う にする こ とができます。

このフ ァ イルをア ッ プデー ト するには、 以下の手順に従います。

1 「nvdrw.cfg」 フ ァ イルを見つけて、 テキス ト ・ エデ ィ タ で開きます。

Plug-in Offline Client では、 このフ ァ イルは 「\\Windows\System32\」 の下にあり ます。 Plug-in Live 
Client では、 このフ ァ イルは 「\\NetVault Backup\config\」 の下にあ り ます。 フ ァ イルが存在し ない場合

は、 新規に作成し てもかまいません。

2 フ ァ イルに以下に類似するセクシ ョ ンを含めて更新し ます。 利用可能なセグ メ ン ト に、 ご使用のカー ド
情報を入力し ます。

[Disk Vendor:Product]
IgnoreDisk=LSI, Universal Xport

3 フ ァ イルを保存し て閉じ ます。

4 Plug-in Offline Client では、 以下の手順を実行し て drdaemon を再起動し ます。

a NetVault Bare Metal Recovery Client で、 Windows タ スク ・ マネージャ を起動するには、 コマン

ド ・ プロンプ ト で以下を タ イプ し、 Enter キーを押し ます。

taskmgr
b ［Windows タ スク ・ マネージャー］ 画面で、 ［プロセス］ タ ブを選択し、 drdaemon を右ク リ ッ ク

し てから、 ［プロセスの終了］ を選択し、 ［Windows タ スク ・ マネージャー］ 画面を閉じ ます。

c drdaemon を再起動するには、 コマン ド ・ プロンプ ト で以下を入力し （必要であれば、 ［Launch 
CMD］ を再度ク リ ッ ク）、 Enter を押し ます。

drdaemon
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5 Plug-in Live Client では、 NetVault Bare Metal Recovery Client の ［Windows タ スク  マネージャー］ 画面

で、 ［プロセス］ タ ブを選択し、 ［nvdrw］ を右ク リ ッ ク し てから、 ［プロセスの終了］ を選択し、

［Windows タ スク  マネージャー］ 画面を閉じ ます。

6 ［NetVault Backup バッ クア ッ プ］ ウ ィ ン ド ウの ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページにアクセス

し、 変更が反映されたこ と を確認し ます。

バッ クア ッ プ時とは異なるデ ィ スク番号
での復元の実行
バッ クア ッ プ中に ド ラ イブに割当られたデ ィ スク番号とは異なる番号がリ ス ト ア時に使用される場合があ り ま
す。 この問題に対処するには、 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページに表示されるデ ィ スク ID とデ ィ スクの順番

を メ モ し て、 Plug-in Offline Client を使用し て リ ス ト アの対象と なるマシンを起動し てから、 デ ィ スクの順番が

異なるかど うかを メ モする必要があり ます。 デ ィ スクの順番が異なる場合はデータ消失を防ぐため、 リ ス ト ア手
順において ［名前変更］ オプシ ョ ンを使用し ます。

デ ィ スクの順番が異なるか識別するには、 以下の手順を実行し ます。

1 NetVault Backup Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 目的のセーブセ ッ ト をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 以前にバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト ・ マシンが表示されます。 そのク ラ イアン ト ・ マシンをダブルク
リ ッ ク し て開き、 バッ クア ッ プ し たデ ィ スク を表示し ます。

5 各デ ィ スク横に表示される括弧内の情報を メ モ し ます。

6 Plug-in Offline Client を使用し て リ ス ト アのターゲッ ト と なる NetVault Bare Metal Recovery Client を起動

し た後、 NetVault Backup Server にアクセス し、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを開きます。

7 ク ラ イアン ト をデ ィ スク レベルまで ド リルダウン し、 現在のデ ィ スクの順番を メ モ し ます。

順番が異なる場合は、 リ ス ト ア手順で ［名前変更］ オプシ ョ ンを使用し ます。

MBR リ カバリ中のアクセス拒否
マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド （MBR） のリ カバリ中に、 フ ァ イル ・ システムがまだマウン ト されているために

アクセスが拒否されたこ と を示すエラー ・ メ ッ セージが表示された場合、 フ ァ イル ・ システムを手動でマウン ト
解除し て リ カバリ ・ プロセスを再度完了する必要があり ます。
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セーブセ ッ ト を リ ス ト アする と、 デフ ォ
ル ト ・ パラ メ ータ を持つフ ァ イル ・ シス
テムが作成されます
Plug-in Live Clientfor Linux を使用し てバッ クア ッ プ されたフ ァ イル ・ システムのパラ メ ータ を カス タ マイズし た

場合、 リ ス ト ア ・ プロセス中にパラ メ ータは保持されません。 代わり に、 システムがリ ス ト ア されて、 デフ ォル
ト のパラ メ ータ を使用するよ う に設定されます。 た と えば、 パフ ォーマンス ・ チューニングを使用し てモー ド を
journal_data_writeback に設定する と、 リ ス ト ア されたシステムはデフ ォル ト 設定の journal_data_ordered を

使用し ます。

この問題に対処するには、 次の手順のいずれか 1 つを実行し ます。

• システムをバッ クア ッ プする前に、 「/etc/fstab」 フ ァ イルを更新し てカス タ マイズし たパラ メ ータ を反映

させます。 これによ り、 リ ス ト ア されたシステムがカス タ マイズされたパラ メ ータ を確実に保持し ます。

• リ カバリ ・ ソ フ ト ウ ェ アで、 リ ス ト アするバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を選択し て、 次にイ ンス ト ール
設定を更新し てカス タ マイズし たパラ メ ータ を指定し ます。

• カス タ マイズし たパラ メ ータ を使用するために、 リ ス ト ア し たシステムを手動で更新し ます。

VMware ESX および ESXi Server 4.x 以

前は、 Windows PE ではサポー ト されて

いません
Plug-in Offline Clientfor Windows PE は Windows 8 に基づいているため、 VMware ESX または ESXi Server 4.x
以前のバージ ョ ンに存在する VM を起動する と、 次のエラーが発生する場合があり ます。

Your PC ran into a problem and needs to restart.We're just collecting some error 
info, and then we'll restart for you.(0% complete)
If you would like to know more, you can search online later for this error: 
HAL_INITIALIZATION_FAILED
詳細については、 http://support.microsoft.com/kb/2814803 を参照し て く だ さい。
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弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社にサービスを提供するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ

保護、 ID およびアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ュー

シ ョ ンのポー ト フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネス

の革新に費やす時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 www.quest.com

テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。

https://www.quest.com/jp-ja/company/contact-us.aspx
https://support.quest.com/ja-jp/
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